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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに






　こんにちは、矢野俊策やの・しゆんさくです。

　この本を手にとっていただき、ありがとうございます。初めての方はどうかこれからよろしくお願いします。




　この本は『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』シリーズの第三巻となります。もちろん、前巻を知らない人にも楽しんでいただける形になっていますが、第一巻『偽りの仮面』、第二巻『残酷な人形』を読んでいただいた方がなお一いつ層そう面白みが増すようにもなっています。二冊とも同じく富士見書房より発売されています。お手に取っていただければ幸いです。




　次に、本書から読み始める方のために少し解説を。

　この本はＴＲＰＧ『ダブルクロス　The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』のリプレイです。

　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略称です。ＧＭ（ゲームマスター）と呼ばれるひとりの進行役を中心にして、数人のプレイヤーが各々ひとりのキャラクターを操り、会話とちょっとしたルールを元に架か空くうの世界の中を冒険する、というゲームです。コンピューターを使わないオンライン・ネットワークゲームやＴＶゲームにイメージが近いと思います。




　そして『ＤＸ２』はそのＴＲＰＧの一作品となります。

　舞台は現代日本。とあるウィルスにより超常の力を手に入れてしまったキャラクターたちが葛かつ藤とうし、日常を取り戻すために戦う。───そんなゲームです。




　リプレイとは、そのＴＲＰＧを遊んだ風景を読み物の形として書き起こしたものです。実際にプレイし、遊んだ結果やその時の雰ふん囲い気きなどがわかりやすく、おもしろく説明されています。もしこのリプレイを読んで、楽しそうだなと思ったら是非直接ゲームを体験してみてください。ＴＲＰＧの、『ＤＸ２』の持つ最大限の魅み力りよくをあなた自身が味わえると思います。




　さあ、それでは本文の方をお楽しみください。

　日常からほんの少しだけ離れた世界が、『ＤＸ２』の世界があなたを待っています。











前巻までのあらすじ






　関東近郊の都市、双ふた枝え市。事件はそのＵＧＮ支部からはじまる。

　支部に所属するチルドレン、高崎隼人たかさき・はやとは同市にある私立高校に潜入した際、幼なじみである楠森七緒くすもり・ななおと再会する。だが、七緒は隼人が死んだものと思いこんでいた。

　そして、ファルスハーツ（以下ＦＨ）の引き起こした事件が原因となり、七緒の秘められた力が解放される。街に住む人々の記憶が次々と書き換わる中、隼人は同僚の玉野椿たまの・つばきと共に七緒を助けるために自分が死んでいる事実を彼女に再確認させた。

　その数ヶ月後、隼人と椿に新たな指令が下る。それは海上都市、鳴なる島しま市にいる中学生柚ゆず木き・芽め以いの護衛。彼女は危険な能力を持っていたために、記憶を封印、監視を受けながらかりそめの日常を送っていた。

　それにＦＨが目を付ける。芽以を刺激し、記憶の封印を解いたＦＨは彼女を拉ら致ちせんと行動を開始する。だが、それに対しＵＧＮが隼人たちに下した指令は芽以を抹まつ殺さつせよ、というものだった。

　苦悩しながらも、隼人と椿はＵＧＮの命令を無視。芽以を本当に救う方法を模も索さくする。

　結果、彼らは芽以の持つトラウマを解消、ＦＨを倒し、彼女を救うことに成功する。











































Epitaph【エピタフ】


　　１：墓碑銘、碑文

　　２：故人をたたえる言葉

　　３：人に対する最終判断をさす言葉













PREPLAY






昨日と同じ今日。

今日と同じ明日。

世界は繰くり返し時を刻きざみ、変わらないように見えた。

だが、人々の知らないところで既すでに世界は変へん貌ぼうしていた───。




　第三巻かん発売決定！

　編集さんからその一いつ報ぽうを聞いた私、矢野俊策やの・しゅんさくにはひとつ悩みがあった。

　これで最初の構想通り、三巻で話をまとめられる。……ただ、それでいいのだろうか？

　せっかく続けたシリーズをここで畳んでしまっていいのだろうか？

　だが、終わらせることを先延ばしにするのも厳しい。




　編集さんはこう言った。

「ちゃんと人気はあるから、個人的には三巻と言わずもっと続けてほしいけど」

　……むむむ。うれしいお言葉をいただいたが、悩みは深くなるばかり。

　あちこちの人に相談する私。と、……ある人がこう言った。

「シナリオの結果、続けた方がいいと思ったなら続ければいいんじゃない？」




　確かに、それはＴＲＰＧのリプレイとして正しいスタンスだ。

　私はひとつうなずくと、シナリオの構築に入った。

　今回のネタはサプリメント『コントラストサイド』を使ったＦＨフアルスハーツ、ＵＧＮ混合のシナリオ。そして前からとっておいてある要素と、今後を決めるネタを混ぜ込み───。

　そして私はプレイ当日を迎えた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




矢野（以下：ＧＭ）：さーて、では『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』第三巻の収しゆう録ろくをはじめたいと思います。よろしくお願いしまーす！

一同：よろしくお願いしまーす！




　さて、この時。私の前に座すわっていたのは四人のプレイヤーたち。

　今までオリジンのセッションに参加している人もいれば、そうでない人もいる。

　まずは彼らの紹しよう介かいをさせていただこう。




▼大畑顕おおはた・あきら（以下：大畑）───キャラクター：高崎隼人たかさき・はやと

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の社員のひとり。主にゲームデザインやデータ作成などを担たん当とうする。

　その人生をネタに費やす覚かく悟ごを持っている男。ただし、そのネタは三下ネタがほとんどであったりする。特に自分が負けるシチュエーションには目がない。

　なお、負けたキャラクターを立ち直らせるロールプレイも得意であり、それを駆く使ししていくつかのリプレイで主人公をつとめている。




▼しのとうこ（以下：しの）───キャラクター：玉野椿たまの・つばき

『ＤＸ２』のメインイラストレーター。『ＤＸ２』関連の作品には、必ずその素す晴ばらしいイラストを見ることができる。

　学生時代からＴＲＰＧにはまりきっており、今でも多忙な中で数多くのセッションをこなす。細やかな部分まで気のつくプレイヤーであり、セッションの進行を助けてくれる。




▼安達洋介あだち・ようすけ（以下：安達）

『アリアンロッドＲＰＧ』（富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん）のモンスターデザイン、『リボーン・リバース』（角かど川かわ書店刊）シリーズのメインイラストレーターなど、精せい力りよく的に活動を続ける新進気き鋭えいのイラストレーター。なお、筆者にとっては大学の後こう輩はいだったりする。

　ＴＲＰＧにどっぷりはまり、多様なロールプレイができる彼だが、得意なのは〝負けること〟。その負けっぷりは───是ぜ非ひ本ほん編ぺんを見ていただきたい。




▼遠藤卓司えんどう・たくじ（以下：遠藤）

『アルシャード』シリーズや、『天羅万象・零』（どちらもエンターブレイン刊）をはじめとして、数々のＴＲＰＧをデザインし続けてきた男。

　その低い声と豊ほう富ふな知ち識しきで、渋しぶいロールプレイを得意とする。欠点はどこか悪役っぽくなってしまうことだが───。




ＧＭ：というわけで、今回は安達くんと遠藤さんに来ていただきました。……今回も新ステージ、新キャラクターでやっていきたいと思うので。

大畑：〝また旅もの〟にするってことでしたよね。

ＧＭ：そうそう。それに、今回は新キャラクターでないといけない理由もあるし。

しの：理由……ですか？

ＧＭ：はい。……今回は、サプリメント『コントラストサイド』を使用したセッションを行ないたいと思います。

遠藤：お、ということは……？

ＧＭ：安達くんと遠藤さんは、ＦＨ所しよ属ぞくのキャラクターを作ってもらいます。

安達：ぃやったあああああああああっ!!　『コントラストサイド』の話を聞いてから、いくつもＦＨキャラクターのネタを考えてたんですよ！　すぐ使っていいんですよね!?（笑）

ＧＭ：お、おう。……ただ、その前にハンドアウト読ませてね（笑）。

安達：はい！　是非！（笑）




▼ＰＣ①（高崎隼人）

ロイス：柏木伊織かしわぎ・いおり　　ポジティブ：親近感／ネガティブ：不安

カヴァー／ワークス：高校生／ＵＧチルドレン

　キミの新しい任にん務むはＦＨチルドレンの養成所と化している高校、鷲わし見み学園への潜せん入にゆうだ。

　キミに同行するのは、いつもの通り椿、そして柏木伊織のふたり。椿はもちろん、伊織もキミとは何度か一いつ緒しよに任務に当たったことのあるチルドレンだ。

　なんでも、その学園では次々と人間がいなくなっているという。事じ件けんを解かい決けつし、ＦＨへの手がかりをつかまなくては。




大畑：……誰だれです？　この柏木さんってのは。

ＧＭ：新しいチルドレン。……一いち応おう、隼人と椿にとっては同どう僚りように当たる人物。

大畑：お、後輩!?（ふんぞり返って）……おい、お前。コーラ買ってこいよ、すぐ（笑）。

ＧＭ：なんでいきなりパシリさせてんだよ！（笑）大体後輩じゃなくて同僚、同い年だ。

大畑：……チッ（笑）。

しの：えーと、この任務は伊織さんと一緒にやれということですか？

ＧＭ：そんな感じですね。正せい確かくには、伊織が先に潜入しているところに応おう援えんに行くんですが。

大畑：じゃあ行ったらさっそく死んでるとか。馬ば鹿かな───っ!?（笑）

ＧＭ：やかましい！　そんなに自分からタイタス増ふやしたいのか！（笑）

大畑：（即そく座ざに）噓うそですもうタイタスは増やしたくありませんごめんなさい（笑）

安達：……相当前の話がトラウマになってるみたいですね（笑）。




▼ＰＣ②（玉野椿）

ロイス：〝エアシリンダー〟　ポジティブ：連帯感／ネガティブ：劣れつ等とう感

カヴァー／ワークス：高校生／ＵＧチルドレン

　キミは、隼人と同じく鷲見学園への潜入を命じられた。今回のチームは、キミ、隼人、そして〝エアシリンダー〟柏木伊織の三人だ。

　伊織とはチルドレンの養成所でも、任務でも一緒になったことがある。人と仲良くなるのが得意な、明るい女の子だった。キミも、少なからず彼女の明るさには助けられた。

　彼女との久ひさしぶりの任務、そして重要な任務だ。慎しん重ちように、成功を勝ち取らなくては。




しの：おー。伊織ちゃん、そんなキャラクターなんだ。

遠藤：明るいＵＧチルドレンなのか。

ＧＭ：まあ、ＵＧチルドレンと一口に言ってもいろいろいますからね。そういうヤツもいておかしくはないでしょう。

しの：ちなみに、前の事件からどれくらい時間が経たっているんですか？

ＧＭ：ん～、数週間後という感じですね。だから季節は春。

しの：おお。

ＧＭ：前の事件があって、霧きり谷たにや他ほかの連中がかばってくれたおかげで椿たちは謹きん慎しん程てい度ど。それが終わったあとだと思ってくださいな。

しの：謹慎あけから直ちよく接せつ任務に行く感じですね。

ＧＭ：そうそう。そんな感じです。




▼ＰＣ③

ロイス：緒方昭良おがた・あきら　　ポジティブ：信頼／ネガティブ：不信感

カヴァー／ワークス：高校生／ＦＨチルドレン

　キミはＦＨチルドレンの一員───いや、正確に言えばそうなる予定のひとりだ。

　キミにはまだチルドレンとしての実じつ績せきがない。〝卒業〟していないのだ。

　だからキミはここ、鷲見学園にいる。今は、最後のテストと称しようして担たん当とう官である緒お方がたの下で、毎夜ジャームとの戦せん闘とう訓練をしている。

　これが〝卒業〟への道なのは間ま違ちがいない。だが、どうにも緒方の様子が気にかかる。

　本当に彼の下にいていいのだろうか？




ＧＭ：というわけで、ＦＨキャラクターその１。ＦＨチルドレンです。

安達：お、いいですね。……まだ〝卒業〟してないところとかは特に。

ＧＭ：……負けられるからか（笑）。

安達：その通りです。俺おれがこのハンドアウトもらっていいですか？

遠藤：うん、構かまわんよ。

安達：ふっふっふ、リプレイ初のＦＨチルドレンか。……俺と遠藤さんが今後のＦＨキャラクターのイメージを作るのですよ？　俺と遠藤さんが！（笑）

ＧＭ：……微妙に含みを持った言い方だな、おい（笑）。

安達：ちなみに、緒方の歳としは？

ＧＭ：三十代半ばくらい。……もともと暗い感じの人なんだけど、最近眼めが落ちくぼんで、顔もやつれてきていて、どうにもやばい感じ（笑）。

大畑：ダメだ！　その人！（笑）




▼ＰＣ④

ロイス：〝ミッドウィーク〟　ポジティブ：有為／ネガティブ：敵てき愾がい心

カヴァー／ワークス：特になし／ＦＨエージェント

　キミは、ＦＨ上じよう層そう部ぶの意い志しでこの鷲見学園にやってきた。

　キミの使命は反はん逆ぎやく者を狩かること。どうやらこの学園には、ＦＨの制せい御ぎよを離はなれて勝手な実験を繰くり返す輩やからがいるらしい。

　上層部はキミのサポートに〝ミッドウィーク〟をつけるという。キミですら名前を聞いたことのないエージェント。くだらない任にん務むだが、ソイツには少し興きよう味みがわいた。




遠藤：で、これが俺のハンドアウトになるわけか。

ＧＭ：そうです。……いろんな意味で遠藤さん向けのハンドアウトかと。

遠藤：（にやりと笑って）まあな。

大畑：〝ミッドウィーク〟が反逆者なわけじゃないんですね。

ＧＭ：うん。……というか、誰が裏うら切ぎり者なのかはハンドアウトの時点でバレバレだし（笑）。

大畑・しの・遠藤：まあねえ（みんなでＰＣ③のハンドアウトを見る）。

安達：……何を言うんですか！　俺は緒方さんのことを信頼してますよ！（笑）




　もうすでに仕し込こみははじまっているらしい。




安達：あ、ＧＭ。緒方さんへの感情を〝傾けい倒とう〟に変えます（笑）。

しの：傾倒!?　そこまで信用度上げるんですか！（笑）

安達：ほら、その方が裏切られた時にショック大きいじゃないですか（笑）。

大畑：より大きく負けたいのか。さすがは安達さんだ（笑）。

ＧＭ：了りよう解かい。……俺もちらっと考えたんだが、そこまでやるのはどうかなあと思って避けてたんだけど。自分でやりたいならいいや（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけで、各自キャラクター作成、もしくは成長などを行なってください。なお、『コントラストサイド』に追加のエフェクトもあるんで、そちらを使ってもいいですよ。

一同：はーい。

しの：でも、今回のシナリオって前に天てんさんが言ってた───〝ＦＨ学園〟？（笑）

大畑：一巻かんの時のネタが本当になるなんて（笑）。

ＧＭ：ふっふっふ、一巻のネタが使われているのはそれだけじゃないぞ？

大畑：……え？

ＧＭ：詳くわしくは秘ひ密みつだが。……ふっふっふ。

大畑：うわ、イヤな笑い方を（笑）。




　そんなこんなでしばらくキャラクター作成に時間を費やす四人。

　ＵＧＮ組は新エフェクトを吟ぎん味みし、ＦＨ組はクセのあるキャラクター作成に頭を悩なやませていた。なお、新しん規き参戦のふたりには隼人と椿が消費したのと同じくらいの経けい験けん点を使うことを認みとめている。……そしてややあって、キャラクターが完成した。











































ＧＭ：では、自分のキャラクターを紹しよう介かいしてください。……大畑くんとしのさんは前と同じく成長申しん告こくを。




●ＰＣ①（高崎隼人）

大畑（以下：隼人）：では、前と同じく高崎隼人です。問題ばかり起こしているＵＧチルドレン。前回は二回ともジャームの世界の一端を見てきました。

ＧＭ：すごい侵しん蝕しよく率りつの上がり方だったからねえ（笑）。

隼人：もう、そうそうあんなところまで行きたくないですよ！

安達：……魂たましいの叫さけびだ（笑）。

ＧＭ：で、成長は？

隼人：追加エフェクトのひとつ、《サポートデバイス》を２レベルで取りました。

しの：いきなり２レベルなんだ。

隼人：侵蝕率が厳きびしいんですよう！　でも、取ったのはまた侵蝕率[image: 100]％以上でないと使えないエフェクト！　またか！　また俺は切り札ばかり取るのか！（笑）

ＧＭ：あいかわらずだなあ（笑）。




●ＰＣ②（玉野椿）

ＧＭ：では、次はしのさんお願いします。

しの（以下：椿）：はい。隼人と同じく続投組の玉野椿です。成長は新エフェクトの《ジャイアントグロウス》を取りました。これで攻こう撃げき力も上がるし、範はん囲い攻撃もできます。

安達：お、いいですね！　演えん出しゆつ的には糸の数が一気に増ふえるとかですか？

椿：うん、そんな感じを考えてます。

ＧＭ：……ええと他に変えたところはあります？

椿：ロイスをちょっと整理しました。……ついにボタンにロイスを取りました。

隼人：おお、ついにボタンに。

ＧＭ：前のロイスはどんなのでしたっけ？

椿：前は、一いつ般ぱんの人に反発心を持ってたんです。そういうロイスだったんですが、キャラクター的にもだいぶ昇華したので。ボタンに変えました。

遠藤：おお、それはいいですね。

安達：ロイスの変化でキャラクターの成長を表現するのはかっこいいなあ……。

ＧＭ：さすがしのさんだ。




●ＰＣ③

ＧＭ：じゃあ、次は安達くん。お願いします。

安達：はい。……名前は辰巳狛江たつみ・こまえ。シンドロームはキュマイラ／バロール。年齢は隼人たちと同じ17歳さいの女子。外見はこんな感じ。




　安達くんが差し出した紙には、腰こしまでの髪かみを持つ、意い志しの強そうな女の子が描えがかれていた。

　そしてその子は──────空手着を着ていた。




ＧＭ：…………この服は？

安達（以下：狛江）：鷲見学園の空手部に所しよ属ぞくしてます。

ＧＭ：（ほっと息をついて）ああ、部活やってるのか。

狛江：といっても、部員はひとりですが。

ＧＭ：…………。

狛江：でもあたしはあきらめません！　必ず空手が最強の格かく闘とう技ぎであることを証しよう明めいして、いつかオーヴァード格闘団だん体たいを開いてみせる！

遠藤：オ、オーヴァード格闘団体……？

狛江：そうです！　あたしの〝欲よく望ぼう〟は、オーヴァード能のう力りよくと格闘技を融ゆう合ごうさせた格闘団体を立ち上げ、そこの初代チャンピオンになること！

隼人：…………。

ＧＭ：か、空手に命を賭かけているのはわかった。……でも、さすがに授じゆ業ぎよう受けている時はこの格かつ好こうじゃないよね？

狛江：（真ま面じ目めな顔で）この格好じゃだめですか。




　ダメである。




ＧＭ：…………頼むから制せい服ふくにしてくれ。

狛江：はーい。ＤロイスはＦＨから不死者、普ふ通つうのは〈白兵〉の伝でん承しよう者しやを取りました。

椿：……ちなみにどんな性格のキャラなの？

狛江：えーと簡かん単たんに調子に乗ったり、簡単に落ち込んだりするキャラ、かな？

遠藤：しかし……、なんで空手なんだ？

狛江：いいじゃないですか空手！　前の巻かんで悠ゆう羅らさんがシェイクスピアの言葉を引用していたのがかっこよかったんで、それをまねようと思ったんですよ！

ＧＭ：……シェイクスピアを？

狛江：いや、大山倍達おおやま・ますたつの言葉を引用するキャラにしようかな～って（笑）。

一同：なんでだああああああああっ！（笑）

隼人：ちくしょう！　安達さんいいキャラ作るなあ！　バリバリ負けてやがる！　俺も負けてられない。もっと積極的に負けないと！（笑）

椿：……負けたいのか、勝ちたいのか、どっちなの（笑）。




●ＰＣ④

ＧＭ：じゃ、じゃあ最後に遠藤さん。

遠藤：ＦＨエージェント、シンドロームはオルクス／ソラリス。名前は───春かす日が・怜れ央お。

隼人：……春日？

遠藤（以下：怜央）：春日怜央。

一同：…………。

狛江：えーと、ひょっとして……、あの春日恭きよう二じと何か関係が……？




　春日恭二とは『ＤＸ２』の名物キャラクターのひとり。ＦＨのエリートのはずだったが、あちこちのシナリオで負け続け、負けキャラとして有名になってしまった男である。

　詳くわしくは『ＤＸ２』Ｐ45や、『コントラストサイド』Ｐ96を参照して欲ほしい。




怜央：春日一族は、ＦＨエージェントとして名をはせた一族ですよ？

ＧＭ：い、一族!?

怜央：うむ。生まれ表で「複ふく数すうの兄弟姉し妹まいがいる」と出たので。上にも下にもたくさんいる。

椿：で、あの春日恭二とは関かかわりがあるんですか？

怜央：…………春日一族はＦＨエージェントとして名をはせた一族ですよ？（笑）

隼人：うわ！　答える気がねえ！（笑）

怜央：ま、そんな些さ事じはともかく。……コードネームは〝ナイト・オブ・ライオン〟。子こ供どものライオンを《アニマルテイマー》で使う、交こう渉しよう、潜せん入にゆうが得意な二十代後半くらいの男。

ＧＭ：もしかして、ほとんど本体は外に出ないのでは？

怜央：（にやり）さあね？　ともかく、上司であり主人である都築京香つづき・きようかの〝プラン〟を進めるコマのひとつとして活動しているよ。

隼人：うわ、悪役っぽい（笑）。

ＧＭ：うむ、そのために遠藤さんに参加してもらったんだが。正せい解かいだったな（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では実じつ際さいにオープニングをはじめる前に、ＰＣ間でのロイスを決めましょう。順番は隼人→椿→狛江→怜央→隼人で。

椿：あ、お互たがいＵＧＮやＦＨだと知ってるんでしょうか？

ＧＭ：今回のセッションだとそこはプレイヤー任まかせにしようと思ってます。なのでお互いの相談で決めてください。

怜央：では、こちらは隼人のことを知っていることにしよう。……有名人だろうしな。

隼人：まあ、そうなるのかな。

椿：私と狛江はどうしよう？

狛江：あ、せっかくだから同じクラスにしよう！　……教科書みせたげる。

椿：そうね。……じゃ、特にＦＨだとは知らない設せつ定ていで。

狛江：はーい！

ＧＭ：決まりましたね？　それでは。あらためてゲームを始めたいと思います。よろしくお願いしまーす。

一同：よろしくお願いしまーす！






『コントラストサイド』　ゲームフィールドから発売された『ＤＸ2』のサプリメント。今まで敵対組織だったＦＨのＰＣを作成することができる。

《サポートデバイス》　自身の能力を補助する器具を生み出すモルフェウスのエフェクト。

〝欲望〟　ＦＨ所属のキャラクターは、自分がオーヴァードの力をもって成し遂げたいことを〝欲望〟として設定する。

《アニマルテイマー》　指定した動物に自分の意識を接続するオルクスのエフェクト。























OPENING PHASE









◆Opening 01◆再ふたたび、任にん務むへ


Scene Player ─── 高崎隼人






　長い通路を歩きながら、彼───高崎隼人はため息をついた。

　ここはＵＧＮ日本支し部ぶ。彼がこの半月の間、閉とじこめられていた場所である。




　前回の事じ件けんの後。彼はここに召しよう喚かんされ、命令違い反はんしたことをこってりとしぼられた。正直、もう小言はしばらく聞きたくない。そう思えるくらいに。

　……だが、自分がしたことを考えれば、十分すぎるくらいに軽い措そ置ちだ。それもまた隼人は理解していた。




ＧＭ：ということで、最初のシーンプレイヤーは隼人。

隼人：んじゃ、侵しん蝕しよく率りつを上げよう。……４。

狛江：今回は普ふ通つうっぽいね。

隼人：まあ、そうだといいんだけどなあ。

ＧＭ：とりあえず、前の事件からしばし。キミはこってり絞しぼられた。日本支部で、命令に違反したことをこれでもかと。

隼人：あ～～～～～～～～、もうわかった～～～～～。と、俺はうめくしかなかったわけで（笑）。

ＧＭ：そうそう（笑）。んで、それが解放されると同時に、霧谷雄吾からの呼び出しを受ける。……新しい仕事だとか。

隼人：（即そく座ざに）イヤダ、仕事シタクナイ。帰ル。

狛江：なんで片かた言ことなんだ！（笑）

椿：それに、全然反省してないじゃない（笑）。

隼人：間ま違ちがったことしてないから反省なんてしないね。……見事な不良っぷりですよ（笑）。

辰巳：うつろな目で、ＵＧＮスバラシイ！　ＵＧＮスバラシイ！　……っていうくらいに教育されてるのかなと思ったんだけど（笑）。

ＧＭ：ＵＧＮはそこまでやらん。……少なくとも、この日本支部はね。まあ、罰ばつとして訓練をやらされたりはしただろうけど（笑）。

椿：反省文なるものを書いてみたり（笑）。

ＧＭ：ともあれ。そんな数週間にわたる苦く痛つうの記き憶おくを思い出しながら歩いていると、支部長室の扉とびらの前に半月ぶりに見る顔が。

隼人：おや？

ＧＭ：というわけで、椿さん登場してください。

椿：あ、私なんだ。じゃあ登場します。

隼人：声くらいはかけるか。…………よお。




　なんともやる気のなさそうな声である。




椿：（冷たい目で）…………少しは真ま面じ目めに仕事に取り組む気になったの？

隼人：（そっぽを向いて）空がきれいだな（笑）。

ＧＭ：話聞いてないよ（笑）。

椿：……本当に反省しているんだろうか、という目で見ます。

隼人：こっちからすると、あいかわらず堅かたいなあって感じに見えるんだろうな。……そっちも肩かたに力入れすぎてると、何かあった時に粉々になるぜ。プライドとかがな。

ＧＭ：うわあ！　挑ちよう発はつした！（笑）。

椿：ピキーン！　……隼人にロイス取ります。ネガティブの〝憤ふん懣まん〟を表で（笑）。

狛江：うわ！　容よう赦しやないな！（笑）

隼人：しまった！　行き過すぎている気がする！　一巻かんくらいまで戻ってる感じだ！（笑）

ＧＭ：そこでへたれるなよ（笑）。

隼人：もちろん、そんなことはおくびにも出さないけど！　心の中では謝あやまりまくるが。（笑）。

ＧＭ：では、ふたりがなんとも言えぬ緊きん張ちよう感でにらみ合っていると……、後ろに人ひと影かげが。

隼人：お？

椿：ん？

ＧＭ：その人影は、ガバッと隼人、椿の双そう方ほうに飛びつき、ふたりの頭を両りよう脇わきに抱かかえる。

隼人：おわっ!?

ＧＭ：首を回せば、それが伊織なのがわかるよ。明るい色の髪かみの毛を揺ゆらして、笑え顔がおの口元には八や重え歯ばがのぞいている。彼女は頭を締しめながら、「な～にギスギスしてんのよ～」
















椿：い、伊織……？

ＧＭ：「あいかわらず仲悪いね。……せっかくこれから久しぶりに三人で仕事だっていうのに」セリフと共に、力がぐっ……と。

隼人：いてててててっ！　やめろ、やめろって！　わかったから！

ＧＭ：では、彼女はぱっと手を離はなし。ついでににっこり笑って、「椿、隼人、……久しぶり」

椿：そうね。久しぶり。

隼人：ちっ……、お前こそ相変わらずだな。

ＧＭ：「隼人が悪いんでしょ。……まーた椿を挑発するようなこと言って」半はん眼がんになって伊織は言う。

隼人：うっ……。ホントは俺もそんなつもり無かったんだよ、うん（笑）。

ＧＭ：そこで言いわけか（笑）。伊織は椿に「……今までどうだったの、こいつ」。

椿：…………何か延えん々えんと隼人のせいで今までどんな苦労をしてきたか、文もん句くを言い始めそう。

隼人：何言ってんだ！　この間はお前だって一いつ緒しよにＵＧＮに喧けん嘩か売るって言ってたじゃないかよ！（笑）

椿：（冷たく）喧嘩売るなんて言ってない。

ＧＭ：伊織はケラケラと笑いながら、「あはははは。なんとなくどんな様子だったか予想ついた。……詳くわしい話はあとでゆっくりと聞くとして、まずはこっちの話を聞いてよ」そう言って、彼女は支し部ぶ長室の扉を開く。

隼人：む。

椿：…………。

ＧＭ：部屋の中、支部長の席には霧谷が笑顔で座すわっている。「お久しぶりです」と彼が会釈をひとつ。

椿：失礼します。……玉野椿、参りました。

隼人：あー……。高崎隼人、こってり絞られてきました。

ＧＭ：霧谷は苦く笑しようする。「その件けんに関しては苦労をかけました」

隼人：霧谷さんがかばってくれたおかげであの程度で済すんだんですよね。……それはわかってます。

ＧＭ：霧谷はひとつうなずき、真しん剣けんな顔になる。「さて、それでは今回の任にん務むです」

椿：同じく、真面目な顔でうなずきます。

ＧＭ：「梶かじ浦うら市にある鷲わし見み学園という学校に潜せん入にゆうしてください。この学校はこれまでの調ちよう査さでＦＨのエージェントやチルドレンが数多く入り込こんでいる、いわば養成所のような場所だと判はん明めいしています」

隼人：（眉まゆをひそめて）……まさか生徒全員がオーヴァードってんじゃないでしょうね？

ＧＭ：「実じつ際さいどれくらいの数が入り込んでいるかはわかりません。……が、半数以上は一いつ般ぱんの生徒でしょう」

椿：……厄やつ介かいですね。

ＧＭ：「ええ。実じつ態たいがつかめなければ、こちらとしても思い切った行動ができません。とは言え、これ以上単たん独どくで調査させても中ちゆう核かくには届とどかないでしょう」と、霧谷が続ける。

隼人：単独？　……ってもしかして。

ＧＭ：「この一件は、こちらの柏木伊織さんが調査を進めていました。キミたちはその増ぞう援えんということになります」霧谷に言われて、伊織がにこっと笑うよ。

椿：なるほど……。

ＧＭ：「最近学園内の人間が数人、行ゆく方え不明になっています。メインはその調査となります」

椿：その事件はＦＨが後ろにいる可か能のう性せいが高い……？

ＧＭ：霧谷は静かにうなずくよ。

隼人：しかし……、俺たちが行くってことはつまり囮おとりも兼かねてるってことだよな？

狛江：え？

怜央：そういうことになるだろうな。……隼人と椿は良くも悪くも顔が知られている。ＵＧＮの命令違い反はん者として、ＦウＨチがスカウトに行ってもおかしくはない。

狛江：ああ！　特に椿は有能だし。

隼人：……俺はいらねーのか（笑）。

ＧＭ：それについて、霧谷は笑顔を浮うかべているだけで何も語らない。

隼人：ちっ……。じゃあ、どーするよ、という意味で椿を見る。

椿：（冷静に）復ふつ帰きして初めての任務、全力を持って当たらせていただきます。

隼人：また優ゆう等とう生せい的な答えだな。……まあ、俺もやるけど。

ＧＭ：霧谷はゆっくりとうなずく。「いつものように転入生という扱あついですが、内部では彼女に協力を仰あおいでください」と伊織に振ふる。すると彼女は、「協力って言っても情じよう報ほう交こう換かんくらいだけどね。……その辺は慣なれてるでしょ？」

隼人：いつもどおりってことだな。

椿：……よろしくね。

ＧＭ：では、キミたちが挨あい拶さつをして霧谷に背せを向け、支部長室を出ようとしたその時に声がかかる。

隼人：え？




「あ、そうそう。───今回、私も現げん地ちまでついていきますんで」

　閉とじかかる扉とびらの向こうから、霧谷は確たしかにそう言った。




　日本支部長が───現地まで来る!?

　驚おどろきで何も言えないまま、扉は閉しまる。

　……ふと横を見れば、椿の目も点になっていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




隼人：ちょっと待て！　ホントに霧谷さんが来るのかっ!?

ＧＭ：うん。いろいろ理由はあるんだけど。

椿：……ど、どんな？

ＧＭ：ひとつは囮としての効こう果か。隼人と椿だけでなく、自分自身も囮に使おうという話だね。

怜央：囮としては大きすぎるような気もするが。……ありえない話ではないな。

ＧＭ：隼人と椿ばかり厳きびしい目にあわせるのが辛つらいってのもあるけど。もうひとつは隼人と椿の監かん視し。

狛江：あー、前に命令違反をしたから。

ＧＭ：そうそう。直ちよく接せつ誰だれかが管理しなきゃいけないってこと。また同じようなことがあると考える連中もいるから、その示しめしとして。

隼人：ま、日本支部長が直接管理するって言われたら文もん句くは出せないな。

ＧＭ：最後は、前回の事件で霧谷が更こう迭てつされちゃったから。……霧谷は霧谷なりに、隼人たちを助けられなかったことを反省してるわけさ。

怜央：直接現地にいれば、変な横合いが入ることは少ないということか。

ＧＭ：ま、そういうこと。

椿：ありがたいなあ……。

狛江：あたし、現地で変な喫きつ茶さ店とか開くつもりなのかと思った（笑）。

ＧＭ：それはファンブックだけの話だ（笑）。






変な喫茶店　ダブルクロス・ファンブック、『ライブボックス』を参照のこと。










◆Opening 02◆試練の道


Scene Player ─── 辰巳狛江






　空手着の帯を締しめ、息を整える。

　───よし、大だい丈じよう夫ぶ。

　自分の状じよう態たいを確かく認にんし、狛江はゆっくりと目を開けた。




　そこは見み慣なれた訓練場。人工の明かりに煌こう々こうと照らされ、周囲を壁かべに仕切られた空間。

　鷲見学園の地下に作られた、オーヴァード用の訓練場だ。




ＧＭ：では、次は狛江のシーン。

狛江：じゃ、侵しん蝕しよく率りつ上げます。……３、まあ普ふ通つう。

ＧＭ：キミのシーンは学園の地下施し設せつからはじまる。ハンドアウトにもあるとおり、ジャームと戦うシーンだ。

狛江：うん。じゃあ、リングに上がってセコンドには緒方さんが……（笑）。

ＧＭ：待て待て待て待て！　なんだリングってのは！（笑）

椿：か、空手じゃないの……？（笑）

狛江：ほら、総そう合ごう格かく闘とうっぽく。今日のために、スパーリング相手は全員キュマイラであわせてきたんだ、とかそういう雰囲気で（笑）。




　どんなスパーリングだ。




ＧＭ：そんな施設はここにはねえ！（笑）四方にカメラが設置された、だだっぴろい空間があるだけだ。

狛江：では、あたしは《完全獣じゆう化か》はせずに人間の体のまま精せい神しん統とう一いつを。

ＧＭ：了りよう解かい。では、スピーカーから緒方の声がする。「これより訓練を開始する！　今から現あらわれるものを殺せ！」

狛江：はい！

ＧＭ：すると、対面の壁の一部がゆっくりと持ち上がっていく。その向こうから現われるのは、恐きよう竜りゆうにも似にた巨きよ大だいなジャーム。三ｍに届とどくかというような大きさだ。

狛江：…………よし、来い！　そう言って構えを取ります！

ＧＭ：ジャームは狛江をギロリと睨にらむと、首を揺ゆらし───猛もう然ぜんと突とつ進しんしてくる！

狛江：こっちも相手に突とつ撃げきして、真っ向から受けて立つ！　……どうせ優ゆう雅がに戦うことなんかできないから。

ＧＭ：では、一進一いつ退たいの攻こう防ぼうが繰くり広げられるわけだ。一発受けたら、一発返す、みたいな。

狛江：そしてしばしの後。隙すきを見て、あたしがジャームの角を手刀で折るんですよ！　そしてジャームは実力の差を思い知ってひれ伏ふすわけです（笑）。

隼人：ひれ伏すのか！（笑）

椿：ジャームなのに！（笑）

狛江：（胸むねを張はって）ひれ伏すのです（笑）。

ＧＭ：お、おう。じゃあひれ伏すってことで（笑）。……では、戦意を無くしたジャームを前にして緒方がスピーカー越ごしに叫さけぶ。「とどめを刺させ！」

狛江：え…………？

ＧＭ：「どうしたっ！　とどめを刺せ！」

狛江：いや、しかし……。

ＧＭ：「この訓練は現われたものを殺すことだと言ったはずだ！　それでもできんと言うのか！」緒方はヒステリックにそう叫ぶ。

狛江：しかし。その、……構かまえを解といてるものに攻こう撃げきをするのは空手道の精神に……。

ＧＭ：「……これは命令だ」緒方は怒いかりに声を震ふるわせて、最後通告として言う。……キミはどうする？

狛江：いや、それは……。

ＧＭ：…………。

狛江：うう……。

ＧＭ：……ではキミが逡しゆん巡じゆんしていると、緒方がいらついた声で叫ぶ「もういい！」

狛江：がっくりとうなだれてます……。

ＧＭ：天井から一発の弾丸がジャームに撃ち込まれ、ヤツの体がビクンとふるえる。麻酔か何かだったんだろう、ジャームはそれで気を失う。

狛江：一応、戦闘後の礼をしておこう。

ＧＭ：そして、続いて「こちらに上がってこい」という緒方の声。

狛江：…………。

ＧＭ：そして、声と共に出口の扉とびらが開く。

狛江：もう一度一礼して、緒方さんのところに駆かけ上がっていきます。

ＧＭ：上の階には、データを睨にらみつけている緒方がいる。ぼさぼさの髪かみで、ひどくやせている男だ。それこそ骨ほねと皮だけ、と錯さつ覚かくするかのような。本当は三十代だけど、外見はもっと老ふけて見える。

怜央：ふむ、そんな男なのか。

狛江：緒方さん！　あの……今日は……？

ＧＭ：「不完全だ。……まったく不完全だ」緒方は狛江の方を見ず、データを見ながら言う。

狛江：し、しかし！　相手の攻撃はすべて急所をはずしましたし、ルール違い反はんもしてません！（笑）

隼人：ルールって何だよ（笑）。

狛江：目つぶし、金的はダメ、とか（笑）。

ＧＭ：緒方はキミの言うことなどまるで聞かず、「……どうしてだ。要よう素そはすべてそろっている。なぜ、なぜうまくいかないのだ……？」とひとりでブツブツと。

狛江：……しょぼーんとします。

ＧＭ：「しかしこのデータで……」指を嚙かみながらつぶやく緒方。しばらくそうしていると目だけを狛江の方に向けて、「明日もやる」と一言。

狛江：は、はい！　それで今日の戦闘の改かい善ぜんする点は……。

ＧＭ：「うるさい！」と、緒方は狛江の言葉を切って捨すてる。

狛江：……またしょぼーんとします。

ＧＭ：「自分でそのくらい考えろ！」怒りもあらわに、緒方は帰っていってしまう。

狛江：うう。……これはきっと愛の鞭むちなんだ。ほんとは緒方さんは優やさしい人なんだ！

怜央：よかった探さがしにもなってないぞ、それ（笑）。

狛江：ほら、勝負の厳きびしさを教えてくれたんですよ！　あたしが実戦で手を抜ぬかないようにするために！

怜央：ま、まあ。…………がんばれ（笑）。

ＧＭ：では狛江は一いつ生しよう懸けん命めい自分に言い聞かせながら、あてがわれた部屋に帰るわけだが。

狛江：うう……。

ＧＭ：しかし、毎夜のようにジャームと戦っていると少しばかり疑ぎ問もんも浮うかんでくる。……これに何か意味はあるんだろうか、と。

狛江：では、頭を振ふってその疑問を追い出しつつ。

ＧＭ：うん、ここで一回シーンを切ります。




　　　　＊　　　＊　　　＊




椿：すごい傾倒っぷりだった（笑）。

ＧＭ：うん、そこまでやるかってくらい（笑）。

狛江：このくらいやった方が、ドラマが盛り上がるじゃないですか！　それにふさわしいキャラにもしたし（笑）

ＧＭ：そう思って実践できるんだから、キミはすごいよ（笑）。







◆Opening 03◆計画の歯車


Scene Player ─── 春日怜央






　あたりを闇やみに包まれた部屋に、怜央はひとりで座すわっていた。

　ここは怜央が使命を果たす場所。───彼の主の歯車となる場所。




ＧＭ：では、怜央のシーン。……侵しん蝕しよく率りつを上げてください。

怜央：２上じよう昇しよう。……ところで、このシーンは都築京香から指令を受けるシーンだな？

ＧＭ：そうです。

怜央：では、こういう状じよう況きようからはじめよう。（声を低くして）どこともしれぬ闇の中。私はひとり椅い子すに座り、その闇を凝ぎよう視ししている───。

椿：うわ、マスターシーンみたい（笑）。

怜央：かたわらにはライオンの子こ供どもが目を閉とじ、丸くなっている。……まったくの静せい寂じやくの中、部屋に変化が起きる。私が見ていた先に、ぼんやりとホログラムが現あらわれるのだ。日本における我われらＦＨのリーダー、都築京香の姿に。

ＧＭ：わ、わかりました（笑）。では、都築京香は「春日怜央。……あなたにひとつ、指令を与あたえましょう」

怜央：なんなりと。……我が主マイマスター。

狛江：うわ！　すごい呼よび方した！（笑）

ＧＭ：なんか、都築京香のイメージ変わるな（笑）。ええと、彼女が微び笑しようを浮かべると同時に、怜央の横に学校の映えい像ぞうがひとつ浮かび上がる。……鷲見学園の映像だ。

怜央：……眉まゆを少しだけ動かして、先を促うながします。

ＧＭ：「この学校は、我々ＦＨがチルドレンの訓練に使っている学校のひとつ。……鷲見学園と言います」

怜央：ここで、何か問題が？

ＧＭ：「ええ。……ここにあるＦＨの設せつ備びを使い、無む断だんで私的な研究を行なっているものがいます」ゆっくりと、何かを含ふくめるように彼女は言う。

怜央：裏うら切ぎり者を狩かりだせ───とおっしゃいますか？

ＧＭ：「通つう常じようならば、これはもっと能のう力りよくの低いエージェントに割わり当てる役。ですが───あなたに行ってもらう理由があるのです」

怜央：……ほう？　興きよう味みを隠かくそうともせず、そう言う。

ＧＭ：「その裏切り者が持ち、おそらく研究しているであろうデータ。……これは我々にとって非ひ常じように重要な意味を持ちます」都築京香は婉えん然ぜんと笑いながら、そう言います。

怜央：我々、ではなく、あなたに、ではないのですか？　同じように笑って、私は言う。

ＧＭ：「〝我々〟ですとも」……彼女の笑みは変わらない。

怜央：黙だまって、深々と、優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをします。

ＧＭ：「このデータの重要性により、あなたに出向いてもらいます。……ターゲットは」と、ここで画が像ぞうが緒方の姿に変わる。「緒方明良。……表向きは鷲見学園の教員です」

狛江：うわ！　もう緒方さんってことになってるー！（笑）

ＧＭ：だから最初からわかるようにハンドアウトに書いているのに（笑）。

怜央：了りよう解かいいたしました、我が主マイマスター。……これは、私単たん独どくの任にん務むということでよろしいか？

ＧＭ：「いいえ」都築京香は静かに首を横に振ふる。

怜央：では、誰が？

ＧＭ：「〝ミッドウィーク〟」彼女は同行するエージェントのコードネームを告げる。だが、その名前はキミの記き憶おくにはない。

怜央：……珍めずらしいですね。その名前には聞き覚えがない。

ＧＭ：「そういう役割なのです。〝ミッドウィーク〟は必要があればあなたに接せつ触しよくをしてくるでしょう。あなたは緒方を追いつめ、データを奪だつ取しゆし、彼の口を封ふうじてください」

怜央：……了解いたしました。

ＧＭ：キミのその言葉にうなずく都築京香。そして、同時に目の前にある端たん末まつに緒方の基き本ほん情じよう報ほうが流れてくる。最近は辰巳狛江というチルドレンに執しゆう心しんしているとか。

狛江：ばれてる────っ!?　てかあたし、本部に目をつけられてる────っ!?（笑）

隼人：まあ、緒方があんなんだからな（笑）。

狛江：うううううう……（笑）。

怜央：ではその情報を二秒で把は握あくし、最後にこう言おう。……我わが能力のすべてを持って、あなたの計画プランを進めましょう。〝プランナー〟。




　その言葉と共に、部屋は再び闇やみに包まれる。




　　　　＊　　　＊　　　＊




隼人：遠藤さん、これは悪役のオープニングです（笑）。

怜央：せっかくＦＨのキャラクターだし。……こういう方がいいでしょ？

ＧＭ：まあ、期待はしてましたが（笑）。

椿：しかし、ここまでとは……（笑）。

怜央：ふっふっふ、まだまだここからですよ？（笑）











MIDDLE PHASE









◆Middle 01◆ファーストコンタクト？


Scene Player ─── 玉野椿






　梶浦市に存在する中高一いつ貫かん校、鷲見学園。

　ターゲットであるこの学校に転入してすでに数日。

　椿はいまだ、ＦＨの影かげを踏ふめずにいた。




ＧＭ：では、ミドルフェイズ最初のシーン。シーンプレイヤーは椿。

椿：はい。

ＧＭ：最初のシーンは学校の中。……転入してきて数日。まだＦＨのしっぽも見えていない感じですが。

椿：伊織はもうこっちに来ているんですよね？

ＧＭ：うん。伊織は一年くらい前からこの学校にいます。隼人も、椿より数日早くこっちに来ているということで。

椿：なるほど。……で、怪しいところはまだ何も無いと。

ＧＭ：とりあえずは。……普ふ通つうに授業があって、普通に学園生活がある。

隼人：ああ。じゃあ変なカリキュラムが混まじってたりとかはしないんだ（笑）。

怜央：瞑めい想そう授業とか（笑）。

狛江：先生が何かというとＦＨの話をするとか（笑）。

ＧＭ：しないしない（笑）。少なくとも、見た目は普通だ。そうじゃないと、あっという間にバレるだろうに。

隼人：まーなあ（笑）。

椿：で、今は授業が終わったところとかですか？

ＧＭ：うん、そんな感じ。教室のあちこちで放課後どうするかを学生たちが話しているよ。

狛江：あ！　じゃあ登場します！

ＧＭ：え？　……ああ、了りよう解かい。

狛江：この数日間で、あたしは椿の身体能のう力りよくに注目してたんですよ！　体育の授業の時に見せる身のこなしとか！

椿：……は、はあ。

狛江：そして、今日！　あたしは椿が教室を出たところを見計らって───全力でタックルをかけます。

ＧＭ：…………はい？

狛江：だからタックルを。

椿：……私に？　タックル？

狛江：（はっきりうなずいて）タックルを。

椿：…………ええと。じゃあ避よけます。

狛江：ではそのまま勢いきおい余あまってガシャーンとドアに激げき突とつ！　で、そこから傷きずだらけでよろよろと起きあがりつつ……。（にっこりと笑え顔がおで）いい動きね。玉野さん、空手部入らない？




　ひどい勧かん誘ゆうである。




ＧＭ：そんな勧誘するヤツはいねえだろおおおおおおおおおっ!!（笑）

狛江：え！　そうですか？　ほら、『七人の侍さむらい』だって……（笑）。

隼人：いや、ここは少なくとも現げん代だい日本の高校だから。侍も盗とう賊ぞくもいないから（笑）。

椿：あー……。呆ぼう然ぜんとしてます（笑）。

狛江：ちょっと性急だったかな。じゃあ話を変えよう。……玉野さん、学校には慣なれた？

怜央：……変わりすぎだ（笑）。

椿：え、えーと。……おかげさまで、だいぶ慣れたわ。

狛江：今年はみんな受験でピリピリしてるから、ちょっと仲良くなるのは大変かもしれないけど。

椿：……あなたはそうじゃないみたいね。

狛江：（拳こぶしを突き出しながら）あたしはスポーツ推すい薦せん狙ねらってるからね！（笑）

椿：（困こまった顔のまま笑って）……それはあなたなら大だい丈じよう夫ぶな気がする。

狛江：で、学校についてとりとめのない話をするよ！　たまに腕うで立たてとかもするけど（笑）。

隼人：待て！　腕立てしながら今日の授業とかについて話すのか！（笑）

狛江：ここの自じ販はん機きにおいてあるαアルフアトランスがおいしいんだよ！（笑）

椿：待って待って待って待って（笑）。

狛江：新発売のβベータトランスもあるよー。体育の授業の前に飲むとすごい記録が出るってジンクスがあるんだ（笑）。

隼人：そりゃただのドーピングだ！（笑）

ＧＭ：というか、勝手にそんなの売るな（笑）。

狛江：とにかくうち解とけようとひたすら喋しやべるよ。……すぐに空手の話題に持っていくけど（笑）。こっちはＵＧＮのことは知らないから。

椿：こちらはちょっと警けい戒かいしているかな。誰だれがＦＨかもわからないし。……でも、こんなに熱心に勧誘がくるとは思ってなかった（笑）。

ＧＭ：じゃあ、ひたすらに誘さそってくる狛江に椿がたじたじになっている。……すると、いつの間にか近くで伊織がニヤニヤしているのに気づく。

椿：ああっ！　伊織！　助けてっ！（笑）

ＧＭ：…………伊織は笑顔のまま、手を振ふった（笑）。

椿：見み捨すてる気だ！（笑）

隼人：いや、当然っちゃ当然だろう（笑）。

椿：そうはさせない！（笑）……伊織に声をかけよう。

狛江：じゃ、あたしもそっちを向きます。ギギギギギ……ピキーン！




　もはやロボットである。




ＧＭ：伊織はふたりに近づいて、椿に。「面おも白しろいことしてるね、いきなり」

狛江：あれ？　伊織は椿のこと知ってるの？

ＧＭ：「うん。昨日ちょっとね。……狛江は椿のこと気に入ったの？」

狛江：うん！　なかなかのタフガイです（笑）。

隼人：タフガイ!?（笑）

ＧＭ：いや、ガイは無いだろ、ガイは！（笑）

椿：ガ……ガイ？（笑）

ＧＭ：「で、どうするの？　……部に入るの？」伊織はそれはもう、とてもとても面白そうに言うよ（笑）。

椿：…………うう。

狛江：キラキラした瞳ひとみで横から見るよ！　いきなり正せい拳けん突づきとか始めたり、その場で（笑）。

隼人：アピールしてる、アピールしてる（笑）。

椿：…………ううううう。

ＧＭ：「椿って……、結けつ構こう押おしに弱いタイプだったのね」ぼそりと伊織が言う。

狛江：（そのままキラキラした目で椿を見る）

椿：…………わ、わかった。仮かり入にゆう部ぶでよければ。

狛江：ぃやっったああああああああああああっ!!　じゃ、これ入部届とどけね！　顧こ問もんの緒方先生にも言っておくから！　部活は裏うらの道場で！　いつでもやってるよ！

椿：（カクカクとうなずいて）う、うん。うん。うん。

狛江：じゃ、待ってるねええええええええっ！　……と言って、あたしは退たい場じようします。

椿：…………（呆ぼう然ぜんとしている）。

ＧＭ：「大丈夫？」と伊織が、全然心配してない笑え顔がおで言う（笑）。

椿：アグレッシブな子だった……。

ＧＭ：「このクラスの名物みたいな子だよ。……でも、椿があんな顔するなんてね～」思い出してまた笑う伊織。

椿：むー……。いいのよ、行動範はん囲いも広がるし。

ＧＭ：「人に接せつ触しよくした方が情じよう報ほうは多く手に入る。……基き本ほんだものね。それに、緒方って教き師ようしも気になるし」伊織はちょっと声を潜ひそめて言う。

椿：（真面目な顔で）目を、つけてるの？

ＧＭ：「ここしばらく、明らかに様子がおかしいの。急にやつれてきているし、独ひとり言も多くなってるし」

椿：…………。

ＧＭ：「とにかく、調べてみないと。……隼人に会ったら、その辺伝えておいて」

椿：了りよう解かい。

ＧＭ：では、会話も終わったので一度シーン切ります。

椿：……す、すごいシーンだった。

隼人：いや、まったく（笑）。






αトランス、βトランス　ＦＨが開発した人間をオーヴァードに覚醒させる薬。また、オーヴァードが服用すると一時的に新たな能力が使用可能になる。もちろん学校の自販機には売っていない。










◆Middle 02◆獅し子しの騎き士し、動く


Scene Player ─── 春日怜央






　春日怜央は現げん地ちに着き、まずひとつの疑ぎ問もんを持った。

　鷲見学園のどこを探さがしても、ターゲットである緒方明良の姿すがたが無い。

　───こちらの動きが察知されたとは考えにくいが、見つけられないのも事実。

　怜央は瞬しゆん時じに思考を切り替かえて、もうひとりのターゲットとの接触を図はかった。




ＧＭ：次は怜央のシーンです。侵しん蝕しよく率りつを上げてください。

怜央：ふむ……。まあここまでは普ふ通つうに出るか。……10。

ＧＭ：都築京香の命でキミはこの梶浦市にやってきた。……そして気づいたことがひとつ。

怜央：む？

ＧＭ：学園内に緒方の姿が無い。……ついでに言えば、自じ宅たくにも戻もどっている形けい跡せきが無い。

怜央：……ふむ。想そう像ぞう以上に鼻が効きくのか、それとも偶ぐう然ぜんか。とりあえずは狛江に接触しよう。確かく認にんしたいこともある。

ＧＭ：了解。……では場所は道場とかでいいですか？

怜央：うむ、それで行こう。

狛江：じゃあ道場の中央、小指で逆さか立だちしながら座ざ禅ぜんを（笑）。

隼人：だから、なんでそこまでしてるんだ（笑）。

怜央：じゃあ狛江に……って、自分がＦＨだと示しめして話した方が楽だよな。

ＧＭ：まあ、完全に怜央の方が上司ですし。確たしかに楽でしょう。

狛江：じゃあほら！　何かＦＨ流の合い言葉みたいなものを！

隼人：山と言ったら川、みたいな。

狛江：ひとりが人文字で「Ｆ！」ってやったら、もうひとりが「Ｈ！」ってやるとか（笑）。

ＧＭ：いや、それはあまりにも……。

椿：……そのネタ、やったなあ（笑）。

ＧＭ：えっ!?（笑）

椿：ふたり組の敵てきだったんですけど、そういうアクションをしながら合体する敵はどうかって盛もり上がったことがありました（笑）。




　一瞬沈ちん黙もくする一同。




ＧＭ：うおおおおおおおっ！　なんか、前にもあったぞ、こういうの！（笑）

隼人：なんですか、その面おも白しろいネタの数々は！　天国のようですよ!?（笑）

椿：い、いや、あくまでネタレベルですよ（笑）。

怜央：ま、いいや（笑）。……道場内だけに《ワーディング》を張はって、自分の名前を名乗ろう。ＦＨエージェントであることもきちんと伝えて。

狛江：は！　ではビシッと背せ筋すじを伸のばして。訓練生四九八五番、辰巳狛江です！

怜央：楽にしてくれ。なにもキミにプレッシャーをかけたいと思っているわけではないのだ。……ただ、緒方明良の居い場ば所しよを知りたい。

狛江：緒方指し導どう員いんですか？　一いち応おう、今こん晩ばん十一時にここにいらっしゃる予定ですが。

怜央：ふむ。今すぐには捕つかまえられないか。

狛江：あの───緒方さんにどういう用よう件けんなんですか？

怜央：……《錯さつ覚かくの香かおり》を使います（笑）。

隼人：うお！　身内に使った！（笑）

ＧＭ：えーと、じゃあ狛江は抵てい抗こうを……。

狛江：（あっさり）あ、抵抗しません。無む条じよう件けんで信用します（笑）。

隼人：はやっ!!（笑）

怜央：では、緒方と会ったらすぐにこちらに連れん絡らくを入れるように。

狛江：ワカリマシタ（笑）。

ＧＭ：エキストラのようだな（笑）。……では、怜央がそう言って道場を後にしようとしたその時。

怜央：……〝ミッドウィーク〟か。

ＧＭ：そう。どこからともなく声だけがする。「……緒方は今日から姿を消しているようです。我われ々われの動きを察知したのか、ＵＧＮの動きを察知したのかはわかりませんが」男とも女ともつかぬ声。……ただ、淡たん々たんと喋しやべる。

怜央：厄やつ介かいと言えば厄介だな。……では、今日の夜に狛江の下には来ないだろうな。

ＧＭ：「おそらくは」

怜央：学園を出ている可か能のう性せいは？

ＧＭ：「ありません。……ここ以上に設せつ備びを整えた研究施し設せつを緒方が手に入れるのは難むずかしい。それは彼にもわかっているはず」

怜央：ふむ……。では、こちらもやり方を変えるか。




　怜央は薄うすく笑えみを浮うかべ、誰に言うでもなくつぶやいた。

「まだ、目的を達するには早いというわけですかな？　……我が主マイマスター」






《錯覚の香り》　安心を与える化学物質により、対象の警戒心を解くソラリスのエフェクト。










◆Middle 03◆霧谷家の生活


Scene Player ─── 高崎隼人






「はははははっ！　それで結局仮かり入にゆう部ぶしちまったのか！」

　椿の話を聞いて、隼人は辺り構かまわず大声で笑った。

　学校からの帰り道。椿は横で不ふ機き嫌げんそうな顔をしている。




　日はとうに暮くれ、あたりは街がい灯とうのぼんやりした明かりだけが照らしていた。




ＧＭ：では、次は隼人のシーン。椿も登場してください。

椿：じゃあ、さっきあったことを全部話します。……微び妙みように抵てい抗こうあるけど。

隼人：もうゲラゲラ笑いながら聞く。あ～、おもしれ～（笑）。

椿：（不機嫌な顔で）…………で、隼人はどうなの？　少しは何かわかった？

隼人：え？　え～……っと。

椿：…………。

隼人：はっはっは、敵てきはなかなかやるな（笑）。

ＧＭ：それじゃ、なんともならないじゃないか（笑）。

椿：（冷たい声で）調ちよう査さしてもしてなくても言えるようなことは言わないように。

隼人：はい、すみません（笑）。

椿：ちなみに、行ゆく方え不明事じ件けんについてＵＧＮでわかっていることはありますか？　コネもあるし、日本支し部ぶに問い合わせてみたいんですが。

ＧＭ：ＯＫ。じゃあ、〈情じよう報ほう：ＵＧＮ〉で判はん定ていしようか。

椿：……えーと、達成値は８。

ＧＭ：では椿がＵＧＮに問い合わせ、しばしの後に携けい帯たい端たん末まつに情報が送られてくる。

隼人：さすがに早いな。

ＧＭ：行方不明事件それ自体は二ヶ月くらい前から発生している。……ただ、最初は二週間にひとりとかだったのが、今は一日おきに誰かが犠ぎ牲せいになっている。

椿：……間が狭せまくなっている？

ＧＭ：そう。……ついでに言うと、最初はこの鷲見学園とあまり関係ない人間からはじまっているけれど、最近のふたりは学園内の人間だ。

椿：犠牲者は全員一いつ般ぱんの人？　ＵＧＮのエージェントとかではなくて。

ＧＭ：一般人だね。

隼人：なあこれ……、もしかして焦あせっているんじゃないか？

椿：え？

隼人：最初は見つからないように外の人間をさらってたんだけど、もうその余よ裕ゆうが無くなったから手近な人間を狙ねらったとか。

椿：……ありえるわね。

ＧＭ：ちなみに、行方不明者のうちふたりだけは死体が見つかっている。……普ふ通つうのニュースには流れてないけど。

隼人：それって……。

ＧＭ：（うなずいて）ふたりとも、ジャーム化していたらしい。……ただ、発見された時にはすでに死体だったようだ。

隼人：…………。

椿：…………。

ＧＭ：で、その瞬しゆん間かんにふたりの端末に連れん絡らくがはいる。

隼人：お？

ＧＭ：〝梶浦市における本ほん拠きよ地ちを以下の場所に変へん更こうせよ〟、というメッセージと共に住所が書かれている。きちんとしたＵＧＮの署しよ名めいと共に。

椿：どういうこと？

隼人：わかんねえけど、……とりあえず、向かってみようぜ。

椿：そうね。

ＧＭ：と、キミたちは言われた住所に向かってみると、小ぎれいな庭付き一いつ軒けん家がひとつ。

椿：表札は？

ＧＭ：「霧谷」。

隼人：…………。

椿：…………え、ええと、よくある名前よね。

隼人：そーだよな、はは、は……。

ＧＭ：さらに言うと、庭から犬の鳴き声がする。……それは椿のよく知る犬の鳴き声だ。

椿：は！　ボタン！　……まっしぐらにそっちに行きます！（笑）

狛江：はや！（笑）

隼人：ちょっと待て！　どういう事だ！　おい、日本支部長出てこい！　叫さけびながらピンポンをならしまくるぞ！（笑）

ＧＭ：呼よび出しベルを鳴らすことしばし。中からいつもの笑え顔がおで霧谷が出てくるよ。ただしエプロンを着けている（笑）。

隼人：おわっ！

椿：え、エプロン!?

ＧＭ：「ふたりとも、おかえりなさい」落ちついた声で彼は言う。
















椿：えーと。……凍こおり付きます。

隼人：ど、どういうことですか？

ＧＭ：「とりあえず、中へ」霧谷は笑顔のまま、キミたちを誘さそう。

隼人：はあ……。

ＧＭ：リビングにはなぜか、きちっとそろえられたテーブルセットの上に高こう価かそうな食器が四人分ならんでおり、その中央にはひとりずつに分けられた前菜が載のっている。

椿：え？　え？　え、え、え？（笑）

隼人：ポカーンと口を開けたまま見ていよう。

ＧＭ：「座すわってください。……手近な材料で作ったので、たいした料理じゃないですが」

隼人：……これ、霧谷さんが作ったんですか？

ＧＭ：「そうです。あ、今日からはこちらで生活してください。……情報交こう換かんの場としても、拠点は必要だと思いますし」さらっと霧谷は言う。

隼人：あ、まあそう言うことなら。……って納得していいのかなあ？（笑）

椿：妙に料理が本ほん格かく的だし（笑）。

隼人：俺おれ、フォークどっちから取ればいいかわからないよ（笑）。

ＧＭ：では、ふたりが混乱しているうちに食事が終わる。

椿：どうしよう、霧谷さんのフルコースをいただいてしまった（笑）。

隼人：うまかった。……だがなんか落ち着かない（笑）。

ＧＭ：「さて」と霧谷はナイフとフォークを置いて、「まずは話を聞かせてもらいましょうか」といってそちらの報ほう告こくを求める。顔も、いつも支部長室で見るそれに変わっている。

椿：あ、ちょっと落ち着く（笑）。

隼人：じゃあ、とりあえず調べたことは話そう。

ＧＭ：「ふむ」と、話を聞いてから霧谷はしばらく考えて。「少なくとも、学園内に捜そう査さの手を絞しぼった方がよさそうですね」

隼人：（椿に）で、何か怪しいやつがいるんだっけ？

椿：はい。緒方という人物を今、伊織───〝エアシリンダー〟が調べています。

ＧＭ：「わかりました。……では、その件けんについては彼女が帰ってきてから話を聞くことにしましょう。以後、学園を中心に情じよう報ほうを集めてください」

椿：了りよう解かいしました。

隼人：了解しました。……しかし、しばらく落ち着かなさそうだなあ、これは。

椿：（がっくりと肩かたを落として）……慣なれるわよ、きっと。




　にこにこと笑う霧谷を前にして、隼人はため息をついた。

　これはいろんな意味で休まることはなさそうだ。……やれやれ。







◆Middle 04◆狂きよう気きの裏うら側がわ


Scene Player ─── 辰巳狛江






　狛江は深夜の公園でひとりたたずんでいた。

　緒方は結局来なかった。いくら連れん絡らくを入れようとも繫つながらない。




　……緒方さんは一体何をしているんだろうか。

　狛江は決意して、ＦＨに連絡を取った。




ＧＭ：では、次は狛江のシーン。

狛江：ん～、さすがに緒方さんについて調べたいなあ。ＦＨ研究者へのコネとか持ってるから、それでもう少し詳くわしく話が聞けないかな？

ＧＭ：〈情報：ＦＨ〉で判はん定ていしてみて。その結果で決めよう。

狛江：じゃあ緒方さんの家も同時に回りつつ……。お、クリティカル！　達成値は20！

怜央：む。ならばこちらも登場しよう。《ハンドリング》を使用して、ライオンだけついて行かせる。

ＧＭ：了解です。

狛江：お～、懐なついてる懐いてる。と、勘かん違ちがいするあたし（笑）。

怜央：……ガブリ。

隼人：それは懐いてない（笑）。

ＧＭ：では、公園に立ち寄よったところでなじみの研究者から連絡が入るよ。「緒方のことについて聞きたいって？」

狛江：そうなんです！　ちょっと気になることが多くて……。

ＧＭ：「そうだなあ……」と、研究者が言うには緒方はもともとＦＨの研究員だったという話。……今はこんなところでチルドレンの担たん当とう官をしてるけど。

怜央：ふむ。確たしかにそんなイメージではあるな。

ＧＭ：簡かん単たんに言えば、能のう力りよくが無いと判はん断だんされたんでこっちに回されたわけだが。

隼人：……あの様子じゃなあ。

椿：（うなずきながら）納得できるわね。

ＧＭ：ただ、彼自身は研究をあきらめたわけではないらしい。それで、最近ＦＨに隠かくれて勝手に実験を行なっているとのこと。

狛江：…………。

怜央：よくある話といえば、よくある話だな。

ＧＭ：そして、研究者は最後に言う。「彼は昔、野望があると言っていた」

狛江：野望……ですか？

ＧＭ：「〝十年前の研究を復ふつ活かつさせる〟、と言っていた。……その十年前が何を指しているかはこちらにはわからんがね。今の彼の動機になっているのは間ま違ちがいないだろう」研究者はさして興きよう味みもなさそうに言う。

怜央：……それか。都築京香の興味を引いているパーツは。

ＧＭ：その通り。

狛江：じゃあ、礼を言って電話を切ってから。……あたし、どうしたらいいのかな？　とライオンに相談しよう。

怜央：……ふむ。慰なぐめる演えん技ぎくらいはしてやるか。

狛江：おお！　お前もわかってくれるかー。

ＧＭ：いや、それ演技だし（笑）。

怜央：落ち込こんで使い物にならなくなっても困こまるのでな。……しかし十年前か。まずはそこから、かな？

狛江：…………。






《ハンドリング》　あらかじめ指定しておいた動物一匹と意識を接続するオルクスのエフェクト。なお、この状態でも他のエフェクトを使用することができる。










◆Middle 05◆狛江の正体


Scene Player ─── 玉野椿






　次の日。さっそく椿は緒方についての情じよう報ほう収しゆう集しゆうをはじめた。

　行ゆく方え不明事じ件けんを中心に聞き込み。学校のネットワークに侵しん入にゆうして関連する情報。




　それらを下に、事実を推すい測そくしていく。




ＧＭ：では、次のシーンは椿。

椿：こちらも緒方について調べます。……梶浦市の聞き込みとかを中心で。

ＧＭ：了りよう解かい。では〈情報：梶浦市〉で判定を。

椿：一回クリティカルして13。……調子いい。

隼人：ん、いいね。

ＧＭ：では、いくつもの情報を集めて構こう築ちくした結果。まず確かく定ていするのがＦＨの一員であるということ。それから狛江たちにも話した事実。

狛江：元研究者とか、そういう？

ＧＭ：そうそう。

椿：……なるほど。

ＧＭ：で、ここからが狛江たちとはちょっと違ちがうんだけど。

椿：…………。

ＧＭ：今、緒方がやっていることはおそらく、〝人をさらってジャーム化させ、辰巳狛江と戦わせる〟。それだけだ。

椿：あの子と……？

ＧＭ：そう。……何のためにそんなことをやっているのかはわからないけれど。していることだけはわかる。

椿：……あの子は、狛江はこの件に関かかわっている？

ＧＭ：何も知らない可か能のう性せいは高い。……行方不明者のリストと照らし合わせれば、一番最近にいなくなったのは狛江の昔のクラスメイトであることもわかるよ。

狛江：…………。

椿：ジャーム化によって、肉体変へん異いが激はげしければそれもわからない───か。

ＧＭ：その通り。

椿：つまり、狛江がＦＨチルドレンなのははっきりするわけですね？

ＧＭ：うん。……それも確定するね。

隼人：じゃあ、その辺で登場しよう。新しく買った自転車に乗って下校途と中ちゆうの椿に声をかける。……よう、どうした？　ずいぶん辛しん気きくさい顔してるな。

椿：隼人に書類を投げて言います。……やっぱり、懸け念ねんしてたとおりね。

隼人：（書類に目を通し）ひでえな、こりゃ……。

椿：緒方はどうやっても止める必要がある。でも、それには……。

隼人：この辰巳狛江っていうヤツは昨日話してた子───だよな？

椿：黙だまってうなずきます。……まだチルドレンとして働いていないみたいだけど。

隼人：（がっくりと）は～～～～っ。どーするんだ、お前？

椿：不ふ機き嫌げんそうに、隼人の自転車の荷台に座すわって。……放っておけないでしょ。知らないのであればなおさら。

隼人：……ちっ、またそんなかよ。そうつぶやいて、ペダルをこぐ。

ＧＭ：では、そんな会話をしながら二人乗りの自転車が霧谷家へ進んでいくわけだけど。

狛江：霧谷家！　なんとも面おも白しろい響ひびき！（笑）

隼人：いや、そこは同感だが（笑）。

ＧＭ：その霧谷家の塀へいの上に伊織が座っている。で、「二人乗りは違い反はんだよ～」と声をかけてくる。

椿：伊織？

隼人：こんなところで何してんだ、お前？

ＧＭ：すると、彼女はぴょんと塀から降おりて。「……いや、入りにくくて」と苦笑いを浮うかべながら扉を指す（笑）。

隼人：あー、まあわかるわかる（笑）。

椿：中にはいると、キラキラした目で迎むかえてくれるよ。食事付きで（笑）。

隼人：アレは絶ぜつ対たい趣しゆ味みだ（笑）。

ＧＭ：「あんまりそういうの趣味じゃないんだよ。……ホント」

隼人：で、困り果てて俺らを待ってたってことか。

ＧＭ：「そういうところかな。……何か進しん展てんは？」

椿：伊織にも調べたことを話します。書類も渡わたして、一通り。

ＧＭ：「う───ん。……こっちも、緒方については調べたんだ。確たしかに狛江を使って何か実験をしているらしい」

隼人：実験、か。

ＧＭ：（うなずいて）「うん。緒方は、狛江にだけ直じき々じきに何かの処しよ置ちを施ほどこしたってことなんだけど。何をしているかまではわからなかった」伊織はちょっと悔くやしそうだ。

椿：伊織の言うことが正しければ、緒方は狛江の体に施した何かを見るために〝実験〟をしているってことになる？

隼人：そのために、奴は暴ぼう走そうしているのか。

椿：やっぱり、狛江に話を聞かなきゃ。

ＧＭ：「……あの子に接せつ触しよくするって事は」伊織は少し声を落として言う。「事じ件けんの中心に踏ふみ込むことになるよ」

椿：…………うん、覚かく悟ごはしてる。

ＧＭ：「隼人は？　こういう風に相方は言ってるけど」

隼人：状じよう況きようを把は握あくするためにはそれが一番。……となれば、踏み込まない手はねえだろ。それに、もしかしたら戦わないで済すむかもしれないしな。

ＧＭ：「……楽観的だね」ちょっと苦笑いをうかべて、伊織は言う。

隼人：考えが無いだけかもな。……肩かたをすくめて言うぜ。

椿：伊織は、それでいい？

ＧＭ：「この三人なら椿がリーダーでしょ？　その椿がやるっていうなら、反対しないよ」

隼人：そーだな。

椿：では息をひとつついて。……あの子自身がどこまで知っているかわからないけど。たぶん、友達として話すことになるかな。

隼人：それがいいことになるか悪いことになるかはわからねえよ。

椿：…………うん。

ＧＭ：では、会話が終わったところで一度シーンを切りましょう。







◆Middle 06◆十年前の炎ほのお


Scene Player ─── 春日怜央






　怜央は闇やみに包まれた部屋で、端たん末まつを操そう作さする。

　緒方が執しゆう心しんしているという十年前の研究。まずはその正体を暴あばくことが重要だろう。




ＧＭ：では、次のシーンは怜央。

怜央：ふむ。やはり焦しよう点てんになっているのは十年前だな。まずはそれについて調べよう。ＦＨのネットワークには何か残ってないか？

ＧＭ：では、〈情報：ＦＨ〉か、〈情報：ウェブ〉で判はん定ていしてみましょうか。どちらか好きな方で振ふってください。

怜央：では、〈情報：ＦＨ〉で。コネを使用し、さらに《地じ獄ごく耳みみ》を使用。……ネットワークから少しでも可能性のありそうな情報を片かたっ端ぱしから引き出す。

椿：さすが。

怜央：これでダイス10個こ。……達成値は15！

ＧＭ：おお、目標値結構高かったのにくぐり抜ぬけた。

怜央：ふっ、得意分野だからな。

隼人：この辺は俺おれたちじゃ届とどかないからなあ（笑）。

椿：（何度もうなずく）。

ＧＭ：では、大量のデータをひたすらに見ていくと以下のことがわかる。十年前、ひとつのプロジェクトが封ふう印いんされた。

怜央：名前は？

ＧＭ：プロジェクト・アダムカドモン。

怜央：〝完全なる人間〟を意味する言葉か。

狛江：…………？

ＧＭ：その目的は不明だけど、日本におけるＦＨの活動の中でもかなり大だい規き模ぼなものであったことはわかる。ただし、研究所がとある実験体の暴走によって崩ほう壊かいしたのでデータがほとんど残っていない。

怜央：ふむ……。ではその破壊させた実験体のデータは残っているのか？

ＧＭ：名前だけは。……コードネーム〝破滅の剣ダインスレイフ〟。数時間で大型研究所と、そこにいた研究員や実験体をほぼ全員殺さつ戮りくしたと言われている。

椿：ダイン……スレイフ？

怜央：伝説に出てくる魔ま剣けんの名前だな。抜けば、必ず誰だれかの血に染そまるという呪のろわれた剣だったはずだ。

ＧＭ：その通り。そして、その研究所にいた数少ない生き残りが緒方明良。……ただし、彼は当時研究員ではなく雑ざつ用ようだった。

怜央：だからこそ、助かった？

ＧＭ：うん。純じゆん粋すいに運がよかったってのもあるけど。……しかし、彼はそのプロジェクトの内容を知らないはずだ。

怜央：当然だな。知っていれば、ＦＨのデータとして登録されているはずだ。

ＧＭ：しかし現げん在ざいは───。

怜央：ヤツは〝十年前の研究を復ふつ活かつさせる〟ために動いている。狛江の聞いた情報が正しければ。……緒方が研究内ない容ようを知らないというのは噓うそだったわけか。

椿：しかし、なんで十年もたって……？

ＧＭ：そう。そこにもうひとつ要よう素そがある。……怜央は当時の実験体リストの中に、もうひとり知っている名前を見つけることができる。

怜央：…………。

ＧＭ：その名前は───辰巳狛江。

一同：ええええええええええっ!?

怜央：…………なるほど。研究員からチルドレンの管理官に左さ遷せんされた男が、十年前の遺い産さんを手に入れ、野望を持ったというわけか。

狛江：当時は……七歳さいだからあまり記き憶おくがない。というかあたしのライフパス、〝素そ体たい〟なんですけど！（笑）

隼人：まんまだなあ（笑）。

ＧＭ：うん、さっき確かく認にんした時にビックリした（笑）。

怜央：大体理り解かいした。……緒方が狛江に執着する理由までな。

ＧＭ：うい。

怜央：しかし、ではなぜ狛江をジャームと戦わせるのか。……暴ぼう走そう実験か？　それになんの意味がある？（ぶつぶつ）

ＧＭ：それを知るのは緒方本人だけでしょう。

怜央：確たしかに。……しかし興きよう味み深い情じよう報ほうだった。これは色々と使えそうだな。

ＧＭ：では、ここで一度シーンを切ります。






《地獄耳》　領域を拡大し、その中で流れる情報を幅広く集めるオルクスのエフェクト。










◆Middle 07◆対たい峙じ、そして───


Scene Player ─── 辰巳狛江






　朝日を浴びる道場の中から、鈍にぶい振しん動どうが伝わってくる。

　振動の主は、狛江が叩たたくサンドバッグ。




　一心不ふ乱らんにバッグを叩く彼女の表情はしかし、苦く悩のうに歪ゆがんでいた。




ＧＭ：では、時間が経たって次の日……。

狛江：はい、ＧＭ！　ちょっとやりたいシーンがあるんですが！

ＧＭ：まあシーンプレイヤーは狛江なわけだけど。どんなシーン？

狛江：……次の日の朝、あたしは悩なやみながらサンドバッグを叩いている。なぜ昨日緒方さんは来なかったのか。あの時の戦い方がまずかったのか。ためらいなく殺せばよかったのか。

隼人：…………。

狛江：緒方さんは一体何をしているのか。私の訓練はＦＨの仕事じゃないのか。───怜央さんの言葉や他の要素が頭にぐるぐると回り、サンドバッグがどんどんと大きく揺ゆれていく。

怜央：…………。

狛江：そしてあたしは右みぎ腕うでを大きく振ふりかぶる！　その拳こぶしはみるみるうちにかぎ爪づめに変わり、サンドバッグを切り裂さく！　……さあ！　この姿を誰か目もく撃げきしてっ！（笑）

一同：結局やりたいのはそこかああああああああっ!!（笑）




　なんとも間ま抜ぬけな正体ばらしである。




狛江：だって、もうこっちの正体知ってるから、大丈夫じゃないですか！（笑）

ＧＭ：まあそうだが（笑）。……えーと。隼人と椿、登場する？

隼人：あー、どうする？（笑）

椿：……伊織と三人で登場かな。せっかくここまでやってくれたんだし（笑）。

怜央：ならば私も《ハンドリング》で登場しよう。傍かたわらのライオンに意い識しきを接せつ続ぞくする。

ＧＭ：では、サンドバッグがどさり、と床ゆかに落ちると同時に道場の扉とびらが開く。その向こうには椿と隼人、そして伊織の姿すがたが。

狛江：あたしは後ろを振り向く。そしてあわてて背せ中なかにかぎ爪を隠かくす。……でもあわてているのでバレバレ（笑）。

椿：……えーと（笑）。

狛江：（あたふたしながら）あ！　玉野さん!?　……いや、ちょっとサンドバッグ古くなってて！　軽く叩いただけで破やぶけちゃってね、あはははははははは！（笑）

椿：じーっと手を見る私。

隼人：視し線せんを泳がせる俺（笑）。

ＧＭ：笑いをこらえるのに必死な伊織（笑）。

狛江：あ、この腕は……その……、気にしないで！　ちょっと、そういう体たい質しつなの！

隼人：く、苦しいなあ……（笑）。

椿：まあ、その。……じーっと見てますが。

狛江：あれ？　驚おどろかないの？

椿：あの、見慣れているって言えば見慣れてるから……。

狛江：見慣れてるってことは、もしかして───。

椿：…………。

狛江：もしかしてあなたもＦＨチルドレンなのっ!?（笑）

一同：なんでだあああああああああっ!!（笑）
















狛江：なーんだー、そうならそう言ってくれればいいのに！　この学校に何人かいるって話は聞いてたんだけど、誰がそうなのかは教えてもらってなかったのよ。よかった、初めて会ったときから他人じゃない気がしてたの！　……と、手を取ってぶんぶんと振ります（笑）。

椿：あ……う……。

隼人：（生なま暖あたたかい笑え顔がおで）仲いいな、ふたりとも（笑）。

椿：……隼人を睨にらみつけます（笑）。

狛江：隣となりの彼は？　同じチルドレン？　もしかして空手部に入ってくれるとか!?　うわ、一気に部員が増ふえちゃうよ！　団だん体たい戦ももうすぐだね！　めざせ日本一！（笑）

ＧＭ：……誰か止めてやれ（笑）。

椿：えーと。じゃあ真しん剣けんな目で狛江を見て言います。……違ちがうの。違うのよ。

狛江：…………え？

椿：隼人と伊織に、話すよって目で合図を。

ＧＭ：伊織は少しだけうなずく。

隼人：……ため息をついてから、しかたなくうなずくさ。

狛江：え？　何？　……仲間、じゃないの？

怜央：私は静観している。……いざとなったら、狛江を切り捨すてることも考えねばな。

ＧＭ：うわ（笑）。

椿：では、ひとつ息をついてはっきり言う。……私たちはＦＨじゃない。ＵＧＮなの。

狛江：…………え？

隼人：俺らはＵＧＮのチルドレン。あんたとは逆ぎやくに、ＵＧＮに育てられた子こ供どもたちだ。

狛江：三人の顔をぐるっと見回し、椿の方に顔を戻もどす。……噓うそでしょ？

椿：…………。

狛江：そんな……！　椿たちが───世界中でテロを繰くりひろげている極ごく悪あく非ひ道どうの組そ織しき、ＵＧＮだなんて、信じたくないよ！（笑）

隼人：それはそっちだろおおおおおおおおっ！（笑）

ＧＭ：いい勘かん違ちがいだ（笑）

椿：発言を流し、私は冷たい目で狛江を見る。……ＦＨのチルドレン、なんだよね。

狛江：……うう。

椿：あなたの上司、緒方明良について聞きたいことがあるの。……少しだけ殺気を。

狛江：緒方……さん？　半歩だけ下がるあたし。

隼人：椿と同じく、狛江を囲むように動こうか。

狛江：……くっ。

ＧＭ：戦うしかないか、と狛江が覚悟したその時。───あたりに甲かん高だかい声が響ひびく。

怜央：……！

ＧＭ：「様子を見れば、邪じや魔ま者が勢せい揃ぞろいしているとは好都合！　私の研究を完成させるまで手出しはさせん！　ここで殺してくれるッ!!」ヒステリックに男は叫さけぶ。……狛江にはわかるが緒方の声だ。姿すがたは見えないが。

狛江：緒方さんっ！

ＧＭ：叫びと共に、道場の屋根を突つき破やぶって落ちてくる三体のジャーム！　どれももはや人間の姿を留とどめていない。異い形ぎようの怪かい物ぶつだ。

隼人：ちっ！

ＧＭ：「さあ！　殺せ！　奴やつらを肉にく片へんと化せ！　叩たたきつぶして赤いシミにしてシマエッ！」

狛江：緒方さん……もしかしてあたしを助けるためにこんなことを!?

ＧＭ：いや。

狛江：……え？

ＧＭ：緒方にはここまで異形化の進んだジャームを制せい御ぎよする術すべはないよ。

狛江：…………。

ＧＭ：だからジャームはあたり構かまわず暴あばれ回るだけ。無む論ろん、狛江も巻まき込こんで（笑）。

狛江：そんなああああああああっ!?（笑）

怜央：（ため息混まじりに）その程てい度どの判はん断だん力も失っている、ということか。

隼人：どっちにしろ、やるしかねえってことだろ！

ＧＭ：その通り！　さあ、戦せん闘とうだ！




　突とつ然ぜんに襲おそってきたジャームと戦いはじめる椿たち。

　想そう像ぞうよりも高い侵しん蝕しよく率りつにとまどうも、戦力を集中させて各かつ個こに撃げき破はしていく。

　結果、第２ラウンドの最初には隼人が最後のジャームを切り伏ふせていた。




隼人：……ちっくしょう。結けつ構こう手間取ったな。

椿：でも、緒方の姿は無かった。……声がどこから聞こえてくるかわかりますか？

ＧＭ：……椿があたりを見回すと血のように紅あかい鳥がこちらを見ている。

怜央：なるほど、緒方の《血の従じゆう者しや》か。

ＧＭ：その通り。その鳥は、キミたちの方を凝ぎよう視ししたまま人の言葉でうめく。「……まさか。……まさか、まさかまさかまさかっ！」……いや、正確には隼人を見ている。

狛江：緒方さん……？

ＧＭ：「だが、確たしかに面おも影かげがあるッ！　表ひよう情じようも、動きも、───殺し方もっ！」……緒方の声は震ふるえている。

隼人：…………。

ＧＭ：血の色をした鳥は、その翼つばさを広げ、くちばしを大きく開けて叫さけぶ。




「生きていたのかっ！　───〝破滅の剣ダインスレイフっ!!」

　聞き慣なれないその言葉に、隼人の中で〝何か〟が動いた。

　それは記き憶おくの底に封ふうじられていた忌いまわしいモノ。

　───思い出してはいけないモノ。




ＧＭ：隼人、キミだけ衝しよう動どう判はん定ていをしてくれ。目標値は７で。

隼人：俺おれだけっ!?　ええと、ダイスは４個こで……うわ！　出目３！　達成値は４！

椿：思いっきり失敗してる!?

ＧＭ：（にやりと笑って）都合がいいね。では───。




「隼人！　隼人っ!?」

　椿の叫び声と、近づいてくる伊織の姿がぶつりと唐突に闇やみに消える。




　得体の知れない恐きよう怖ふ感に縛しばられて、隼人の意い識しきは暗い暗い底へと落ちていった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




隼人：うおおおおおお、急に俺にスポットライトが当たってきたんですがっ!?

ＧＭ：まあ、隠かくしてたからねえ（笑）。

椿：そう言えば、隼人の衝動とか覚かく醒せいとかってなんだっけ？

隼人：覚醒が〝忘ぼう却きやく〟、衝動が〝恐怖〟（笑）。

狛江：あまりにもピッタリだ（笑）。

ＧＭ：いや、そこはちょっと違ちがう。これは隼人が言い出したものを元に作っているから、設せつ定ていが合うのは当然なんだよ。

狛江：え!?

隼人：……俺、そんなこと言ったっけ？

怜央：（パラパラと一巻かんを開いて）うむ、幼よう少しよう時に力の暴ぼう走そうを起こし、それが元でチルドレンになったと言っているな（笑）。

隼人：うわっ！　忘わすれてたあああああああっ！（笑）

ＧＭ：いつか伏ふく線せんに使うと言っただろう（笑）。

怜央：確かにそれも書いてあるな（笑）。

狛江：ちなみに、あたしは隼人が倒れたどさくさに紛まぎれて逃にげ出していいですか？

ＧＭ：いいよ。思い切り隙すきはできるしね。

狛江：はーい。






《血の従者》　自分の血液から疑似生物を作り出すブラム＝ストーカーのエフェクト。










◆Middle 08◆アカク染そマル世界


Scene Player ─── 高崎隼人






　───ドクン！

　鼓こ動どうと共に、視し界かいが紅あかく染まる。

　耳に入るのは警けい報ほうの音、怒ど号ごう、悲鳴、断だん末まつ魔ま。

　目に入るのは紅い世界。緊きん急きゆうを告げる赤い光。そしてより鮮せん烈れつな赤いモノ。




　それをぼんやりと眺ながめて。

　───綺き麗れいだな、と〝彼〟は思った。




ＧＭ：シーンプレイヤーは隼人。……キミが意識を失っている最中に見る夢ゆめの中だ。

隼人：……不ふ吉きつな予感がする。

ＧＭ：今、キミは闇の中にいる。……ドクン、とキミの心しん臓ぞうが鼓こ動どうするたびに、キミの知らない過去の記憶がフラッシュバックしてくる。

椿：…………。

ＧＭ：浮うかび上がる映えい像ぞうはすべて血に染まっている。……しかも、それはキミ自身が傷きずつけた人の血だ。

狛江：…………。

ＧＭ：……再ふたたび心臓が鼓動し、また映像が浮かんでくる。




　───通路の向こうを逃にげる人影が目に入った。




　───わずかに体を揺ゆらしただけで、その背せ中なかが目の前に近づく。




　───絶ぜつ望ぼうの表ひよう情じようを浮かべたソイツに手を伸のばし……。




ＧＭ：血が、飛び散る。

隼人：……俺は……。

ＧＭ：気がつけば、キミ───〝ダインスレイフ〟は無む機き質しつな通路にひとり立っている。遠くから爆ばく音おんが聞こえてくる。……あれは化学薬品に火がついた音だな、とキミは理り解かいする。

隼人：……そんなモノに興きよう味みはない。動くモノを探さがそう。もっと、紅いモノが見たい。

狛江：暴走してる──────っ!!（笑）

怜央：ずいぶんと楽しそうだな、大畑くん（笑）。

隼人：俺、こういうの大好きなんですよ（笑）。……ちなみに、本来の〝隼人〟の意識はそれを見て恐怖に駆かられてます。

ＧＭ：了りよう解かい（笑）。……そしてキミは通路を歩く。まだ幼く小さなキミの手には、自分の身長と同じくらいの剣けんが握にぎられている。

隼人：自分の能のう力りよくで生み出した剣か。……日本刀じゃなくて、西洋の剣でいいですか？　バスタードソードくらいの。

ＧＭ：いいね（笑）。その剣は真っ赤に血ち塗ぬられている。しかも何重にも。

椿：何重？

ＧＭ：（うなずいて）剣についた血が固まって、さらにその上から血が降ふりかかっている。

隼人：刀身は黒なんだけど、それを埋うめ尽つくすくらい赤が広がっている。……そして、もっと赤で染めたい。そう思う俺（笑）。

ＧＭ：おお、いいねいいね（笑）。

狛江：はい！　このシーンに登場していいですか？　主に負けるために！（笑）

椿：負けるためっ!?（笑）

狛江：うん。……それで因いん縁ねん深めておこうと思って。

ＧＭ：了解。狛江はこの研究所にいたことになってるしね。

狛江：やった！　……じゃあ、〝ダインスレイフ〟の通り道に鉄の箱が投入される。で、「ヤツを止めろ！」という声と共に、箱の四方が爆ばく破は。中から完全獣じゆう化かしたあたしが。

怜央：何かの最終兵器か（笑）。

隼人：箱から狛江が出てくる前に、剣を一いつ閃せん。……そのまま歩いていく。

ＧＭ：一いつ瞬しゆん遅おくれて狛江の右みぎ肩かたから鮮せん血けつが上がる。……また剣が血に染まる

狛江：まだ左腕がある！　というわけで、背はい後ごを見せているヤツにかぎ爪づめを振ふりかぶる！

隼人：では、それを肩口にちらっと見た後。天てん井じようにこすれる形で剣が弧こを描えがく。




　襲しゆう撃げき者しやの真っ正面に刃やいばが振り下ろされ、剣は紅あかく染そまる。

　それを見てほんの少しだけ、わずかに〝ダインスレイフ〟は笑った。




怜央：歯し牙がにもかけないのか（笑）。

狛江：あたしは、傷からだくだくと血を流しながら対面の壁かべに激げき突とつして動かない。

隼人：ではそれを見て。……ちぇ、と微かすかにつぶやく。

ＧＭ：キミは動くモノを叩たたきつぶした満足と、まだまだ足りないという不満がない交まぜになりつつ、この空間を動き回る。なぜか何もかもが気に入らないこの空間を。




　たったひとつの真実は、黒い空間を赤く染めていくこと。

　ただ、それだけが楽しかった。




ＧＭ：そして、またドクンと鼓動がひとつ。それと同時にフラッシュバックが怒ど濤とうのように襲おそってくる。そのどれもが誰だれかの〝死〟に彩いろどられている。そんなシーンが数十、数百、数千と流れていき───。




　唐突に映像の焦点が合う。

　〝彼〟の目の前で、必死で何かを叫ぶものがいる。その様子は、今まで〝彼〟が斬り捨てて来たものとは何かが違う。




隼人：む？

ＧＭ：そう、涙を浮かべながら決死の覚悟で何かを訴えている少年がいる。

隼人：……少、年？

ＧＭ：その似たような格好をした少年を見て、キミは思う。




　───ああ、こいつはもうひとりの自分自身だ。




隼人：もうひとりの……俺!?

ＧＭ：そう。そしてそれを認識した瞬間に画面が暗転する。




　そして唐突に隼人は〝自分〟を取り戻す。

　頭のどこかで理解していた。……自分は現実へ帰るのだと。




　　　　＊　　　＊　　　＊




隼人：うっひょ──────っ！　楽し──────っ！（笑）

ＧＭ：こういうの好きだなあ（笑）。

隼人：久しぶりですよ！　こんなに楽しいの！（笑）

椿：でも、剣を振っていたのも隼人で、あとから出てきたのも隼人ってどういうこと……？

怜央：そのあたりは判然としないな。大体、この光景が真実かどうかもわからない。

ＧＭ：とりあえず、伏線として頭の中に置いておいてください。

狛江：はーい。







◆Middle 09◆最後の仕し掛かけ


Scene Player ─── 春日怜央






　道場での一いつ件けんを吟ぎん味みし、怜央は考えをまとめていた。

　緒方の執しゆう心しんは狛江ひとりから、狛江と隼人双方に移うつったと見ていい。

　さらに、緒方はもう時期を待てる状じよう態たいではない。放っておけば、暴走を続けるだろう。あんな場所で襲撃をすること自体がそのいい証しよう拠こだ。




　ではこの時点で打てる手は───？




ＧＭ：次のシーンは怜央。

怜央：ふむ。……ライオンを使って、狛江を屋上まで呼よび寄よせたいのだが。

狛江：あ！　あたしですか!?

怜央：授じゆ業ぎようが終わった後でいい。その後、屋上まで来るように。

狛江：は、はい！　……というわけで、呼ばれた時間きっかりに来ます。

ＧＭ：では、シーンは屋上。……もう、日も暮くれかけてあたりは薄うす暗ぐらい。

怜央：では、狛江がきたところで最初の質しつ問もんだ。……キミは〝ダインスレイフ〟というコードネームに覚えはあるかね？

狛江：えーと……、（ＧＭに）昔の記憶として覚えてていいんでしょうか。

ＧＭ：うっすらとは覚えているだろう。……どこのどんなやつだったかは覚えてないが。

狛江：じゃあ、そういう風に怜央に伝えます。

怜央：〝ダインスレイフ〟について、今まで緒方が何か言っていたことは？

狛江：……な、無いと思います。

怜央：私は彼女に背せを向けて続ける。……だが、緒方はあの少年を〝ダインスレイフ〟と呼よんだ。確たしか、あの少年はＵＧチルドレンの高崎隼人のはず。

狛江：……神しん妙みような顔で聞いてます。

怜央：（面おも白しろそうに）彼が本当に〝ダインスレイフ〟だとするならば。緒方は彼をどうするのかな？　接触くらいは考えそうなものだが。

狛江：でも───、彼らは緒方さんを狙ねらっています！　緒方さんを護まもらなくちゃ！

怜央：私はその言葉を聞いて、背中ごしに笑えみを浮うかべる。……しかたがない。緒方を護りたければ彼らと戦うしかないな。

狛江：……はい。

怜央：しかし、キミは勝てるのか？　もし、本当に彼が〝ダインスレイフ〟そのものだとすれば───。キミは昔、彼の相手にもならなかったはずだね？

狛江：うっ……。でも！　今のあたしは違ちがいます！　空手を覚え、緒方さんの元で強くなりました！




　狛江の言葉を聞いて、怜央の笑みがより深くなる。

　それは───都築京香の笑みに少し、似にていた。




怜央：よろしい。ならば、正々堂々と彼らと戦うがいい。行きなさい。

狛江：はい！　そう言って、屋上から出て行きます！

ＧＭ：バタン！　と、出入り口の扉とびらが閉しまり、狛江は出て行く。

怜央：では、それを見送った後に言おう。……これでいいのだろう？〝ミッドウィーク〟。

隼人：ここにいるのか！（笑）

怜央：いるだろう。……こういうところには。

ＧＭ：じゃあいるってことで（笑）。……屋上の影かげの方から「いいのですか？　彼女を戦わせて」

怜央：今、緒方の興きよう味みは高崎少年にあるはずだ。だが、狛江くんは彼の実験体。そのふたりがぶつかることになれば、必ず緒方は出てくる。───それに、おそらく緒方の狙ねらいもこの対戦カードにあるだろう。

ＧＭ：「…………どういうことですか？」

怜央：緒方は自分の研究が、十年前の研究と同レベルかそれ以上になることを望んでいる。それを一番簡かん単たんに確かく認にんする方法は？

ＧＭ：「十年前の実験体と狛江を戦わせる。そういうことですか」

怜央：そう。……緒方の研究はオーヴァードの戦せん闘とう力に関かかするモノだ。狛江くんは戦闘訓練ばかりをさせられているからな。

隼人：…………。

怜央：餌えさとして撒まくなら、なるべくよいものがいい。……それに。

ＧＭ：「……まだ、なにか？」

怜央：私も少し、この対戦には興味があるのだよ。

ＧＭ：「わかりました。では、データの奪だつ取しゆはその時に」少し気け圧おされたように、〝ミッドウィーク〟が言う。

怜央：ああ、キミも準じゆん備びを怠おこたりなきよう。




　さて、仕し掛かけはこれでいいだろう。後はデータを奪取し、緒方を抹まつ殺さつするだけ。

　───真実の追求など、その後でよい。

　怜央は闇やみが訪おとずれつつある世界を見て、再ふたたび笑った。







◆Middle 10◆鎖くさりのように、泥どろのように


Scene Player ─── 玉野椿






　意い識しきを失った隼人を抱かかえ、椿たちは霧谷家に戻もどってきていた。

　支し部ぶからすぐに医者を呼よび寄よせ、状じよう態たいを確かく認にんしたところ命に別状はないとのこと。




　だが、安心はできない。まだ隼人の意識は戻らず、狛江も緒方も取り逃のがしてしまった。

　───椿は、少しだけため息をついた。




ＧＭ：では、一方その頃ころ。ＵＧＮ組。

椿：とりあえず、隼人を連れて霧谷さんのところに戻ります。

ＧＭ：うん。隼人は医者が見る限かぎり、命に別状は無いとのこと。ただ肉体的にショックを受けたわけではないのでいつ目を覚ますかもわからない。

椿：…………。

ＧＭ：霧谷は隼人を椿と伊織に任まかせて、梶浦市の支部に行っている。今敵てきが襲おそってくる可か能のう性せいはあるからね。戦力増ぞう強きようのために。

椿：なるほど。

ＧＭ：だから、家には椿と伊織、そして気を失っている隼人しかいない。

椿：……寝ねている隼人を隣となりの部屋から見て、少し息をつきます。

ＧＭ：「一体、何があったんだと思う？」と、伊織が椿に言う。

椿：隼人の、こと？

ＧＭ：うなずく伊織。

椿：（首を横に振ふって）わからない。あの鳥の言葉に反はん応のうしたように見えたけど───。

ＧＭ：「…………やっぱり、そう見えたよね」ぼそりと伊織は言う。

椿：……何か知ってるの？

ＧＭ：「…………」

椿：…………。

ＧＭ：「……あのさ」伊織は隼人の方を見ながら、静かに言う。「隼人の昔の話って、聞いたことある？」

椿：子こ供どもの時のことなら、少しだけ。……隼人がオーヴァードになる前の、話だった。

ＧＭ：「……いい話だった？」

椿：半分だけ。……結局は、チルドレンになるんだし。

ＧＭ：「過か去この傷きずをえぐられるのって、他人が思っているのより辛つらいんだよね。……そういうのが、隼人にもあるんだろうな」彼女は目を細めて、遠くを見ている。それは伊織自身が何かに耐たえているようにも見える。

椿：……七なな緒おちゃんの言ってたことを思い出すなあ。

隼人：うお、違ちがうえぐられ方になってきたぞ（笑）。

ＧＭ：では、伊織はいつもの表ひよう情じように戻して。「そういえば、最近は隼人とよく組んでるんでしょ？」

椿：え？　まあ、そうね。

ＧＭ：「こないだ、すごかったんだってね。……話聞いたよ？」（笑）

椿：うっ……。（深いため息をついて）そうね、大変だったわ。

ＧＭ：「だいぶ噂うわさになってるよ。チルドレンの間ではさ」

椿：ちょっと、苦笑いをしながら伊織を見ます。……なんであんなことができたのか、自分でもビックリしてるんだけど。

ＧＭ：「…………後こう悔かい、してる？」表情は笑え顔がおのまま、椿の目を見て伊織は言う。

椿：（首を横に振って）してない。……今は。

ＧＭ：「ふふっ。すごいね、椿は」

椿：ううん、そんなことないよ。……そう言えば、私たちチルドレン同士は仲間だけど、あまりみんな昔のことは話さないね。

怜央：おお、いい話題だ（笑）。

ＧＭ：うん（笑）。「話したくないことも多いから、じゃない？　……私だって椿や隼人に話していないこと、いくつもあるよ」伊織の声が、ちょっとだけ硬かたくなる。

椿：…………うん。

隼人：む、そろそろ起きていいかな。

ＧＭ：そうだね。いいタイミングだと思う。

隼人：じゃあ登場しよう。……少しうめいてから、ゆっくりと上半身を起こす。

椿：あ、隼人。

ＧＭ：「どう？　大だい丈じよう夫ぶ？」と、伊織も言う。

隼人：大丈夫、なんとかな。……あの後、どうなった？

ＧＭ：「結局あの後は隼人を連れて私たちは撤てつ退たい。ＦＨの連中には逃にげられた。緒方の従じゆう者しやも結局その場で崩くずれてそれっきり」と、伊織が言う。

隼人：……すまないな。あの時、俺のミスでこんな事になっちまって。

ＧＭ：「それはいいけど───何があったかは聞いていいの？」

隼人：うっ……。

椿：…………。

隼人：正直、俺にもわからない。ヤツが、俺を〝ダインスレイフ〟と呼よんで……、急に目の前が真っ暗になった。

椿：本当に───それだけ？




　椿の視線が隼人を射いる。

　隼人は、それをまっすぐに受け止めることができなかった。




隼人：（目をそらしたまま）───なあ、ふたりとも。聞きたいことがある。

ＧＭ：「……何？」

隼人：戦っている時、相手を傷つけている時、ふたりはどんなことを考えてる？

ＧＭ：……しばらく沈ちん黙もくしてから、伊織はこう言う。「何も───考えないようにしてる。考え込こむと、抜ぬけ出せそうにないから」うつむき加か減げんで、そう言う。

隼人：そうか……。椿は？

椿：……私も伊織と同じかな。何かに懸けん命めいになっていることが多いから、余よ計けいなことは考えられない。

隼人：…………もし、もしだ。戦いの時に、ありえない感情が生まれたら？　戦いに、人を傷つけることに喜びを感じたら───そんな自分が許ゆるせるか？

ＧＭ：「…………」

椿：……隼人、急にどうしたの？

隼人：いや、すまん。……俺にもなんだかわからないんだ。




　部屋に沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　ただ聞こえるのは、時計の針はりが進む音だけ。




ＧＭ：しばらく沈黙した後。伊織が、隼人と椿の背せ中なかをバンバンと叩たたいて言う。「やめよう！　……あんまりそういうのを考えすぎると、帰ってこれなくなる」

椿：伊織……？

ＧＭ：伊織はいつもの笑顔を浮うかべて言う。「私はあんたたちと居いるのは楽しいし、好きだよ。───だから、こんな話はやめよう？」

隼人：……ああ、そうだな。すまない、余計なことを言った。

椿：うん。ありがとう伊織。

狛江：あ！　そこで家のドアがバンッ！　と叩かれる音がするんですよ！

ＧＭ：お、おお？

狛江：で、椿たちが外に出てみると、そこには「果たし状じよう」と書かれた書状がひとつ（笑）。

隼人：うおおおおお、ずいぶん古風なもので来たなあ（笑）。

怜央：確たしかに、正々堂々だ（笑）。

狛江：時間は今日の深夜。場所はあの道場からさらに地下に降りた実験場。

ＧＭ：オープニングで使ってたあそこか。

狛江：そう。……あの場所全力で戦えるから。

ＧＭ：では伊織がその果たし状を見て、「……どうする？」

椿：取り逃のがした相手が戻もどってきた。これは絶ぜつ好こうのチャンスだけど……。と、隼人を見ます。

隼人：な～に、こっちに遠えん慮りよなんかするなよ。俺はちょっと軽く言う。

椿：…………。

隼人：（声を低くして）俺だって、向こうには聞きたいことが山ほどあるんだ。……行かない手はねえよ。

椿：……わかったわ。




　椿と隼人はうなずきあい、相手の戦力分ぶん析せきをはじめた。

　───だからふたりには見えなかった。




　それを見る伊織の表ひよう情じようが。

　どこか悲しそうな、辛つらそうな目でふたりを見る彼女が。

　───ふたりには見えなかった。











CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆決闘！


Scene Player ─── 辰巳狛江






　空手着の帯を締しめ、息を整える。

　……だが、いっこうに心は静まらない。

　狛江は頭を振ふって、邪じや念ねんを追い出そうとする。




　この戦いで勝てば、緒方さんも認みとめてくれる。自分の戦いを認めてくれる。

　……その、はずだ。




ＧＭ：では、クライマックスだ。……まずは狛江から登場。

狛江：あたしは果たし状の通り、学校の地下にある訓練場にいます。戦せん闘とう訓練場の中心で正せい座ざしている。

ＧＭ：了りよう解かい。……人工の明かりに照らされた、静せい寂じやくのみが支し配はいする空間にキミは座すわっている。

狛江：十年前の〝ダインスレイフ〟の記き憶おくをうすぼんやりと思い出し、脂あぶら汗あせを流すあたし。……本当に、勝てるのだろうか。

ＧＭ：では、そこにスピーカー越ごしに声が響ひびく。「これがお前の最後のチャンスだと思え、狛江」……狛江が上を見上げれば、監かん視し室のガラス越しに緒方の姿すがたが見える。

怜央：……やはり出てきたな。

狛江：緒方さん！

ＧＭ：「あの〝ダインスレイフ〟を殺せば、私の研究は十年前のそれを超こえたことになる。そう、お前が本当の力を発はつ揮きして、ヤツを……」最後は独ひとり言のように、緒方はうめく。

狛江：…………。黙だまって、拳こぶしを握にぎります。

怜央：ふむ、では私もここで登場しよう。……《ハンドリング》で（笑）。

ＧＭ：ここまで来て、まだライオンか！（笑）

椿：まだ私、直接怜央と会ってないんですけど！（笑）

隼人：あ、俺もだ（笑）。

怜央：ふっ、必要以上に顔を見せることもあるまい？（笑）

ＧＭ：……あ、悪役だ（笑）。

怜央：ちなみに、ライオンは狛江の後ろでうずくまっているだけだ。……まずは隼人との対戦を見ておきたいからな。

ＧＭ：……では、沈ちん黙もくのまま待つことしばし。きしみを上げて、訓練場のドアが開く。その向こうには、隼人、椿、伊織の三人の姿が。

狛江：深しん呼こ吸きゆうをして、隼人を見み据すえる。

隼人：果たし状じようを床ゆかに投げて言うぜ。……こんなモノをたたきつけてきたのはお前だな？

狛江：……その通り。〝ファルコンブレード〟高崎隼人───いや、〝ダインスレイフ〟！　ＦＨの使命によりお前を倒たおす！




　狛江のよく通る声が訓練場に響き渡わたる。




椿：〝ダインスレイフ〟……。

隼人：…………それは、俺の名前じゃない。

狛江：そのつぶやきは無む視しして、あたしは続ける。……あたしはお前に大きな借りがある。その借りも、今ここで返させてもらう！

椿：あなたは、……任にん務むや復ふく讐しゆうのために戦うの？

狛江：そう。……それに、あたしはあの人に認められなければならない。

隼人：…………。

ＧＭ：伊織も黙ったまま、様子を見ている。

隼人：……お前が倒したいのは俺だけだろう。ならば、一対一で決着をつけるのはどうだ？

椿：隼人っ!?

ＧＭ：「何か……、考えがあるの？」伊織は緊きん張ちようした面おも持もちで言う。

隼人：たいしたことじゃない。……ただ、少し状況をわかりやすくしたいだけだ。

椿：…………。

狛江：いいだろう、一対一でお前を倒す！

隼人：椿、伊織、下がっていろ。

椿：わかった。……そう言って一歩だけ引く。

ＧＭ：伊織も少しため息をついて、下がるよ。

隼人：（狛江に）イニシアティブ順だと俺の方が早いけどな。先に攻こう撃げきさせてやる。

狛江：む！　後こう悔かいするな！　一気に距きよ離りを詰つめて、《鬼おにの一撃げき》＋《獣けものの力》＋《巨きよ神じんの斧おの》で攻撃！　……命中の達成値は26！

ＧＭ：では、隼人は回かい避ひを……。

隼人：回避しない。

椿：え？

隼人：回避の判はん定ていを放棄する。ダメージ出してくれ。

ＧＭ：《リザレクト》か？　いや、でも侵しん蝕しよく率りついくつだ？

隼人：[image: 100]％超こえてる。《リザレクト》はできない。

ＧＭ：うおっ!?

隼人：……ちょっとやりたいことがあるんですよ。

ＧＭ：むむ。……じゃあ見守っていよう。

狛江：よくわからないけど、とにかくダメージは出す！　低い体たい勢せいから懐ふところに潜もぐり込こんで、胸むねに正せい拳けん！　ダメージは27点！

隼人：ドンッ！　と衝しよう撃げきを受け、吹ふき飛ばされる俺。……ＨＰは０になる。

狛江：どうした、〝ダインスレイフ〟！　十年前の動きはどうしたっ!?

隼人：俺は───〝ダインスレイフ〟なんて知らねえ。

狛江：…………っ！

隼人：さあ、どうした？　俺を倒すんだろ？　それで終わりなのかよ？

狛江：言ったな！　……なら、隼人の立ち上がりざまにローキックを撃ち、頭を下げてそこに膝ひざを入れる！

椿：さすがに割わってはい……。

隼人：やめろ！　これは俺とコイツの戦いだ！

椿：う……。

狛江：そう叫さけぶ間に、後ろに回って延えん髄ずいに肘ひじをたたき込む！




　その一撃で───隼人の膝が折れ、彼は糸の切れた人形のように地面に倒れた。




ＧＭ：そこでスピーカーから緒方の声が響く。「そうだ！　ソイツを殺せ！　お前に施ほどこした実験が、〝ダインスレイフ〟を上回ると証しよう明めいしろ！」

狛江：…………っ！

ＧＭ：「そいつは十年前の遺い産さん！　あの研究を崩ほう壊かいさせた化け物！　……その、その化け物を私の実験体が倒す!?　そうだ！　それだ！　ヒヒ、ウヒヒヒヒヒヒ！」

椿：も、盛もり上がってるなあ（笑）。

怜央：何か切れてしまったらしいな（笑）。

ＧＭ：まあ、ちょっと楽しくなってしまったので（笑）。……ちょっと話を戻もどそう。緒方は狛江にこう叫ぶ。「とどめを刺させ！」

狛江：う……。

ＧＭ：シチュエーションとしては、オープニングの繰くり返しだね。（隼人に）……これがやりたかったんでしょ？

隼人：そうそう。……とにかくオープニングの繰り返しがしたかったんですよ。

椿：なるほど～。

ＧＭ：さあ、あらためて狛江に聞こう。……どうする？

狛江：緒方さんの声を聞いて、隼人の正面に回る。で、正拳を……。

隼人：黙だまってそれを見る俺。回避するそぶりは一切見せない。

椿：…………。

怜央：…………。

ＧＭ：「……どうしたっ!?」ヒステリックに叫ぶ緒方。

狛江：いや、やっぱり止める。……もう決着はついています。構かまえを解といている相手を攻撃することは道に反します。




　狛江はそう言って、構えを解いた。

　訓練場に張はりつめていた空気が弛し緩かんしていく。




　だが───。




ＧＭ：カタカタ、カタカタカタカタ……。何かが震ふるえる音が、スピーカー越ごしに聞こえる。

狛江：…………？

ＧＭ：（震える声で）「なぜだ……？　なぜ、うまくいかない。十年前に追いつけない？」

怜央：相当、頭に来ているようだな。

椿：……当然だろうけど。

狛江：緒方さんっ！　もうやめてくださいっ！　そんなことをしても……。
















ＧＭ：「黙れッ！　……そんなことはない。あるはずがないっ！　私の研究が───私の能のう力りよくが認みとめられないなど！　あるはずがない！」

椿：これは……、もう、だめね。

狛江：緒方さん……。

ＧＭ：「そうだ！　ここでお前たちを皆みな殺ごろしにしてしまえばいい！　そうだ！　それでいい！」狂気に侵された声と同時に、訓練場の壁かべがあちこち開いていく。

隼人：くるか……。ここでタイタスを使用して、戦せん闘とうに備そなえておくぞ。

ＧＭ：壁の向こうからは、恐きよう竜りゆうにも似にた三体のジャームが現われる。

狛江：三体くらいなら……。

ＧＭ：そして各々の背せ中なかには、真っ赤な虫のような従じゆう者しやが張り付いている。

狛江：従者っ!?

ＧＭ：「攻こう撃げき力の実験こそ失敗したものの、不死性せいの実験はすでに終わっている！　どうだ〝ダインスレイフ〟！　お前でも殺しきれぬ不死性を持たせたジャームが三体だ！　ははははっははは！」ガラスの向こうで、緒方が目を血走らせて叫ぶ。

椿：周囲に目を走らせてから言うわ。……狛江、いいの？

狛江：……わからない。

隼人：おい、それじゃよくないだろ。

狛江：それもわかってる。だから───。




　狛江は拳こぶしを痛いたいほど握にぎり込み、誰だれにともなく叫んだ。




狛江：だからあとで考える！　まだ時間はあるはずだから！

椿：……あなたがそれでいいのなら、私は何も言わない。

隼人：ただ、今は休戦にさせてもらうぞ。……こいつらと同時にお前の相手をするのは勘弁だからな。

狛江：ふたりの言葉に黙ってうなずきます。

ＧＭ：ジャーム三体が咆ほう哮こうを上げる！　戦闘だ！　敵てきはジャーム三体と緒方、そして緒方の呼よび出した従者が四体だ！




◆第１ラウンド

ＧＭ：さて、敵の配置はこんな感じ。




[image: ]




怜央：数が多いな。

狛江：でも、緒方さんを倒たおせば従者は倒れるし。

隼人：もしかしたら、ジャームも倒れるかもしれないしな。

ＧＭ：では、セットアップから。……こちらはジャーム三体が《ヴァイタルアップ》。

椿：むー、やっぱり使うわよねー。

怜央：しかしジャームだけ？　緒方は使わないのか？

ＧＭ：（さらりと）ああ、使えないから。

隼人：使えないっ!?　ボスなのに!?

狛江：なんか、スゴイボスだ……（笑）。

ＧＭ：そっちは？　何かする？

隼人：新エフェクト《サポートデバイス》を使います。これで【肉体】の判はん定ていにダイスボーナス６個こつく。

ＧＭ：どんな演えん出しゆつにする？

隼人：あ、演出は武ぶ器きを出した後で。考えてはあるので。

ＧＭ：了りよう解かい。……じゃあ、最初は緒方の行動か。マイナーアクションで従者たちに命令を出す。そして、メジャーアクションは放ほう棄き！

椿：放棄!?　何もしないんだ!?

隼人：……つくづく新しいボスだな（笑）。

怜央：で、従者は？

ＧＭ：それぞれエンゲージしているジャームに対し、《血の契けい約やく》を使用する。

狛江：う！　ブラム＝ストーカーのエフェクトを相手に伝でん染せんさせるヤツか！

ＧＭ：その通り。虫たちが、針はりのような尾おをジャームに突つき刺さす。するとジャームたちの目が血のような赤い色に染そまっていく！　これでグンと強くなったぞ。

隼人：厄やつ介かいなやつらめ。……俺おれの番だな。《インフィニティウェポン》を使用！　俺の手の中に、漆しつ黒こくの刀身を持つ日本刀が生み出される！

狛江：え、黒い剣けんって〝ダインスレイフ〟の力じゃないの？

隼人：無む意い識しきに似にたような力を構こう築ちくしていると言うことで（笑）。ほら、《サポートデバイス》も取ったしさ。

ＧＭ：了解（笑）。

隼人：そして《一いつ閃せん》＋《獅し子し奮ふん迅じん》を中心に、切り札以外は全部突っ込む！　正面にいる従者とジャームに攻撃！　なんとダイスが14個！

ＧＭ：おおおおおお、あのダイスが増えなかった隼人が。……強くなったなあ。

隼人：はっはっは。でも、侵しん蝕しよく率りつは[image: 140]％！（笑）

一同：はやっ！（笑）

椿：そういうところは変わってないのね（笑）。

狛江：こっちはまだ90％なのになあ……（笑）。

隼人：はっはっは。……とりあえず命中は39。黒い剣閃が吹ふき抜ぬけるぞ。

ＧＭ：……回かい避ひは双そう方ほうとも失敗。だが、《赤河の支し配はい者》を両方が使う。

怜央：ダメージ軽けい減げんエフェクト。……しぶいな。

ＧＭ：こちとら防ぼう御ぎよ重じゆう視しですからね。一いち応おう、９点減少するけど……。

隼人：ダメージは44点だ！

ＧＭ：……だめか。従者は消しよう滅めつする。しかし、ジャームはまだ動くぞ！　痛いたみによってさらに凶きよう暴ぼう化かして隼人を襲おそう！

狛江：強いなー。

ＧＭ：「ふふ、ふははははははは！　どうした、〝ダインスレイフ〟！　それでは、私の作品は殺せんぞ！」

隼人：ちっ……。

ＧＭ：そして、ジャームたちの番だ！　……まずは隼人を殴なぐる！

隼人：きやがれ！

ＧＭ：《破は壊かいの爪つめ》と《ブラッドバーン》を中心として白兵攻こう撃げき！　……命中は24！

隼人：回避は失敗。

ＧＭ：真紅にそまった爪が隼人を襲う！　ダメージは38点だ！

隼人：攻撃力高いな。……だが、タイタスを使用して蘇よみがえる！

ＧＭ：残りの二匹ひきは───一体が椿たちのエンゲージに突っ込こんで足止め。もう一体は《暗黒の網あみ》で範はん囲い攻撃。口から粘ねん性せいの高い液体を吐き出す。

狛江：連れん携けい取れてる───っ！

ＧＭ：ふっふっふ、緒方が操あやつっているからね。じゃあ行くぞ！




　攻撃の結果、椿が怜央のライオンをかばい昏こん倒とうし、タイタスをひとつ使用して蘇そ生せい。

　なんとか攻撃には耐たえしのいだものの───。




怜央：順調にロイスが削けずれているな。危険な兆候だ。

狛江：全力で緒方さんを止めますよ！《完全獣じゆう化か》！　肉体が人じん狼ろうのように変化していく！

ＧＭ：本気を出してきたな。

狛江：もちろん！　さらに《大だい蛇じやの尾お》＋《鬼おにの一撃》＋《巨きよ神じんの斧おの》＋《因いん果が歪わい曲きよく》＋《斥せき力りよくの鎚つち》！　ダメージを受けた方だけを吹ふき飛ばす！

隼人：おおおおおおお!?　ってことはもし従者が緒方をかばったら？

狛江：従者を緒方さんから吹き飛ばす！　……矢野さんは必ずカバーリング用のキャラクターを使うと思って用意した能力です。

ＧＭ：ちっ、読まれてやがる（笑）。

狛江：命中は……出目がいい！　56！

ＧＭ：うわ！　そんな出目だと従者がカバーリングしないと緒方が死ぬわ！（笑）

怜央：《ヴァイタルアップ》使ってないからな（笑）。

狛江：二倍ダメージなら、そのまま従者を消し飛ばしてやる！　ダメージは46点！　あたしが後ろ回し蹴げりをその場ですると、見えない力の塊かたまりが壁かべやガラスを吹き飛ばして緒方さんへ飛んでいく！

ＧＭ：ぐ……。《赤河の支配者》を使ってもだめか。従者が消滅する。「おのれ……っ！　おとなしく殺されることもできんのかあああああああっ！」

怜央：無理なことを言う男だ。……さて、私は積極的に戦う理由はあまりないのだが。

狛江：まさか、怜央さんっ!?

怜央：かといって、見捨てることなどしないさ。かわいい後輩のため、裏切り者を狩るため、……そして興味深い少年のためにね（隼人の方を見る）。

隼人：なんか微妙にうれしくないな（笑）。

怜央：緒方に《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》。……夢ゆめを見たければ、闇の世界でゆっくりと見るがいい。

ＧＭ：……回避は失敗。

怜央：ダメージは34点。そこそこに出目がよかったな。

ＧＭ：ぐ。だが、緒方も《赤河の支配者》でダメージを軽減！　18点軽減で差し引き16点のダメージ───って、ぎりぎりで死んだ！

一同：よし！

ＧＭ：だがまだまだ一発目だ。《不死不ふ滅めつ》を使用！　強ごう引いんに精せい神しん攻撃を断たち切る！「まだ……、この程度で打ち破れはせんぞおおおおっ！」

怜央：ふむ、しぶといな。

椿：続けて緒方に攻撃！〝糸〟が生き物のように、叫さけぶ緒方に迫せまる！　……命中は58！

ＧＭ：回避！　……全然ダメ。

椿：ダメージは44点。……どう？

ＧＭ：《赤河の支配者》でも……軽減しきれないか。なら《不死不滅》二回目！

隼人：うお！　複ふく数すう回かい使えるのか！

椿：うん。ブラム＝ストーカーの復ふつ活かつエフェクトは優ゆう秀しゆうなの。

怜央：ふむ、本当にしぶといな。

ＧＭ：それだけが取り柄えですから。

椿：あ、［転てん倒とう］と［捕ほ縛ばく］も与あたえます。

ＧＭ：うわ！　じゃああちこちぐるぐる巻まきで倒たおれてる（笑）。

隼人：……微び妙みようにかわいそうだな（笑）。




◆第２ラウンド

ＧＭ：では次のラウンドだな。
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椿：１ラウンドで倒せた敵てきは一体だけ。……厳きびしい。

怜央：確たしかに、防ぼう御ぎよ能のう力りよくは優すぐれているな。必ずダメージ軽けい減げんをしてくるし。

狛江：このまま粘ねばられると……、あんまり想そう像ぞうしたくないことになるなあ。

ＧＭ：ふっふっふ。そして、最初の緒方の行動だ。マイナーで従じゆう者しやたちを全員待機させる。で、メジャーアクションは《血の従者》を使って新しい壁役を呼よぶ。

一同：まだ呼ぶのかああああああああっ！

狛江：待った！　それはホントにまずい！《時の棺ひつぎ》を使用！　その判はん定ていを止めるっ！

ＧＭ：うお！　そこで使ってくるか！　……では《血の従者》は失敗する。

狛江：新しい従者が立ち上がろうとするんだけど、それはすべて重力につぶされて消滅する。

ＧＭ：（床を叩きながら）「なぜだ！　出ないぞ!?　なぜ立ち上がらない！　もしもし！　もしもーし！」（笑）

隼人：もしもしじゃないだろおおおおおおっ！　そんなリアクションするやつがどこにいるんだ！（笑）

椿：ツ、ツボに入った……！（笑）

狛江：こっちはちょっとかわいそうになってきた（笑）。

ＧＭ：いや、緒方っぽいかと思って（笑）。じゃ、次は隼人。

隼人：うーん、どうするかな。

椿：迷まようなら目の前のジャームを倒たおしてほしい。攻こう撃げきの手は少しでも減へらした方がいいし。

隼人：そーだな。……じゃあ、ちょっと手て加か減げんぎみに攻撃。命中は45。

ＧＭ：……回避は失敗だ。

隼人：ダメージは23点。皮ひ膚ふの薄うすそうな部分を狙ねらって突つく。

ＧＭ：前のダメージがきつかったからな。それでも充分ジャームは倒れる。

狛江：よし！

ＧＭ：（さらりと）で、こいつも《不死不滅》を使用。蘇よみがえる。

一同：待てえええええええええええっ!?

狛江：えっ!?　なんでこのジャームも蘇るの!?　緒方さんだけじゃないの？

ＧＭ：ほら、さっき《血の契けい約やく》使ったでしょ？　あの効果で緒方の持つブラム＝ストーカーのエフェクトはすべてこのジャームも使えるから。

怜央：《不死不滅》も使えるってことか。……なるほどな。

狛江：ヤバイ……。本ほん格かく的にこのジャームたちを倒せる気がしない。

椿：とにかく、緒方を集中攻撃しよう！　それしか手はない！

ＧＭ：だが、そちらの攻撃の前にこちらの手番だ。まずは攻撃を受けきってもらおうか。

隼人：ぐおっ！

ＧＭ：隼人の目の前にいるヤツは隼人を。他の二体は《暗黒の網あみ》で後ろの三人を狙う。

隼人：俺の方は何とかなるとして、後ろはどうする？

狛江：大だい丈じよう夫ぶ！　どっちの攻撃にも《孤こ独どくの魔ま眼がん》を使用！　力場を発生させて、攻撃を引きつける！　その範はん囲い攻撃二回は全部あたしが受ける！

怜央：ふむ、そんな能力まで持っているのか。意外と頼たよりになるな。

狛江：噓うそ!?　ほめられた!?　やったー！（小こ躍おどりするプレイヤー）




　たったこれだけでここまで喜ぶプレイヤーも珍めずらしい。




隼人：（しみじみと）安達さんはすごいなあ……（笑）。

ＧＭ：呼よんだ甲か斐いがあったよ（笑）。さて、攻撃は二発とも命中だな？　では、ダメージは59点と46点！

狛江：うっ……。あの、れ、怜央さん？　Ｄロイス：特とつ権けん階級の能のう力りよくでタイタスひとつもらえませんか……？

怜央：───ふむ？

狛江：ちょっと……、これ以上タイタス使うとやばそうなんですよ。

怜央：仕方がないな。では、狛江のロイスをタイタスにして渡わたそう（笑）。

狛江：ちょっとおおおおおっ!?　怜央さんっ!?（笑）

隼人：……見み捨すてられてるな（笑）。

椿：さっきほめられたばかりなのに……（笑）。

怜央：ともあれ、タイタスは渡わたしたぞ（笑）。

狛江：うううううう、色々納なつ得とくいかないけどありがとうございます～（笑）。




　なお、隼人も攻撃を受け、再ふたたびタイタスを使うはめに。




隼人：ちっくしょう。そろそろ余よ裕ゆうがねえぞ。

狛江：大丈夫。……ここで決めるからっ！

ＧＭ：立ち上がった狛江を見て、緒方は叫さけぶ。「どうしてまだそんな目をしている！　どうして暴ぼう走そうしないっ!?　そこまでお前は私の研究をおとしめるのかああああああっ！」

狛江：緒方さん……。これがあたしなんです！　暴走した姿すがたでなくても！　これがあたしが積んできた技わざなんです！　……そう叫んで、正せい拳けん突づきの構かまえを取る。

ＧＭ：「私が見たいのは技ではない！　お前の本当の姿！　私が仕込んだ化け物の姿だ！」

狛江：判定にはＤロイス：伝でん承しよう者しやを使用、達成値を強ごう引いんに上げる。……あなただけには認みとめてほしかった！　命中の達成値は82！




　血を吐はくような叫びと共に。裂れつ帛の気合いと共に。───見えない拳こぶしが緒方を襲おそう。




ＧＭ：回かい避ひは失敗……。《赤河の支し配はい者しや》を使用！

狛江：ダメージは───61点！

ＧＭ：ぐぐぐぐぐぐっ！　ダメかっ！




　散さく乱らんしている器具も、空気も、緒方の体も、〝力〟の奔ほん流りゆうはすべてを巻まき込こんでいく。

　嵐あらしが過すぎ去った後、そこに立っているものは誰だれもいなかった。




　狛江は倒たおれた緒方を見て、深々と───一礼をした。






《鬼の一撃》、《獣の力》　双方とも、人間以上の筋力で攻撃を行うキュマイラのエフェクト。

《巨神の斧》　重力を操作し、攻撃のインパクトを何倍にも高めるバロールのエフェクト。

《リザレクト》　レネゲイドウィルスが宿主の体を自動で修復すること。ただし侵蝕率が[image: 100]％未満で無いと使えない。

《ヴァイタルアップ》　レネゲイドウィルスを活性化させ、肉体の強靱性を増すエフェクト。

《赤河の支配者》　血液の流れを調節し、受ける傷を最小限にとどめるブラム＝ストーカーのエフェクト。

《暗黒の網》　血液を網状に変化させ、相手を捕らえるブラム＝ストーカーのエフェクト。

《因果歪曲》　重力場によって攻撃のエネルギーを拡散、広範囲に攻撃するバロールのエフェクト。

《斥力の鎚》　攻撃を受けた相手を斥力によって吹き飛ばすバロールのエフェクト。

《絶対の恐怖》　恐怖をともなう幻覚により攻撃するソラリスのエフェクト。

《不死不滅》　心臓をむりやり動かして蘇生するブラム＝ストーカーのエフェクト。

《時の棺》　ほんの一瞬時間の流れを止めて、相手の行動を阻害するバロールのエフェクト。














ENDING PHASE









◆Ending 01◆裏うら切ぎりの瞬しゆん間かん


Scene Player ─── 玉野椿






　鷲見学園地下、ＦＨ訓練場。




　凄せい絶ぜつな戦いを終えた一同は、再ふたたびふたつに別れた。

　椿たちＵＧＮと、狛江たちＦＨ。対立する組そ織しきに所しよ属ぞくする子こ供どもたち。




ＧＭ：自じ律りつ判はん定ていもみんな成功したし。とりあえずは生せい還かんおめでとうございます。

狛江：Ｄロイス：不死者が無ければ、ジャーム化してましたけどねー……。

隼人：最後の《孤こ独どくの魔ま眼がん》二連発が効きいたな。

狛江：必死だったよ、もう。

ＧＭ：最初のエンディングはさっきの直後。再びキミたちが対たい峙じするところから始まる。

椿：……そうね、ＵＧＮとＦＨだから。

隼人：このまま終わりって訳わけにはいかないよな。

狛江：…………。

ＧＭ：では、隼人と椿は狛江と対峙する。

狛江：ふたりを見たまま、隼人に聞きます。……あれだけ戦って。まだ、立つの？

隼人：ああ。まだ戦えるだけの力はある。

狛江：あたしは……。（うつむく）

隼人：だが───果たし状じようの件けんは片かたが付いた。お前にこれ以上戦う気が無いというのであれば、俺おれは何もしない。

狛江：…………。

ＧＭ：……再び訓練場が静せい寂じやくに包まれる。

怜央：ＧＭ、ひとつ確認したい。……ここには我々四人だけなのか？

狛江：……え？

怜央：ＧＭは今、隼人と椿が狛江と対峙したと言ったな。伊織はどうした？

ＧＭ：この場所にはいないね。……キミたちが戦闘している最中から姿は見えなかった。他の三人も気づいていいよ。

隼人：うお！　さすがに狛江からは意識をはずさないが、簡単に回りをチェックするぞ！

ＧＭ：（にやりと笑って）では、その時。視界の端、監かん視し室のあたりでごそりと物音がする。

椿：……？

ＧＭ：「ダメだ。ダメだダメだダメだ。やはり〝ダインスレイフ〟には勝てない。……逃にげよう。そ、それしかない。逃げよう！」そこにはつぶやきながら逃げようとする緒方が。

狛江：緒方さんっ!?

怜央：……耐たい久きゆう力だけは一流だな。

椿：すぐに上へと駆かけ出します！

隼人：おう！　わかんねえことだらけなんだ。アイツ捕つかまえて、全部吐はかせてやる！




　上へと駆け出す隼人と椿。あわてて後を追う狛江。静観する怜央。

　だが───




ＧＭ：キミたちが一歩を踏ふみ出そうとしたその時。……キンッ！　と風を裂さいて、緒方の後方から彼に向けて一発のつぶてが飛んでくる。

狛江：……え？

ＧＭ：そのつぶては、狙ねらい違たがわず緒方の額ひたいに命中。……軽い音がして、彼の頭がはじけ飛ぶ。

隼人：これ、は？

ＧＭ：倒たおれる緒方の向こう側には───無む表ひよう情じような伊織の姿すがたが。

椿：伊織……？

狛江：…………お、がた、さん。

ＧＭ：彼女はそのまま緒方に近ちか寄より、その懐ふところから一枚まいのチップを取り出し、「……データの回かい収しゆうに成功しました」と言う。その声は、〝ミッドウィーク〟のそれだ。

怜央：ならば、私も声をかけるか。……ご苦労、〝ミッドウィーク〟。キミの手があって助かった。さすがはこの私にすら存そん在ざいを隠いん匿とくされたＦＨエージェント。

隼人：…………どういうことだ、伊織？

ＧＭ：「見たままだよ。───隼人」

隼人：答えろっ！　お前は最初からＦＨ側だったのか？　俺たちを裏切っていたのか!?

椿：…………。

ＧＭ：冷たい目のままで、彼女ははっきりと首を縦たてに振ふる。

椿：……どうして？　それじゃあ、どうして伊織はこっちにいたの!?　私たちのいるところに帰ってきたいと言ったのはなんでなのっ!?

ＧＭ：「…………」彼女は、椿の叫さけびには答えない。ただ黙だまって、無む機き質しつな目でキミたちを見ているだけだ。

怜央：そこで口を挟はさもう。……撤てつ退たいだ。柏木伊織、辰巳狛江、両名ともＦＨに撤てつ収しゆうせよ。

ＧＭ：「了りよう解かい」

狛江：…………。

怜央：辰巳狛江。……撤退だ。

狛江：は、はいっ！　了解です！

隼人：待て！　そう簡かん単たんに───。

ＧＭ：（隼人の発言を遮さえぎって）怜央の撤退の合図と共に、伊織は手にしたつぶてを空中に放ほうり投げる。それらは磁じ力りよくによって加速、隼人と椿の回りに降ふり注ぐ。




　高速で着ちやく弾だんしたつぶては煙けむりを巻まき上げ、隼人と椿の視し界かいを覆おおい隠つくす。

　目を隠されたのは一瞬。

　だがその一瞬で、伊織も狛江も、あのライオンもすべてがその場からいなくなっていた。




隼人：一体何なんだ。十年前、〝ダインスレイフ〟、伊織───、これは一体何が起きてるっていうんだよ……っ！




　椿は何も答えられなかった。

　───なぜ伊織は裏うら切ぎったのか。十年前に何があったのか。

　この暗い空間には、何の真実も無かった。







◆Ending 02◆闇やみに包まれて


Scene Player ─── 春日怜央






　そして数時間後。

　春日怜央はまた、いつもの闇やみに包まれていた。




　目の前には辰巳狛江。その横に彼の主、都築京香。

　───今から、狛江を迎むかえ入れる〝儀ぎ式しき〟が行なわれるのだ。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーは怜央。……狛江も登場してね。

狛江：あ、はい。

怜央：では、場所は私の部屋。……どこともしれない暗い部屋、というヤツだ。

ＧＭ：その部屋には、狛江と、そして都築京香がいる。

狛江：…………あたしは思いっきり落ち込んでます。

ＧＭ：都築京香は狛江に言う。「……辰巳狛江さん。あなたに伝えたいことがあります」

狛江：……はい。

ＧＭ：彼女は微び笑しようを浮うかべて、「我われ々われＦＨはあなたを正式にチルドレンとして迎え入れます。あなたは高度な戦せん闘とう訓練を積み、そしてそれが無む駄だではなかったことを戦いで証しよう明めいした」

狛江：…………。

ＧＭ：「しかし、あなたが望まないのであれば。我々はこの道を強きよう制せいしません。……すべてはあなたの望み次し第だいです」

狛江：望み……。

ＧＭ：「さあ、あなたはどうしますか？　どの道を選せん択たくしますか？」

狛江：あたしは……。あたしは……どうしたらいいんでしょうか？　今までは緒方さんに従したがっているだけでした。でも、その緒方さんももういません。

ＧＭ：……彼女は静かに話を聞いている。

狛江：あたしは───どうしたらいいか、わかりません。




　彼女はうつむいたまま、狛江はつぶやいた。

　その狛江の前に、白く、細い手が差し出された。




ＧＭ：「ならば私たちがあなたの道を決めましょう。あなたは何も考えなくてよいのです。あなたの望むままに、我々が───ＦＨが道を作りましょう」……優しく微笑む彼女。

隼人：…………悪役め（笑）。

狛江：しかし、あたしは手を取ってしまう。……すがるものがほしいから。手をさしのべてくれたから。ＦＨに入ってしまう。

怜央：では、〝儀式〟が終わって狛江が下がってから。都築京香に声をかけよう。

狛江：じゃあ、退たい場じようしますね。

怜央：さすがですね。……よい〝プラン〟でした。

ＧＭ：「世せ辞じであっても嬉うれしいですよ、〝ナイト・オブ・ライオン〟。……あなたもご苦労様でした」

怜央：元々仕し掛かけはいくつも用意してありました。私はそれを利用したにすぎない。

ＧＭ：「……例えば？」

怜央：辰巳狛江を緒方の元に送り込んだのは、あなたの意い志しですね？

ＧＭ：……都築京香は笑みを崩くずさない。

怜央：そこにあの少年、高崎隼人を送り込んだのもあなたでしょう。すべてがトリガーになり、今回の事じ件けんを引き起こした。

ＧＭ：……彼女はやはり笑みを崩さず、言う。「しかし、重要なのはここからです」

怜央：ええ。

ＧＭ：「十年前に凍こおった時が、今やっと動き出します。今回のデータと、そしてあの少年を軸じくにして」

怜央：〝ファルコンブレード〟、彼はいい少年だ。……だからこそ、少し心が痛いたみますね。

ＧＭ：「ふふっ、心にもないことを」




　闇やみの中で。都築京香は高らかに言った。

「では、すべてを動かしましょう。高崎隼人、辰巳狛江、そして柏木伊織。十年前の遺い児じた

ちを使って」




　そして怜央はこう答える。……いつものように。

「おおせのままに。……我が主マイマスター」




　　　　＊　　　＊　　　＊




隼人：ちょっと待ってください！　やっぱりどう見ても悪役なんですが！（笑）

ＧＭ：いやあ、なんででしょうねえ（笑）。

怜央：なんでだろうねえ？（笑）

椿：でも、楽しそうですね。ふたりとも（笑）。

ＧＭ・怜央：そりゃもう（笑）。







◆Ending 03◆真実の一いつ端たん


Scene Player ─── 高崎隼人






　隼人と椿は家へと向かっていた。

　ふたりとも言葉は発さない。お互たがいに何も疑ぎ問もんに答えられないことを知っているから。




ＧＭ：では、次は隼人と椿のシーンだ。

隼人：…………。

ＧＭ：キミたちが霧谷家に戻もどると、家の前で霧谷が待っている。

狛江：エプロン姿すがたで？「今何時だと思ってるの!?」とか言ったり？（笑）




　なぜ、そんなか。




椿：ちょっと待ってお父さんごめんなさい───っ!?（笑）

隼人：確たしかにお父さんっぽいけどさ（笑）。

ＧＭ：いや、そうじゃなくて（笑）。……支し部ぶ長の顔でキミたちを出で迎むかえるよ。

隼人：……う。

椿：目の前まで来て、黙だまり込んじゃう、かな。

ＧＭ：霧谷はキミたちの様子を見て、「報ほう告こくを───聞かせてください」と。その顔は、何かを覚かく悟ごした顔だ。

椿：…………何から報告すれば、いいですか。

ＧＭ：霧谷はしばらく沈ちん黙もくを保たもってから、「…………伊織さんは？」と口を開く。

椿：…………。

隼人：……正体を現あらわして、ＦＨに行った。

ＧＭ：「……止められませんでしたか？」

隼人：止める間もなかった。と、ぶっきらぼうに言おう。

ＧＭ：「私がここにいることで、少しでも抑よく止し力になるかと思ったのですが。……逆ぎやく効こう果かだったかもしれませんね」……どこか皮肉げに彼は言う。

隼人：って霧谷さん、あんた……知ってたのか？

ＧＭ：「……うすうす気づいていた、という程てい度どですが」彼はうなずく。

椿：なぜ、伊織は……。彼女は何年もＵＧＮにいたのに……。

ＧＭ：霧谷は黙ったままだ。

隼人：霧谷さん、教えてくれ！　あんたの知っていることを！　十年前に何があったんだ!?

　〝ダインスレイフ〟ってのは何なんだ!?　霧谷さんっ！

ＧＭ：……隼人の問いに、霧谷はしばらく黙ってから口を開く。




「わかりました。……教えられることは教えましょう」

　月明かりに照らされた霧谷の顔は、見えない痛みに歪ゆがんでいた。




「すべては十年前に狂くるってしまったのです」




　そして都築京香の言葉どおり、凍こおり付いた記き憶おくは動き出す。




「隼人くん、あなたの道も。そして、私や───私の妹である伊織の道も」




　きしみをあげ、傷きず痕あとから血を流しながら。だが───止まることなく。







◆Ending 04◆終わりの始まり


Master Scene






　外は雨が降っていた。

　ここは梶浦市から少しはずれた森の中、廃棄された小屋。……約束の時間より少し早くここにやってきた伊織は雨音がすべてにしみいる中、人を待っていた。

　手には緒方から奪ったデータチップ。……ＵＧＮを裏切って得たデータがそこにある。




「成功したようだな」




　唐突にかけられた声に、伊織が振り返る。

　先ほどまでは誰もいなかった小屋に、いつの間にかひとり学生服を着た少年が座っていた。

　前髪に隠れそうになる彼の瞳が、ぎらりと光る。……そこには強い負の感情が宿っていることを伊織は知っていた。

　驚きをなんとか飲み込み、伊織はチップを〝彼〟に投げる。




「難しい仕事じゃないもの。……そちらは？　マガミ」




　マガミと呼ばれた少年は、空中でチップを受け取ると不機嫌そうに言った。




「やはりダメだな。ヤツの持つ、最後のデータが必要だ。……だが、逆を言えばそのデータ

さえあれば後はそう難しいことじゃない」




　その言葉に、伊織は小さくため息をつく。




「結局、決着は付けなきゃいけないのか……」

「ああ、十年前に、そして奴らに。……すべての決着を、この手で」




　答えるマガミの声には、殺意ともとれるほど強い憎悪が込められていた───。





To be continued













































Dainsleif【ダインスレイフ】


１：北欧神話に登場する魔剣の名前。デンマーク王ホグニが所有していたとされる。その特徴は「一度鞘から抜き放たれれば、必ず人の命を奪う」という恐るべき魔剣。













PREPLAY






　第二話のセッションをするにあたり、私はシナリオの中核部分を確認する。

　第一話の冒頭でもちょっと説明したとおり、今回のシナリオには大きなネタをひとつ仕込んでいる。それはオリジンシリーズを通して私がやりたいことでもあり、ひょっとすると『ＤＸ２』というゲームの世界を変化させるかもしれないネタである。




　要は、このネタがどう転がるかが今回のセッションでひとつの焦しよう点てんとなるわけだ。




　第一話と違い、今回はＰＣの顔も見える。

　……狛江も怜央も、こちらの予想をいろんな意味で超えるいいキャラだ。今回の話でも大活躍してくれることは間違いないだろう。




　もちろん、隼人と椿も忘れてはいない。主役であるふたりのために、こちらもズシリと重いイベントを用意した。……まあ、隼人の設定はプレイヤーが言い出したものから派生しているわけだが。




　さて、みんなはどう動いてくれるか。……私は様々な期待を持ってプレイ当日を迎えた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、それでは第二話の収しゆう録ろくを開始したいと思います。よろしくお願いします。

一同：よろしくお願いしますー。

ＧＭ：では、まずはキャラクターの成長をしましょう。前回のセッションで得た経けい験けん点を使ってください。




●高崎隼人たかさき・はやとの成長

隼人：【肉体】をひとつ上昇させました。あとはひとつロイスを固定化したいんですが。誰だれかロイスを取るのにいいキャラいないすかねえ？

狛江：霧きり谷たにとかはどうです？　取ってないんですよね？

隼人：うーん、霧谷かあ……。なんかいまいちピンとこないんだよなあ。

椿：あとは七なな緒おちゃんとか、芽め以いちゃんとか……。

怜央：他だと……藤ふじ崎さきとかか？

隼人：それだ！　藤崎！　ヤツに取ろう！（笑）




　ここで言う藤崎とは、ＵＧＮ本部エージェントの藤崎弦げん一いちのこと。

『残ざん酷こくな人形』で隼人や椿に対し、冷れい酷こくな命令を下したＵＧＮの上司である。




ＧＭ：なんで藤崎なんだよ！　もっとマシな奴やつはたくさんいるだろう！（笑）

隼人：好きなんすよ！　もう、今までのシナリオも何もすべて無む視しするくらい（笑）。

怜央：……なんでそこまで好きなんだ（笑）。

隼人：（堂々と）奴やつこそ、俺おれを追いつめるのにふさわしいじゃないですか。権けん力りよく持ってるし。

ＧＭ：…………愛じゃのう（笑）。




●玉野椿たまの・つばきの成長

ＧＭ：では、次は椿。

椿：えーとですね、まずは前に取った《ジャイアントグロウス》のレベルを上げました。攻こう撃げき力は高くて損そんはないですし。

狛江：エグザイルは攻撃力上げるの結けつ構こう大変ですしね。

ＧＭ：ダイスはたくさん振ふれるんだけどねー。

椿：あと、《妖あやかしの招まねき》を取りました。

怜央：……聞き慣なれないエフェクトだな。

隼人：腕うでを伸のばして、相手を引きつけるエフェクトだったはずですよ。

狛江：……なんでそんなエフェクトを？

椿：ほら、これでテレビのリモコンいらない（笑）。

隼人：そんな使い方か！（笑）

椿：真ま面じ目めな話、ビジュアルとして取りたかったんですよ。ほら、私のコードネーム〝シルクスパイダー〟じゃないですか。

狛江：ああ、蜘く蛛もだから。

椿：そうそう、糸を巻まき付けて引きつけるとかそんなイメージが欲ほしかったんです。

ＧＭ：なるほど、よく考えてるなぁ。

隼人：（うなずきながら）しのさんはすごい。




●辰巳狛江たつみ・こまえの成長

狛江：次あたしですね！　《リアクティブダッシュ》と《獣けものの王》を取りました。これで前みたいに壁かべ役が突つっ込んできても無視できるし、シナリオに一回だけなら問答無用で相手に攻撃を当てられます。

ＧＭ：む、きっちり前のセッションから学習してるな。

狛江：……オリジンの戦せん闘とうには容よう赦しやがないことは前回でとことん思い知りましたから。

ＧＭ：いや～、オリジンの戦闘は厳きびしいって読者さんにも言われたから。続けるのはしょうがないよね？（笑）

隼人：噓うそだ！　矢や野のさんは理由をつけて敵てきを強くしてるだけだ！　遊びでゲームやっても、いつも敵強いくせに！（笑）

ＧＭ：はっはっは。よくわかったね、大畑くん（笑）。




●春日怜央かすが・れおの成長

怜央：とりあえず、《要かなめの陣じん形けい》を取った。……攻撃にも防ぼう御ぎよにも使えるし。

ＧＭ：ああ、対象の数かずを増やすエフェクトですね。たしかに、汎はん用よう性せいは高いですね。

怜央：もうひとつエフェクトを取った。…………《ナーブジャック》を。

一同：ええええええええええええっ!?




《ナーブジャック》とは、対象を洗せん脳のうするオルクスのエフェクト。

　オーヴァードでもそうでない人間でも操あやることができるが、使用すると急きゆう激げきに侵しん蝕しよく率りつがあがるためにジャーム以外が使用することは滅めつ多たにない。




狛江：大丈夫なんですか！　あれ、侵蝕率めちゃめちゃ上がりますよ!?

怜央：使わなければそれに越こしたことはない。ま、切り札として取っただけだよ。……ふっふっふ。

隼人：なんかアヤシイ笑い方をしている（笑）。

椿：……今日も怜央さんの姿すがたを見られない気がします（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、今日のハンドアウトをくばりますね。

一同：はーい。




●ＰＣ①：高崎隼人

ロイス：〝破滅の剣ダインスレイフ〟　ポジティブ：懐旧／ネガティブ：恐怖

　〝ダインスレイフ〟。前の戦いの際さい、緒お方がたはキミをそう呼よんだ。

　確たしかに、キミには失った過か去こがある。

　その閉とじられた扉とびらの向こう側には思い出してはいけない記き憶おくが眠ねむっている。───直感的にそれがわかる。

　だが、その扉を開かなくてはならない。十年前の真実、それを知る時が来たようだ。




隼人：あー、〝ダインスレイフ〟。あいつですね。……いいヤツだった（笑）。

ＧＭ：誰のことだ！　全然覚えてないだろ！（笑）

隼人：冗じよう談だんですよ、冗談（笑）。……俺が過去に呼ばれていたコードネームですよね。

ＧＭ：そうそう。まあ、いまだにその正体ははっきりしてないけど。

隼人：とりあえず、十年前の象しよう徴ちようみたいな形で認にん識しきしておきますよ。

ＧＭ：うん、それで。




●ＰＣ②：玉野椿

ロイス：柏木伊織　ポジティブ：親近感／ネガティブ：敵愾心

　キミと同じＵＧチルドレンだった柏木伊織かいわぎ・いおりは、突とつ如じよとしてＦＨへと寝ね返がえった。

　しかし必ず、彼女の行動には理由があるはずだ。キミはそれを知らなくてはならない。

　彼女の仲間として、友達として。




狛江：〝ミッドウィーク〟ですね。

ＧＭ：〝エアシリンダー〟でもいいけど。とにかく伊織だ。

椿：霧谷さんの妹……なんですよね。

ＧＭ：うん。細かいことはオープニングで少し説明をするけど。

怜央：十年前の実験にも関かかわっていたらしいからな。……いろいろ興きよう味みは尽つきない。

椿：…………。




●ＰＣ③（辰巳）

ロイス：柏木伊織　ポジティブ：連帯感／ネガティブ：不安

　ＦＨに加わった新たな仲間、柏木伊織。ＵＧＮを裏うら切ぎり、ＦＨにやってきた少女。

　ＦＨの連中からも決して信用されず、冷たい目で見られている。

　だが、彼女は辛つらそうではあるが迷まよいがない。

　一体、彼女は何を望んでいるのだろうか。




狛江：こっちも伊織かー。

ＧＭ：そう。……今回のキーキャラクターなんで。

狛江：今回は同どう僚りようから始まるんですね。

ＧＭ：そうだね。……どう接せつするかはそっちにまかせるよ。

狛江：ん～、とりあえずオープニング見てから考えます。

ＧＭ：了りよう解かい。




●ＰＣ④（怜央）

ロイス：十年前の亡霊　ポジティブ：好奇心／ネガティブ：隔意

　緒方のデータを回かい収しゆうしたことで、十年前の亡ぼう霊れいがよみがえる。都築京香つづき・きようかはそう言った。どうやら、あのデータはＦＨ内部にいるものへの刺し激げきだったようだ。

　都築京香は言葉を続ける。緒方のデータを得た〝彼ら〟が次に狙ねらうのは霧谷雄ゆう吾ごであると。

　どうやら、相当大きな〝プラン〟になりそうだ。




怜央：いくぶん抽ちゆう象しよう的なロイスだな。

ＧＭ：十年前の真相を暴あばく、という目的だと思ってもらえれば楽かと。

怜央：そうだな。……都築京香の〝プラン〟もあるが、私自身も知りたいことは多い。うってつけと言えばうってつけか。

狛江：で、またライオンが出てくるんですか？

怜央：もちろん。

椿：……やっぱりまた会えない気がする（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、ＰＣ間のロイスも取り直したのであらためてセッションに移りましょう。

一同：よろしくお願いしまーす！






《ジャイアントグロウス》　肉体の一部を巨大化して、広範囲に攻撃するエグザイルのエフェクト。椿の場合、〝糸〟の数が増える演出となる。

《リアクティブダッシュ》　重力制御で瞬間的に浮遊し、移動するバロールのエフェクト。

《獣の王》　強烈な殺気によって相手がひるんだ隙に攻撃を仕掛けるキュマイラのエフェクト。














OPENING PHASE









◆Opening 01◆霧谷と伊織


Scene Player ─── 高崎隼人






　どこか冷たい空気の漂ただうリビングで、霧谷はふたりに椅い子すを勧すすめた。

　とまどいながらも、霧谷の正面に座すわる隼人と椿。

　霧谷は昨日まで見せていた明るい表ひよう情じようでも、日本支し部ぶ長ちようとしての落ち着いた表情でもなく、ただ深い苦しみを抱かかえた顔を浮うかべていた。




ＧＭ：というわけで、隼人と椿のオープニングは前回のエンディングの直後だ。……前のエンディング覚えてる？

椿：霧谷さんに伊織は実は妹なんですと言われ、驚いたところで終わった記き憶おくが（笑）。

隼人：衝しよう撃げき的な告白のままシーン切られたんだっけか（笑）。

ＧＭ：そうそう。……というわけで、その直後。霧谷家のリビングでキミたちは机つくえに向かっている。正面には霧谷の姿すがた。

椿：黙だまって、霧谷さんを見ています。

隼人：俺は我が慢まんできずに言うぞ。……さあ話してもらえるんだよな、全部。

ＧＭ：霧谷は言う。「話せることは話しましょう。……ですが、私も日本支部長としてあなたたちに伝えられない情じよう報ほうもあります。それは理解してください」

隼人：いや！　もうそんな場合じゃ───。

椿：（隼人に割わり込こんで）霧谷さん、それで構かまいません。……話してください。

隼人：おい、椿!?

椿：いい？　私たちは今回の件けんについて何も知らないの。今はとにかく話を聞くことが大切。

隼人：……むむ。

ＧＭ：その様子を見てから、霧谷はちょっとだけ笑う。「……あなたがたはいいコンビですね。さすがはあれだけの事件を切り抜ぬけてきたふたりだ」

椿：…………。いや、そんなことはありません。

ＧＭ：「ともあれ、話をしましょう。……ただし、ここから先は最重要の機き密みつ事じ項こうです。他言無用でお願いします」

椿：（黙ってうなずく）

ＧＭ：「……十年前、ひとつの研究プロジェクトが立ち上がりました。プロジェクト名〝アダムカドモン〟。テーマはジャーム化した人間を元に戻もどす方法を探さぐること」

狛江：……アダムカドモンって、何でしたっけ？

怜央：神学や錬金術などで出てくる〝完全なる人〟という意味の言葉だな。

椿：ジャーム化しない人、それで〝完全なる人〟、か。

隼人：そりゃ……、まあそういう研究はするだろうな。

ＧＭ：「そしてこのプロジェクトは───ＵＧＮとＦＨ、双そう方ほうの共同研究として立ち上がったのです」

一同：なにいいいいいいいいいいいっ!?

椿：ＵＧＮと……ＦＨが!?

ＧＭ：「我われ々われＵＧＮとＦＨは互たがいに争う関係ではあります。……ですがそれは一枚まい岩ではない。時と状じよう況きよう、そして人間によっては両組そ織しきが協力できることもあるのです」

怜央：確たしかに、ジャームを戻すという研究ならばＦＨにもメリットはある。……制せい御ぎよ不ふ可か能のうなジャームより、オーヴァードの方が扱あつかいやすいからな。

狛江：な、なるほど……。

ＧＭ：「十年前、条じよう件けんが整い、ＵＧＮとＦＨはその研究において手を組みました。……あのころはまだレネゲイドについてわからないことが多かった。お互たがい情報が欲ほしかったのです。なにせ、レネゲイドウィルスの持つ最大の問題点は〝ジャーム化〟ですから」

隼人：…………。

ＧＭ：「ですが、研究は失敗に失敗を重ねました。どれだけのデータを検けん証しようしてもジャーム化の恐おそろしさを立証するだけだったのです」

椿：そう、ですね。……いまだにジャーム化から復ふつ帰きする目め処どは立っていないわけですし。

ＧＭ：霧谷はうなずく。「そして程ほどなくして、研究は歪ゆがみはじめました。ジャーム化の研究からジャームの研究へ。ジャームとは何か、オーヴァードとは何か。───いつしかプロジェクト・アダムカドモンは巨きよ大だいな人体実験場となっていました。そして隼人くん、あなたも実験体のひとりとしてその中にいた」

椿：驚おどろいた顔で隼人の方を見ます。……今まで、ちゃんとは知らなかったから。

隼人：（ぼそりと）やっぱりそうなのか。

椿：……やっぱり？

隼人：う、しまった。椿は知らないんだっけか。

ＧＭ：「何か───覚えているのですか？」霧谷も少なからず驚いた様子で聞くよ。

隼人：夢ゆめに見たことがあるんだよ。……と吐はき捨すてるように言ってから、この間見たことをふたりに話そう。

椿：…………そんな。

ＧＭ：「夢とはいえ……あれを覚えているのですね」と、霧谷は目を伏ふせる。

隼人：やっぱり……、あれは俺おれなのか？　俺が、この手でやったことなのか───？

ＧＭ：霧谷は首を横に振ふる。「それにはっきりと答えることはできません。……ただ、報告にはこうありました」

椿：…………。

ＧＭ：「プロジェクト・アダムカドモンはひとりの実験体が暴ぼう走そうし、研究所もろとも崩ほう壊かいした。……暴走した実験体のコードネームは〝ダインスレイフ〟である、と」

隼人：その名前は───緒方が俺を呼よんだ名前だ。

椿：…………。

ＧＭ：「そこで何があったのか。それを知るものは誰だれもいません。……ただ、あの研究の生き残りならば、何かを知っている可能性はあります」

椿：伊織は……、もしかしてその生き残りなんですか？

ＧＭ：「…………その通りです」霧谷は辛つらそうな顔で肯こう定ていする。

隼人：じゃあ、アイツは今回のことを知ってたっていうのか？

ＧＭ：「可能性は高いですね。……彼女は十年前のことを気にかけていました。あの子にはあの子の目的があるのだと思います」

椿：だから、私たちを裏うら切ぎった───？

ＧＭ：霧谷は黙ってうなずく。

隼人：ちくしょう……。なんで俺たちじゃダメなんだよ。なんで、ＦＨに行かなきゃいけなかったんだ……！

ＧＭ：その声を聞きながら、霧谷は重々しく宣せん言げんする。「……どんな目的があるにせよ、ＵＧＮとしてはあの子の行動を見み過すごすことはできません」

椿：調ちよう査さ───ですか？

ＧＭ：「はい。……柏木伊織の目的を探ってください。そして、ＦＨが何をしているのかも」

隼人：それは…………。

ＧＭ：「これは日本支し部ぶ長としての命令です。……いいですね？」

椿：了りよう解かいしました。

隼人：……わかりました。




　命令を復ふく唱しようし、隼人と椿はそれぞれの部屋へと戻っていく。

　彼らがいなくなった空間で、霧谷はひとりつぶやいた。




「……この期ごに及およんで、私はまだ罪つみにまみれるのですね」

　みずからへのあざけりを含ふくんだその声は、闇やみに溶けてただ消えていく。




　そして、数日が過すぎた───。







◆Opening 02◆裏切り者


Scene Player ─── 辰巳狛江






　きょときょととあたりを見回しながら、狛江は歩いていた。

　薄うす暗ぐらい通路は、果てがないように見える。ここは都築京香の持つ企き業ぎようのビルだと言われているが、それが本当かもわからない。




　率そつ直ちよくに言って、狛江は非ひ常じように落ち着かない状じよう態たいだった。

　だからだろう。彼女───伊織を見つけた時にそちらに飛ぶように向かってしまったのは。




ＧＭ：では、次は狛江のシーン。

狛江：はーい。侵しん蝕しよく率りつ上げます。

ＧＭ：キミはＦＨの持つビルの一角にいる。……都築京香によってＦＨに入って数日。キミはここで待機を命じられている。

狛江：あ、じゃああちこち回って挨あい拶さつに行きますよ。でも、全員に無む視しされます（笑）。

ＧＭ：無視されるのか！（笑）

狛江：初めまして！　今日から……あっ。初めまして！　今日から……あっ。───と、全員通り過ぎていく（笑）。

椿：す、すごい寂さびしい光景だ（笑）。

隼人：ちくしょう、安あ達だちさんめ。いい具合に負けやがって（笑）。

ＧＭ：まあ、ＦＨは他人に興きよう味みない奴やつも多いだろうしなあ（笑）。

狛江：そんな風にキョロキョロオドオドしながらすごしてますよ。

ＧＭ：そんなある日、自じ販はん機きの前に設せつ置ちされたベンチで知った顔を見る。……伊織だ。ぽつんとひとりで座すわっているよ。

狛江：あ！　伊織だ！　とりあえず近くに行くけど、かける声が浮うかばないので目の前をチラチラ動こう！　……話しかけてくれないかなあ（笑）。




　なぜかひょこひょこ動くプレイヤー。




ＧＭ：うおおおおおお、なんてうざったい奴だ！（笑）

隼人：やばい……。今飲み物吹ふきそうだった（笑）。

狛江：（まだ動きながら）で、どうですか？　話しかけてくれますか？

ＧＭ：え、えーと。は、話しにくいなあ……（笑）。

狛江：じゃあわざと自販機でふたつジュースを買います。（棒ぼう読よみで）……あ、間ま違ちがえてふたつ買ってしまったー。




　再ふたたび爆ばく笑しようする一同。




椿：もう、計画なのか素すなのかわからない！（笑）

ＧＭ：伊織も怪け訝げんそうな顔で見ているよ（笑）。

狛江：じゃ、テーブルの前にジュースを置く。……ん。

ＧＭ：…………。

狛江：（ジュースを目で指して）……ん！

怜央：もしかして、〝飲め〟と言いたいのか？

狛江：（うなずいて）ん。

隼人：……日本語で喋しやべろうよ（笑）。

ＧＭ：では、ついに伊織が口を開く。「……何か用なの？」

狛江：この間は、あんたのおかげで脱出できたから。借かりを返しに。

ＧＭ：「……そう」伊織はそういうだけで黙だまってしまう。……ちなみに、前に見た印象とだいぶ違うね。

狛江：前はもっと明るかったもんなあ。居い心ごこ地ちが悪くてむずむずしてよう。

ＧＭ：では、しばらく伊織は黙ったまま座っているけど、ぼそりとこう言う。「……どうして、あなたはＦＨに入ったの？」

狛江：……え？

ＧＭ：「…………」彼女は目の前を見ているだけで、キミの方を見ようとしない。

狛江：えーと……。じゃあ、あたしは自分の夢ゆめ見みるオーヴァード空手道の話をします（笑）。

椿：そっち!?（笑）

狛江：もちろん！（笑）えーと、まずは……。




　そして彼女は語り出す。

　オーヴァードによる格かく闘とう団だん体たいを作ること。そのチャンピオンになること。

　三年間、無む敵てきと呼よばれ防ぼう衛えいを続けること。

　さらに、女子プロに転向しタイトルを総そうなめにしオーヴァード野球選手と結けつ婚こんし道場を作って初代名めい誉よ館長として名を残すなどなどなどなど……。




狛江：……で！　辰巳狛江の名前は格闘界の歴史に燦さん然ぜんと輝かがやくようになるわけですよ！

隼人：す、すごい話だ……（笑）。

椿：というか、前に聞いた時より長くなってる（笑）。

怜央：よくもまあそこまで考えるものだ（笑）。

ＧＭ：「いい未来だね」伊織は無む表ひよう情じようのままそう言う。

狛江：なんか嬉うれしくないなあ。せっかく聞いてもらったのに。

ＧＭ：「目的を再さい確かく認にんするのはいいこと。……それがよくわかる話」

狛江：……？

ＧＭ：「…………」

狛江：眉を寄せて聞きます。……アンタは、どうしてＦＨに来たの？

ＧＭ：「私には私のやりたいことがある。それだけ」

狛江：うーん、難むずしい。

ＧＭ：と、その時。狛江の持つ携けい帯たい端たん末まつがコール音を鳴らす。……どうやら任にん務むらしい。

狛江：ガバッと立ち上がる！




　去りゆく狛江に、伊織は囁ささくように言った。

「──裏うら切ぎってでも、やらなければいけないことがあるから」




　その言葉に狛江は足を止める。……だが、今は何も聞かないことにした。

　伊織の目は、ここではないどこかを見ていたから。







◆Opening 03◆再ふたたび、闇やみの中で


Scene Player ─── 春日怜央






　闇に包まれた部屋で、怜央はいつかのように虚こ空くうを見つめていた。

　傍かたわらには彼の半身であるライオンが静かにたたずんでいる。




　そして指定された時じ刻こくちょうどに、彼の主人である都築京香の幻げん影えいが現あらわれた。

　いつもの微び笑しようをうかべて。




ＧＭ：では、怜央のシーン。……また、闇に包まれた部屋です。

隼人：またか！（笑）

怜央：こういうのはお約束だからな（笑）。

ＧＭ：指定された時じ刻こくぴったりに、部屋の中心が揺ゆらぐ。しばしの後、そこには都築京香のホログラムが。

怜央：（深々と礼をして）お待ちしておりました。

ＧＭ：「では……、プランを進めましょう」彼女は言う。

怜央：次のターゲットは、……やはり十年前の？

ＧＭ：「ええ」都築京香は笑う。「あなたがデータを持ち帰ったことにより、新たなファクターが動き始めます。……それは十年前の亡ぼう霊れい」

怜央：……ふむ。

ＧＭ：「十年前の研究は、そのデータのほとんどが失われています。……だからこそ、その復ふつ活かつを企たくらむものもいる」

怜央：となると、私の役目はその連中の排はい除じよ？

ＧＭ：「そうです。……そして、データの確かく保ほを」

怜央：了りよう解かいしました。

ＧＭ：彼女の口の端はがここでくっと上がる。「データを狙ねらうものは、次に霧谷雄吾を狙うでしょう。そこを足がかりにして、調査を進めてください」

怜央：〝リヴァイアサン〟……、彼を？

ＧＭ：「十年前のデータの一部。……そのもっとも重要な部分を彼が持っています」

隼人：なにいいいいいいいいいっ!?

ＧＭ：「霧谷雄吾の持つデータが無ければ、十年前の再さい現げんはできない。……となれば」

怜央：ターゲットも動くということですか。……大がかりな〝プラン〟になりそうだ。

ＧＭ：「だからこそ」都築京香の目が、怜央をひたと見る。「あなたに動いてもらうのです」

怜央：身に余あまる光栄。……と言って深々と礼をします。

ＧＭ：都築京香はゆっくりとうなずいて、「あなたには辰巳狛江を付けましょう。……彼女も十年前の遺い児じ。動くには申し分のない人材です」

怜央：（にやりと笑って）ええ、彼女は優ゆう秀しゆうだ。……とても、ね。

椿：うわ！　ほめてない！（笑）

隼人：含みありすぎです（笑）。

ＧＭ：「そして最後に。……あなたにひとつ権けん利りを与あたえておきます」

怜央：…………。

ＧＭ：「必要であれば───ＵＧＮと協力しても構かまいません」

隼人：うお！

怜央：では、その言葉を受けて最後にこう言おう。




「全身全ぜん霊れいを懸かけて、〝プラン〟を遂すい行こうしましょう。……我が主マイマスター」




　そして獅し子しの騎き士しは再び外に出る。

　偽いつわりの体に光を浴び、実の体を闇に浸ひたし───。




　　　　＊　　　＊　　　＊




椿：相変わらず、悪役だなあ……（笑）。

狛江：でも、すっごい楽しそうだ（笑）。

怜央：楽しいぞお（笑）。……実際のところ、ＦＨの悪役っぽいところはこっちの担当だからな。やりすぎているような気がしないでもないが。

ＧＭ：いや、そんなこと無いですよ。遠藤さんのおかげで、都築京香がどんどん悪そうになって個人的にはうれしいです（笑）。

怜央：ああ、それならよかった。……都築京香は俺の中でもスゴく悪い奴なので、喜んでもらえるとうれしい（笑）。

狛江：日本のＦＨで一番偉い人ですもんねー。

隼人：まあ、必然的に悪くなるよな（笑）。











MIDDLE PHASE









◆Middle 01◆日常の枠わく


Scene Player ─── 高崎隼人






　何事もなく朝を迎むかえ、何事もなく学校に行き、何事もなく授じゆ業ぎようが終わる。

　伊織がいなくなってから数日、隼人は平へい穏おんな時を過すごしていた。




ＧＭ：というわけで、ミドルフェイズ。最初は隼人のシーン。

隼人：登場の侵しん蝕しよく率りつは……３。ちょっと低め。

ＧＭ：オープニングから何日かたったと思ってくれ。傷きずも癒いえたし、後始末も一ひと段だん落らくついた。

隼人：ぼろぼろになった制せい服ふくも新しいのを用意してもらったりして。

ＧＭ：そうだね。……でも、あれ以い降こうなんの進しん展てんもない。ＦＨもまだ姿すがたを見せていない。

隼人：じゃあ、一いち応おう学校には通いつつ調ちよう査さの日々を。まだ俺達は霧谷家にいるのかな？

狛江：それはいるでしょう（笑）。

隼人：うう、やっぱり落ち着かない（笑）。

ＧＭ：で、今日も学校が終わり帰り道。……やっぱり何もつかめない。

隼人：もやもやするっていうか、いらつくな。……俺おれ、こんなに平穏が嫌きらいだったっけか。

ＧＭ：自分でも納なつ得とくのいかない感かん情じようを持てあましながら、隼人は歩く。……気がつけば駅前の商店街付近にやってきている。夕暮ぐれの商店街には、食事に来たのであろう家族連れや買い物に悩なやむ主しゆ婦ふ、ファーストフード店ではしゃぐ学生たちが見える。

隼人：……平穏な、日常。




　その時。

　隼人には、その風景が一枚まいの写真のように見えた。穏おだやかで優やさしく、温かで静かな日常。

　──だが、その中に隼人自身の姿はない。




隼人：思わず懐ふところの写真に手を伸のばして……、だが取り出せない。あの写真の中に俺だけが抜けているんじゃないか、そんな不安を感じる。

ＧＭ：あたりの風景からキミだけがぽっかりと抜けてしまったような感覚だ。……その時に、キミの横を通り過ぎる学生がぼそりとこう言う。「お前に平穏を味わう権利などない」

隼人：うおっ、誰だっ!?　あわてて身を起こして、そっちを見るぞ！

ＧＭ：隼人が振ふり向くと、そこにはキミと同じ学ランを着た少年が立っている。隼人と同じような背せ丈たけ、同じような体つき。ただ違ちがうのは、少し伸びた前まえ髪がみの向こうでぎらついている目。……その目にはこれ以上ないくらいの憎ぞう悪おが燃もえている。

隼人：…………誰だれだ、お前は？

ＧＭ：彼はその一言を聞くと、ギリッと音が聞こえるくらい歯がみをする。激げつ昂こうする直前になんとかギリギリのところで抑おさえている、そんな感じだ。そして彼は、「まだ、まだそんなことを言うのか……っ！　まだ、その程てい度どの認にん識しきなのか……！」と、うめくように言う。

隼人：その殺気に恐きよう怖ふを覚えつつも言うぞ。……お前は俺の何を知っていると言うんだ!?

ＧＭ：「俺はお前がどれだけ血ち塗ぬられているかを知っている。どれだけ罪つみ深ぶいかを知っている。……お前の十年前の姿を知っている」

隼人：な───に？

ＧＭ：「だが……、今のお前を見て失望した。平穏に焦こがれている？　日常を護まもる？　笑わせるな。お前はそんなことができる人間じゃない」

隼人：…………っ！

ＧＭ：少年は言葉をたたきつける。「大体、お前は自分がどこにいるのかわかっていない」

隼人：どういう、ことだ？

ＧＭ：「霧谷だ。あの男の元にいるなど、吐はき気がする」

椿：…………え？

隼人：霧谷、だと？

ＧＭ：「さっさと本当の記き憶おくを取り戻もどせ。……早く、思い出してやれ」

隼人：思い出して、やれ……？

ＧＭ：そして少年は隼人が呆ぼう然ぜんとしている間に、くるりと背せを向け人混ごみの中に消えていく。

隼人：待て！　と叫さけんで追いかけようとして、俺の脳のう裏りに何かが浮うかびかけて足が止まるという感じで。

ＧＭ：了りよう解かい。後を追おうとして、隼人は立ちくらみで膝ひざをついてしまう。そして───。




　血に染そまった漆しつ黒こくの剣けん、紅あかい光に染められた通路。

　惨さん劇げきの記憶が再ふたたび隼人の脳裏を駆かけめぐる。だが、その向こうで……。




「大だい丈じよう夫ぶ、キミは必ず戻れる。そう信じるんだ」

　死と絶ぜつ望ぼうに彩いろどられた記憶の向こうに、何か暖あたたかいものが見えた気がした。だが、それはすぐに手からこぼれてしまう。




　気がつけば、隼人はその場にうずくまっていた。

　……少年の姿すがたは、もうどこにもなかった。







◆Middle 02◆再びこの地へ


Scene Player ─── 辰巳狛江






　梶かじ浦うら市の街はずれに止まった乗用車の中から、辰巳狛江は飛び出した。

　数日ぶりに見る梶浦市。……何が変わったというわけでもないが、彼女の目にはどことなく違ちがって見えた。

　なぜなら、今の彼女はＦＨの正せい規きエージェントなのだから。




ＧＭ：では、次のシーンは狛江。

怜央：む、ならば私も登場しておこう。……また《ハンドリング》だが。

一同：やっぱりか──────っ！（笑）

隼人：また会えない気がする……（笑）。

怜央：はっはっは、展てん開かい次し第だいさ（笑）。

狛江：じゃ、このシーンは怜央さんから任にん務むの内ない容ようを受け取るシーンですね？

怜央：そうだ。

ＧＭ：場所は梶浦市のはずれ。さびれた路地の奥おくだ。

狛江：じゃあ子こ供どものライオンの前に、かしこまって正せい座ざしてます（笑）。

怜央：さて、では今回の任務を伝える。……と、ライオンが言うわけだが（笑）。

狛江：はい！　……で、何をするんでしょう？　とりあえずわけもわからないまま梶浦市に戻ってきたんですが。

怜央：我われ々われの任務はいまだこの街に留とどまっている高崎隼人くんをはじめとしたＵＧＮの連中を使い、〝敵てき〟をおびき出すことにある。

狛江：〝敵〟……ですか？　それはどんな？

怜央：（黙だまって眉をひそめる）

狛江：は！　すいません！　聞いちゃいけないことだったんですね！　あわわわ、あたしのデビュー戦なのに……。い、今の査さ定ていに響ひびきますか!?（笑）

隼人：流れるような反はん応のうだな（笑）。

怜央：〝敵〟は十年前のデータを求めるものだ。その正体を探さぐり、これを殲せん滅めつする。

狛江：ということは、あたしの役目はＵＧＮの連中を監かん視しするとかですかっ!?

怜央：（さらりと）いや、キミは高崎くんと友達になりたまえ。

狛江：…………は？

怜央：キミもまた、十年前の生き残りだ。〝敵〟にとっては価か値ちのある人間。囮おとりになるには十分と言える。……どうした、そんなにイヤそうな顔をして。

狛江：いや……、その……、なんとなくトラウマが。彼が〝ダインスレイフ〟なら、あたしは前に負けたわけですし。

怜央：しかし、この間は勝っただろう？

狛江：う、確たしかに、そうですが……。と、眉まゆを寄よせます。

怜央：ならば、何の問題がある？

狛江：うー…………。（真ま面じ目めな顔で）ひとつだけ、あります。

怜央：（やはり真面目な顔で）聞こう。

狛江：彼は───空手に興きよう味みあるでしょうか？

一同：関係ねえええええええええええっ!!（笑）

隼人：なんでそこに焦しよう点てんがあるんだ！（笑）

椿：し、信じられない……（笑）。

怜央：では、その言葉には冷静に返そう。……キミの努力次第だろう（笑）。

狛江：は！　了解です！（笑）

ＧＭ：うまい切り返しだなあ（笑）。

狛江：では、さっそく彼らに接せつ触しよくしようと思います。……怜央さんはどうするんですか？

怜央：私もこの姿で一部始終を見守ろう。何かあれば、適てき時じ報ほう告こくをするように。

狛江：了解しました！　……そう言ってライオンを抱かかえて霧谷家の方に走っていきます。

ＧＭ：了解（笑）。じゃあ、一度ここでシーンを切ろう。







◆Middle 03◆伊織の顔


Scene Player ─── 玉野椿






　一方その頃ころ。椿もまた進展しない状じよう況きようにいらだっていた。




　十年前の研究、隼人の過か去こ、伊織の裏うら切ぎり……。

　考えることはいくらでもあるのに、一いつ切さい答えが出ない。何を信じていいかわからない。

　今までの任務とは違ちがう、何か危あやういものを椿は感じ取っていた。




ＧＭ：では、椿のシーン。キミもまた、隼人と同じく調査を続けているわけだが。成果はまったく上がっていない。

椿：うーん……。

ＧＭ：学校の地下にあった施し設せつも沈ちん黙もくしちゃってるし、道場は無人のままだし。

狛江：えぇっ!?（笑）

隼人：まあ、狛江ひとりしかいなかったんだからなあ（笑）。

ＧＭ：ま、そうだね（笑）。で、手て応ごたえのないまま数日。打てる手も少なくなってきた。

椿：家に帰れば、ご飯は食べられるけど（笑）。

隼人：無む駄だに豪ごう勢せいな料理がな（笑）。

椿：微び妙みように手持ちぶさたな感じ。……とりあえず、ボタンの散歩にでも出かけよう。

ＧＭ：ん、了りよう解かい。じゃあ、川辺の土手あたりで。

椿：ボタンの首からリードをはずして、走らせよう。

ＧＭ：ボタンは嬉うれしそうにあちこち走る。その周りでは、子こ供どもが嬌きよう声せいを上げて遊んでいたりするよ。

椿：ぼんやりと、それを見守ってます。……こんなのでいいのかなあ。

ＧＭ：では、しばらくボタンは飛び回るようにしてはしゃいでいる。……しかし、ふとした瞬しゆん間かんにピタリと動きを止め、下流の方へと顔を向ける。

椿：……？　そっちを見てみますが？

ＧＭ：すると、遠くの方に伊織らしき人ひと影かげが見える。後ろ姿すがただけどね。

椿：えっ!?

ＧＭ：彼女はだんだんと遠ざかっていく。

椿：追いかけます！　全速力で！

ＧＭ：椿が近づくと、相手も振ふり向く。それは確たしかに柏木伊織その人だが───。




　椿は一瞬目を疑うたがった。椿の知る伊織は表ひよう情じよう豊ゆたかに、感情を表あらわす少女だった。

　だが、今、目の前にいる伊織の顔には───何の表情も浮うかんでいなかった。




ＧＭ：伊織は椿の顔を見ると、「まだ……この街にいたんだ」と言い放つ。

椿：伊織……。

ＧＭ：「…………」彼女は黙だまってキミの方を見ている。

椿：この街で、まだ探さがすものがあるから。……とまどいながら、そう言います。

ＧＭ：「何を、探すの？」伊織の表情は変わらない。

椿：十年前の、手がかりを。

ＧＭ：「十年前、か。それは椿には───あなたには関係ないこと」

椿：……え？

ＧＭ：「悪いことは言わない。この梶浦市を離はなれて、違う任にん務むにでもつきなさい。……あなたにはできることがたくさんある」淡たん々たんと、伊織は言う。

椿：私は……、そんな風には思わない。

ＧＭ：伊織はひとつため息をつく。「わかった。じゃあわかりやすく言う。……椿、あなたがいると邪じや魔まなの」彼女は殺気のこもった目で椿を見る。……その目は本気でキミを排はい除じよするつもりだ。

椿：…………。

ＧＭ：「…………」

椿：今は、別の任務につけって言われてもきっと行かないと思う。この件けんを見み届とどけなきゃいけない気がする。（少し笑って）……逆さからいぐせがついたかな。




　沈黙を保たもったまま、ふたりは立ちつくす。

　どうあっても退ひくつもりはないことは、お互たがいに理解していた。




ＧＭ：「……変わったね。前は任務第一で、それ以外には目もくれなかったのに」……ほんの少しだけ、声が柔やわらかくなる伊織。

椿：……うん。

ＧＭ：「でも、さっき言ったのは本当。……十年前の出来事と椿は関係ない。だから、はやくこの街を出て」そう言って、伊織は身を翻ひるがえす。

椿：伊織。どうしてＵＧＮを出たの？　それには何か理由があるんでしょ？

ＧＭ：「それが知りたければ、自分で調べて。……敵てきである私から話すつもりはないから」そして伊織は駆かけだしていく。

椿：…………それを見送ってから、家に戻もどります。

ＧＭ：では、そこでシーンを切ろうか。







◆Middle 04◆最初の襲しゆう撃げき


Scene Player ─── 高崎隼人






　霧谷家の扉とびらの前で、隼人は悩なやんでいた。

　あの少年に言われたことが、いまだに頭の中に響ひびいている。

　───霧谷雄吾は本当に信用できるのか？

　───そもそも、自分自身が信用できるのか？

　答えはまるで出ないままだ。




ＧＭ：では、次のシーンは隼人。さっきの邂かい逅こうの後、家に戻ってきたところだ。

隼人：俺おれは家の前で扉を開けられずに悩んでますよ。……一体なんなんだ、とか考えながら。

椿：あ、じゃあ登場します。ボタン連れて。

ＧＭ：了りよう解かい。

椿：……何してるの？

隼人：お、おう。椿か。

ＧＭ：ふたりとも、どこか微び妙みような顔をしているわけだが。

椿：ほんと、どうしたの？　中にも入らないで。

隼人：あー……、いや、その。

狛江：…………中からはボルシチの香かおりがする（笑）。

隼人：そうだ！　今日はどうやらボルシチらしいと思ってな、ほら、それだよ！（笑）




　どれなんだ。




ＧＭ：混こん乱らんしてるな、おい（笑）。

隼人：どーしたもんかなあ。霧谷さんが怪あやしいってすぐに言うのもなあ……。むむむ。

椿：隼人が混乱しているっぽいので、話題を変えよう。家の方に目を向けて。……霧谷さん、あんまり変わらないね。

隼人：（息をついて）…………そうだな、妹さんがあんな事になっちまったのにな。

椿：表に出してないだけなのかな。そう見えないだけで。

隼人：あの人はいつも底が知れないからな。……ほんとに底が知れない。昔何をしていたんだろう。チクショー、また考えはじめちまう（笑）。

椿：ちょっといぶかしげな顔で隼人を見ます（笑）。

ＧＭ：（隼人に）どうする？　ここで言う？　それともまだやめとく？

隼人：う──────ん。……ちょっとここで結けつ論ろんは出そうにないんで、イベントがあるなら起こしちゃってください。

ＧＭ：了解。……唐突にあたりの空気が変わる。それはキミたちにはなじみ深い空気だ。

椿：《ワーディング》！

ＧＭ：さらに、あたりに殺意をともなった気配が複ふく数すう。……いつのまにか、ずいぶん近くまで接せつ近きんされてる。

隼人：手て練だれか。……イヤ、俺達の気が抜ぬけていたのか。

ＧＭ：ゆらりと音もなくあらわれるのは、サラリーマン、主しゆ婦ふ、子こ供ども、学生の四人。どいつも無む表ひよう情じような顔をしている。

椿：操あやつられている……？〝スリーパー〟みたいに？

ＧＭ：（にやり）さあ？　そこまではわからないけど、少なくとも動きはプロのそれだね。

狛江：はい！　ここで登場していいですか!?

ＧＭ：いいよ。もともとこっちに向かっていたし、《ワーディング》に感知して急いだことにすればいいだろう。

怜央：ふむ、ではこちらも登場しよう。……基き本ほん的には見守るだけだが。

ＧＭ：で、どうやって登場する？

狛江：え？　……え───っと。

ＧＭ：…………。

怜央：…………。

狛江：お面をかぶって、「あたしはＦＨとは何も関係ない空手仮か面めん！」と叫さけぶとか？




　凍こおり付く一同。




一同：なんでそうなるんだああああああああああああっ!!（笑）

狛江：いや！　ほら！　いろんなところがごまかせるかな───って！（笑）

隼人：ごまかせませんって！　だいたい服ふく装そうでバレバレじゃないですか！（笑）

怜央：それで押おし通そうと思うあたりがすごいな（笑）。

狛江：と、と、と、とりあえず戦せん闘とうに雪な崩だれ込こんでくる感じで！

椿：…………あー、お腹よじれるかと思った（笑）。

ＧＭ：じゃあ、あらためて戦闘開始しようか（笑）。




　笑いを抑おさえて、コマを配置するＧＭ。ＰＣ四人、敵てきが四人、そしてもうひとつコマを置く。




隼人：あれ？　なんかひとつ多いよ？

ＧＭ：ああ、これ霧谷。家の中にいる相当だけど。

椿：霧谷さんっ!?

隼人：コマを置くってことは、狙ねらわれるってことか！

怜央：（にやりと笑う）




　特とく殊しゆな状じよう況きようで戦闘に入る四人。

　ＰＣ全員が先手を取るものの、慣なれないシチュエーションにとまどったのか、怜央をのぞいた三人で攻こう撃げきして、倒たおしたのはわずかに一体のみ。

　そして敵は全員家へと侵しん入にゆう。霧谷に接敵した。




隼人：やべえええええええっ！　ここまで悪い出目が連発すると思わなかった！

狛江：侵しん蝕しよく率りつ上がってないけど、それなりに本気だったのに……。

ＧＭ：こっちも思ってなかったよ。……いやあヤバイね、これ。

怜央：霧谷のＨＰはそんなに高くない。《リザレクト》はできるかもしれないが、マズイことには変わりないな。

椿：（自信ありげにうなずいて）大だい丈じよう夫ぶ、まだ何とかなる。

隼人：何かあるのか？

椿：このまま敵を殲せん滅めつできれば間に合うし、もしできなくても《妖あやかしの招まねき》を使えばいい。

狛江：ああ！　対象を自分のいるところに引きつけるエフェクト！　役に立つじゃん！

椿：ビジュアルイメージ優ゆう先せんで取ったんだけど。……こんな風に役に立つなんて（笑）。




　だが、結局は霧谷の周りに集まった敵を隼人が高い達成値で一いつ蹴しゆう。

　戦闘は終しゆう了りようとなった。




隼人：あ、あ、あっぶね～～～～～～。

ＧＭ：霧谷は、静かな顔で「危あぶなかったですね」と一言。

隼人：危なかったじゃねえだろ！　逃にげるなんなりしてくれ！

ＧＭ：「……そうですね。その方が、良かったですよね」と、どこかあきらめたような、上の空のような感じで霧谷は言う。

椿：霧谷さん……？

隼人：霧谷さん、コレは一体なんだ？　あんた何か知ってるのか？　彼の目を見て言うぞ。

ＧＭ：「私にもはっきりとしたことはわかりません。事じ態たいは動き出したばかりです。ですから───まずは調ちよう査さが必要ですよ」あくまで霧谷の口調は変わらない。

隼人：チッ……。あんたの言うことは確たしかに正しい。正せい論ろんだよ。

ＧＭ：「すみませんね」と、ちょっと含ふくむような口調で言う。

椿：…………。

ＧＭ：「……ところで」

椿：はい？

ＧＭ：霧谷は狛江を指して言う。「彼女はなぜここに？」

隼人：…………（狛江を見る）。

椿：…………（狛江を見る）。

狛江：ま、間に合ってよかった！　あたしがいなきゃ危ないところだったね！（笑）

隼人：って、お前一回も攻撃当ててないだろおおおおおおおおっ！（笑）

椿：ということは、奴やつらの仲間？（笑）

狛江：えっ!?　ちが、違ちがうって！　さっきはホントにはずしただけ！　普ふ通つうに攻撃する気だったの！　（倒れている奴を殴なぐって）こいつめ！　こいつめ！　こいつめ！（笑）




　やりすぎである。




狛江：ほら、まあちょっと聞いてよ。……ね？

椿：……何を？

狛江：えーと……、キミたちは狙われてるの。

椿：まあ、そうみたいね。たった今、襲われたの。

狛江：えーと、えーと……。なので大変不本意だが、あたしが守ってやらんでもない。

隼人：そんな押しつけがましい護ご衛えいがいるかあああああああああっ!?（笑）

狛江：ああっ!?　なんだか巨きよ大だいな誤ご解かいがっ!?（笑）

ＧＭ：どうみても自じ業ごう自じ得とくだっ！（笑）

椿：だいたい、あなたはＦＨじゃないの？　それとも、抜ぬけ出してきたの？

狛江：え？　いや、そこは……その……。───困こまり果ててライオンを見る！　怜央さん、どーしましょう～～～～～～？（笑）

怜央：ならば曲がり角からサインを出してやろう。「正体、バラシテヨシ」（笑）
















隼人：どんなサインだ、それっ！（笑）

椿：しかもライオンがやる（笑）

狛江：（二、三度うなずいて）はい！　わかりました！

ＧＭ：わかるのか！（笑）

狛江：じゃあ、とりあえずみんなに言おう。……確たしかにあたしはＦＨに入ったけど。ほら、十年前の関係者じゃない？

隼人：…………なんとなく渋しぶい顔になります。

狛江：だから……ええと、きっと重要な情じよう報ほう源げんになるんじゃないかなーと。

椿：なんで自信なさげなの（笑）。

狛江：と、とにかく！　ここで隼人のガードをしろって言われたの！　上から！（笑）

ＧＭ：うわ、全部言った（笑）。

隼人：もう、毒気抜かれて戦せん闘とう態たい勢せいを崩くずそう（笑）。

椿：どうします？　霧谷さん。

ＧＭ：「せっかく見せた動きのひとつです。……こちらに引き入れて問題は無いと思いますよ」なんてことはなさそうに、霧谷は言う。

狛江：さすが！　話がわかりますね！　ところでこちら隼人くんのお父さんですか？　どっかで見たことがあるような気もしますけど（笑）

隼人：そこまでやるか！（笑）

ＧＭ：「いやあ、こんなに大きな息むす子こを持つような歳としじゃないですよ。はっはっはっは」

隼人：アンタも受けるなよ！（笑）

怜央：予よ測そくどおり、毒にも薬にもなっていないな。それでいい（笑）。

椿：でも……狛江と敵てき対たいしていたってことは、この襲しゆう撃げき者しやは何者？

隼人：そっか。ＦＨの連中じゃないのか、こいつら。

狛江：（あっさりと）ＦＨでここに来てるのはあたしと上司の人くらいだよ。こんな人たちは知らないけどなあ。

椿：え？　でもさっき私、伊織に会ったけど……？

怜央：む。では、それを聞いてピクリと反はん応のうしよう。

隼人：伊織に？　……あいつ、何か言ってたか？

椿：何かすることがあるって言ってた。伊織が今何をしているのか、全然聞けなかった。

隼人：……うまくやってんのか？　アイツ。

狛江：（横から割わり込んで）ね、伊織ってそっちから見れば裏うら切ぎり者でしょ？　どうしてそんなに心配するの？

隼人：あいつは俺おれたちの仲間だからだ。……少なくとも、俺はまだそう思ってる。

椿：私も同じ。それに、伊織が私たちの元を離はなれたのも何か理由があるはず。

狛江：……ふーん。なんとなく不思議そうに声を上げよう。

ＧＭ：では、ここで一度シーンを切ろうか。

狛江：その前にロイスを取ります。隼人に〝好こう奇き心〟。仲間について言ってくれたんで。

隼人：俺も霧谷に取ろう。……もう、いろいろ怪しすぎ（笑）。

ＧＭ：ん、了りよう解かい。






〝スリーパー〟　第一巻『偽りの仮面』に登場した洗脳方法。潜在意識下にＦＨへの忠誠心をすり込むことで、被験者にはまったく気付くことなく洗脳が施せる。










◆Middle 05◆十年前の傷痕あと


Scene Player ─── 春日怜央






　怜央は闇やみに包まれたまま、思考を巡めぐらせる。

　柏木伊織が梶浦市に来ているという事実は面おも白しろい。調べてみる価か値ちがあるだろう。




　彼の両手は、思考と同時に調ちよう査さを開始していた。




ＧＭ：では、次のシーンは怜央。

怜央：ふむ、まずは伊織について調べるか。前回から気になってはいたしな。

ＧＭ：了解。

怜央：では、ＦＨ内からネットワークを介かいして伊織について調べよう。〈情報：ＦＨ〉の判はん定ていでよいかな？

ＧＭ：もちろん。

怜央：ではコネクションであるＦＨ情報部も動員し、ダイスは９個こ。

狛江：９個！　すごい！

怜央：エフェクト使えばもう少し増ふやせるが、まあ今はいいだろう。

隼人：まだ増えるのか（笑）。

怜央：では……、出目は19。達成値は20だな。

ＧＭ：エフェクト使わないでこれか（笑）。……では情じよう報ほう収しゆう集しゆうをはじめて一時間後、怜央の端たん末まつには伊織のデータがずらりと並ならんでいる。

怜央：では、ひとつひとつ検けん証しようしていこうか。……彼女には我われ々われとは別系けい統とうでＦＨの指令が出ている？

ＧＭ：いいや、何も。彼女に出されているのは待機命令のみ。だから梶浦市に来ているのはおかしい。

怜央：個人的な事情でそこにいる、ということか。では、彼女と十年前の研究との関かかわり合いは？

ＧＭ：彼女もまた、十年前の研究で実験体にされた人間のひとりである。

怜央：確たしか、都築京香もそう言っていたな。

ＧＭ：そして伊織に関してもうひとつ。

怜央：……ふむ？

ＧＭ：彼女は見た目こそ健康そうに見えるが、体の中はあちこちが傷いたんでいる。自分のオーヴァード能のう力りよくに体が耐たえ切れてない。

怜央：ほう？　自分で自分を傷きずつけているのか。

椿：…………。

ＧＭ：今すぐに死ぬようなことは無いけどね。ただ、前線で戦い続けるようなことをしていれば、いつ倒たおれてもおかしくない。

怜央：それは、十年前の研究の副作用なのか？

ＧＭ：十中八九そうだと思われる。……だからこそ、原げん因いんも不明で処しよ置ちが施ほどこせてないんだけどね。

隼人：…………。

怜央：面白い。ならば、この情報は狛江にも伝えておこう。……電話をかけます。

狛江：あ、じゃあ登場ですね。侵しん蝕しよく率りつを……うあ、10も上がった。

怜央：潜せん入にゆうは完了したか？　とまず聞こう。

狛江：はい、成功です。やつらすっかり信じ切っていますぜ、へっへっへ（笑）。

椿：なんか言ってる、なんか言ってる（笑）。

狛江：で、今はボルシチをごちそうになっているところなんですが（笑）。

隼人：食ってんのか（笑）。

怜央：それでいい（笑）。……では、キミにひとつ知ってもらいたいことがある。

狛江：は、なんでしょうか。

怜央：とりあえず、伊織のことは全部話そう。……というわけで、彼女は個人的に研究に興きよう味みを持っている。それは間ま違ちがいないだろう。

狛江：…………じゃあ、彼女があの襲しゆう撃げきを？

怜央：どこかで繫つながっている可か能のう性せいは高いな。問題は、彼女ひとりであれほどの戦力を用意できるとは思えないことだ。おそらく、彼女の後ろには誰だれか違う人物がいる。

狛江：……はい。

怜央：ああ、それからキミも体には注意したまえ。……柏木伊織のようになって欲ほしくはないのでね。

狛江：あの……、伊織は本当に体が……？

怜央：先ほど伝えたことは、すべて真実だ。無む論ろん、これが彼女だけのケースなのか実験体全体に関わることなのか、それはわからないがね。

狛江：…………。

怜央：では、情報を伝えたので電話を切ろう。しばらくの間、そちらでも情報を集めたまえと言っておく。

狛江：はい、わかりました。

ＧＭ：では、またシーンを切ります。







◆Middle 06◆吹ふき出る疑ぎ惑わく


Scene Player ─── 玉野椿






　椿は悩なやんでいた。

　十年前の研究、プロジェクト・アダムカドモン。すべてはそこに集約している。

　隼人も、霧谷も、そして伊織も、過か去こに何かしらの思いを持って動いている。

　……椿だけが、自分だけが何もない。




　ならば、自分は何を知らなければならないのか。

　それは───。




椿：さすがに十年前の研究について調べたい。……本ほん格かく的に事実を知らないと、動きが取れない気がするから。

ＧＭ：なるほど。……でもそれは、ＵＧＮ関係だと秘ひ匿とく情報だ。強ごう引いんに引き出すことはできるかもしれないけど、難むずかしいぞ。

椿：それでも、知りたい。コネクションのＵＧＮ幹かん部ぶから少しでも話が聞ければ……。霧谷さんがいない時間を見計らって、携けい帯たい端たん末まつで連れん絡らくをつけます。

ＧＭ：了解。じゃあ、〈情じよう報ほう：ＵＧＮ〉で判はん定ていしてくれ。

椿：……基き本ほんが２個こ。コネクションと侵蝕率のボーナスでダイスは５個。

隼人：そこそこだな。

椿：……えい！　やった！　クリティカル！

ＧＭ：おおっ！

椿：あ、もう一回クリティカル！　達成値は30！

ＧＭ：つくづく思うけど、ホントこういうの強いなあ。椿は。

隼人：（何度もうなずく）優等生だ、まったく。

椿：いや、その……偶ぐう然ぜんなんですけどね。

怜央：それでもこれだけ続けばキャラクターになるさ。

ＧＭ：では、用よう件けんを聞いたＵＧＮ幹部はものすごい渋しぶい顔になる。「……本当にそのプロジェクトの詳しよう細さいを聞きたいのかね」

椿：……なんとしても。

ＧＭ：幹部は大きなため息をつく。「仕方ない。……他ほかならぬキミの頼たのみだ。私で回せる限かぎりの資し料りようを回そう。ただし、データはすぐに消去すること」

椿：わかりました。

ＧＭ：そう言って通信は切れる。そして、すぐにデータが送られてくるよ。

椿：……確かく認にんします。

ＧＭ：基本的な経けい緯いに関しては、オープニングで霧谷に言われたとおり。ジャーム化を戻もどす研究から始まって、それが暴ぼう走そうした。

椿：はい。

ＧＭ：そして研究は、どうすれば人はジャームになるか、どんなジャームになるかという方向にシフトした。……その頃ころには、人体実験も無数に行なわれていた。近くで事じ故こに遭あった子こ供どもを実験体にしたりね（隼人を見る）。

椿：え……？

怜央：なるほどな。隼人が事故に遭った、というところまでは真実だったということか。

ＧＭ：そういうこと。彼を実験体にしようと言い出したのがＵＧＮなのかＦＨなのかはもうわからないけれど。

隼人：…………。

ＧＭ：そして研究の対象は、最終的に人間がいかにジャーム化するか、どうすればジャームにならないかに移うつっていった。

怜央：ジャームにならない人間、か。……確かにそれは、アダムカドモンの名を冠するにふさわしい存在だが。

狛江：ちょっと、想像つかないですけどね。

椿：その頃に、〝ダインスレイフ〟が暴走した？

ＧＭ：そう。そして研究所が崩ほう壊かい、研究内容もほぼすべて消しよう滅めつした。

椿：……実験体の生き残りのリストは？

ＧＭ：ＵＧＮで確かく保ほしたものは確認できるよ。

椿：その中に、隼人と伊織の名前はある？

ＧＭ：伊織も隼人もある。正せい確かくには隼人の本名だけどね。……隼人の欄らんには、備考で〝ダインスレイフ〟実験体と書かれている。

怜央：……微び妙みような書き方だな。

椿：…………。

ＧＭ：そしてもうひとつ重要なことが書かれている。

椿：それは？

ＧＭ：研究データの封ふう印いんを示しめす一文があるんだけど、その最後にこうある。「───以上の理由を持ち、私、霧谷雄吾の責せき任にんを持ってこれを封印指定とする」

椿：霧谷さん!?

狛江：……え？　霧谷もこのプロジェクトに関かかわってたってこと？

怜央：そうなるな。少なくとも、最後の時点では無関係ではなかった。

隼人：……そろそろ椿にも、アイツのことを知らせるべきだな。ＧＭ、俺も登場したい。

ＧＭ：了りよう解かい。

隼人：ついでに、さっきの襲しゆう撃げきについて調べてきたってことで判定していいかな？　それで家にいなかった理由にもなるし。

ＧＭ：判定するんなら別にいいよ。どうせ情報交こう換かんはしなきゃいけないしね。

隼人：ん。じゃあ、〈情報：ＵＧＮ〉で。……達成値は10。

ＧＭ：倒たおした連中の身元を調べたところ、全員ＵＧＮのイリーガルだったことがわかる。

隼人：うお、ＦＨエージェントくらいは予想してたんだけど。ＵＧＮか！

ＧＭ：そう。……で、もちろん操あやられていた間の記き憶おくはほとんど無いんだけど。一部だけ覚えていることがある。

隼人：……それは？

ＧＭ：彼らを操ったのはふたりのＦＨチルドレンだったという。ひとりは伊織。……これは写真まで見せて確かく認にんした事実だ。

椿：…………。

ＧＭ：もうひとりは〝マガミ〟と呼よばれていた少年。隼人と同じ学生服を着ていたらしい。

隼人：アイツか……。伊織ともつながってやがるんだな。

ＧＭ：情報はそんなところだ。

隼人：家に帰って、椿の姿すがたを見て声をかける。……よお、情報少し調べてきたぜ。

椿：（眉まゆを寄よせて）こっちも、あんまり知りたくない事実を知ってしまったところ。

狛江：……あたしも登場する。この情じよう報ほうは知っておきたい。

ＧＭ：了解。……シーンプレイヤーの椿はいい？

椿：うん、構かまわない。

狛江：じゃあ隼人にちょっと遅おくれて扉とびらを開ける。……ただいま～（笑）。

隼人：ここに住んでんのかよ！（笑）

狛江：まあまあ、細かいこと言わない。ほら、霧谷さんもいいって言ってくれたよ？（笑）

隼人：言うのか！（笑）

椿：……言いそうだなあ（笑）。

狛江：で、どうしたの？




　その後、お互たがいの持つ情報を交換する三人。

　椿は十年前の研究に霧谷が関わっていたこと。

　隼人はマガミと呼ばれる少年が伊織に関わっていること。おそらく、その少年が霧谷のことを憎にくんでいること。

　狛江は伊織の体が想そう像ぞう以上に悪いことを話した。




隼人：前に俺おれが会った、マガミらしきあいつも霧谷のことを憎んでいる様子だった。……やっぱり霧谷さんには何かがあるんじゃないか？

椿：もしかしたら、その発言は隼人を揺ゆさぶるのが目的だったかもしれないわよ。

隼人：う……。

狛江：（あっさりと）ああ、揺さぶりとかには弱そうだもんね（笑）。

隼人：お前に言われたくないわ！（笑）

椿：……でも、実じつ際さい私が調べた情報でも霧谷さんの名前が出てきてしまった。隼人の言うことをすべて否ひ定ていするわけじゃない。

隼人：…………。

狛江：でも、マガミって誰のことだろう。……一いち応おうＦＨチルドレンってことだけど。

隼人：お前が知らないことを俺たちがわかるわけないだろ。……ホントに何も知らないのか。

狛江：うん、全然知らない。……実際、あたしが今ＦＨで知ってる人って伊織と春日さんくらいだもん。

隼人：ちっ……しょうがねえか。

椿：伊織の体も心配ね……。

狛江：（独ひとり言のように）もし今度会うことがあったら、ちゃんと本部に戻もどるなり、治ち療りようを受けるなりしろって言わなきゃ。……うん。

隼人：いや、お前の言う本部って……ＦＨ？

狛江：そうだよ？

椿：……そっちに連れて行かれるのは、こっちとしてはね（笑）。

隼人：で、お前はなんともないのか？　十年前の生き残りだろ？

狛江：（胸むねを張はって）大だい丈じよう夫ぶ、もう風か邪ぜもひいたこと無いくらい元気。乾かん布ぷ摩ま擦さつだって、寒中水泳だってやっちゃうよ（笑）。

椿：元気……みたいね（笑）。

狛江：隼人はどうなの？　そっちだってあたしや伊織と同じでしょ？

隼人：俺は───。……大丈夫、と言おうとして自分の手が血ち塗ぬられている様を幻げん視ししてしまい、口ごもる。

椿：……隼人？

隼人：（皮肉げに）〝ダインスレイフ〟ってのがなんなのか、本当にわからない限かぎりはとても大丈夫とは言えなさそうだな……。

椿：………………。

ＧＭ：よし、じゃあ情報交換も終わったから一度シーンを切ろう。

狛江：あ、今の内ない容ようをメールで怜央さんに送っておきます。

ＧＭ：了りよう解かい。







◆Middle 07◆闇やみに潜ひそむものたち


Scene Player ─── 春日怜央






　───面おも白しろい、また新しい要よう素そが登場した。

　怜央は再ふたたび闇の中でほくそ笑えむ。




　マガミ……ＦＨチルドレン。

　ＦＨ内にいるというのであれば、足取りはつかめるはずだ。




　怜央は再び、闇の中へと手を伸のばす───。




ＧＭ：では怜央のシーン。

怜央：やることはひとつだな。〝マガミ〟について調べよう。……ＦＨのネットワークなら調ちよう査さ可か能のうだろう？
















ＧＭ：もちろん。……むしろそうして欲ほしかったくらいだし（笑）。

怜央：では優ゆう秀しゆうな部下の報告を受け、調査を開始しよう。

狛江：優秀!?　あたし優秀!?（笑）

隼人：いいから落ち着け（笑）。

怜央：ＦＨ情じよう報ほう部ぶを動かし、さらに《地じ獄ごく耳みみ》も使う。ダイスは全部で11個こ。……達成値は19。まあまあか。

ＧＭ：では、またきっちり一時間後。怜央の端たん末まつに情報が送られてくる。

怜央：ふむ、確かく認にんしよう。

ＧＭ：該がい当とうするＦＨチルドレンがいる。名前は真神修夜まがみ・しゆうや、やはり十年前の生き残りのひとり。

怜央：……ふむ。

ＧＭ：ＦＨチルドレンとしてはかなり優秀な人材。諜ちよう報ほう、破は壊かい活動はもちろん、レネゲイド関連の研究者としても一流以上の能力を持っているらしい。

怜央：多彩な才能の持ち主、というわけか。

ＧＭ：…………ま、それはともかく。

椿：？

ＧＭ：彼は、ずいぶん前から十年前のデータに執しゆう着ちやくしていたらしい。少ない手がかりから独どう力りよくでいくつかの研究データを復ふく元げんしたりもしている。ただし、ＦＨ上じよう層そう部ぶには内ない密みつでね。

怜央：…………。

ＧＭ：そして、伊織が持ち帰った緒方のデータは現げん在ざい真神の元にある。

怜央：なるほど。……彼は十年前のデータを完全な形で復元したい、とそういうことだな？

ＧＭ：そうだね。動き方からすれば、彼の最終目的がそこにあることは明白だ。

怜央：だからこそ襲しゆう撃げきをかけたのか。……やはり彼も霧谷が最後のデータを持っていると知っているな。

ＧＭ：なお情報部を動員した結果、梶浦市で真神が使用している隠かくれ家の場所がわかる。梶浦市の繁はん華か街にある雑ざつ居きよビル、その四階。……複ふく数すうあるうちのひとつだろうけどね。

怜央：それはいいものを手に入れた。さて、この情報をどう扱あつうかだが……。

一同：…………。

怜央：（しばらく考えて）そうだな、狛江を通じて隼人くんたちに情報を流そう。……事じ態たいを動かすにはこれが一番いい方法だろう。

椿：……なんか、この人が〝プランナー〟に見えてきた（笑）。

隼人：むしろアレだな、ミニ〝プランナー〟。もしくは子〝プランナー〟（笑）。

怜央：ふっ、それは光栄だな。彼女は私にとって主人に当たるのでね。

ＧＭ：それでいいんですか（笑）。

怜央：いいんだよ（笑）。……じゃあここでシーンを切ってくれ。真神のところには私も行きたいので、シーンを変えて《ハンドリング》を使うから。

ＧＭ：了りよう解かい。……もう、シーンの切り方までＧＭみたいだ（笑）。







◆Middle 08◆憎ぞう悪おの炎ほのお


Scene Player ─── 高崎隼人






　薄うす汚よごれた階かい段だんをゆっくりと上がっていく。

　気配を殺し、足音を殺し、だが目的地に飛び込こむ時は一いつ瞬しゆんで。

　そして飛び込んだその先には───いつか見た少年がひとり座すわっていた。

　前のまま、暗い眼をして。




ＧＭ：では、次のシーン。……流れとしては、真神の元へ向かうシーンになるかな。

怜央：狛江を通じて、情報は渡わたす。無む論ろん、私も《ハンドリング》でついていくがね。

隼人：情報をもらえるんなら、もちろん行くぞ。

椿：同じく。

ＧＭ：じゃあ全員登場で。侵しん蝕しよく率りつを上げてください。

狛江：はーい。じゃあビルまで隼人と椿を引きずってきてから言います。……ここに伊織と

　〝マガミ〟、つまり真神修夜がいるらしい。

椿：…………その情報は正確？

狛江：（はっきりうなずいて）うん。あたしの上司が言ったから、間ま違ちがいない。

隼人：……それは信用できそうな気がしてきた（笑）。

狛江：正確には隠れ家のひとつらしいけど。何かの手がかりにはなると思う。

隼人：そうだな。……とりあえず、注意しながら中へ突とつ入にゆうするぞ。

ＧＭ：キミたちはビルの階段を上がり、該がい当とうする階の扉とびらを蹴けり開け、中に転がり込む。……そこはワンフロアすべてをぶち抜ぬきにしたガランとした空間だ。ただ、奥の方でコンピューターが低いうなり声を上げている。その前に、前に隼人にからんできたあの少年がひとり。

椿：伊織はいないの？

ＧＭ：姿すがたは見えない。

椿：…………………。

隼人：お前が───真神修夜か。

ＧＭ：「俺の名前まではたどり着いたようだな、高崎隼人」……彼の表情は、やはりいつかのように憎悪で歪ゆがんでいる。

狛江：伊織はどこだっ!?

ＧＭ：「……突然入り込んできて、ずいぶんと攻こう撃げき的だな」

狛江：はっ！　そうだ、先せん輩ぱいだ！　……ええと、真神先輩、伊織さんはどこですか？（笑）

ＧＭ：「…………お前みたいな後輩を持った覚えはない」

狛江：あ、ご挨あい拶さつが遅おくれました。つい最近ＦＨに入った辰巳狛江です（笑）。




　加速度的に腰こしの低くなる狛江であった。




隼人：なんですっかり下に入ってるんだよっ！（笑）

椿：ちょ、ちょっと笑いすぎて起きあがれない……（笑）。

ＧＭ：ううむ、すごい速さだったなあ（笑）。

狛江：いや、なんというか普ふ通つうに接せつしただけなんだけど……（笑）。

怜央：普通でアレなのか（笑）。

ＧＭ：まあいいや、ちょっと立て直そう（笑）。真神は狛江を無む視しして、ＵＧＮのふたりを睨にらみつける。「……で、ここには伊織を探さがしに来たってことか？」

椿：彼女がここにいないのはわかった。……じゃあ、どこにいるの？

ＧＭ：「アイツは、最後の仕し掛かけに行っている」ぼそりと彼は言う。

隼人：仕掛け、だと？

ＧＭ：「十年前の研究、その最後のデータ。……それを手に入れるための仕掛け、だ」

怜央：やはり霧谷を狙ねらっているのか。……と、内心で考えておこう。

椿：（ぽつりと）十年前のことなんて───いまさら蒸むし返してどうするの。

ＧＭ：「今さらだと!?」真神の口調が跳はね上がる！「〝今さら〟ではない！　……〝ようやく〟だ！　あの研究所が崩ほう壊かいして十年！　ついにここまでたどり着いた！」

隼人：……こ、こいつ。

ＧＭ：「ＦＨもＵＧＮも！　過か去この過あやまちなど、ただ蓋ふたをすればいいと思っている！　……ならば、その暗い蓋の下で死んだ奴やつらはどうなる!?」

狛江：……ぐ。……反はん論ろんできない。

ＧＭ：「生きている奴はいい。それだけでそいつには可か能のう性せいがある。……だが、研究の果てに命を失ない、体面のために歴史から名を失った奴らの無念はどうなる！　俺は奴らに報むくいるために、この十年を生きていた。それを〝今さら〟だと……っ！」純じゆん粋すいな怒いかりを、真神はたたきつけてくる。

隼人：……言葉が続けられねえ。

椿：じゃあ！　それで復ふく讐しゆうでもするっていうの？　ＦＨとＵＧＮに！

ＧＭ：「復讐などではない。そんなものが何にもならないことくらいはわかっている」あっさりと真神は言い、「……もっとも、個こ人じん的な感かん情じようで殺したい奴はいるがな」と隼人を睨む。

隼人：俺……か。

椿：…………。

隼人：俺は───俺はわからない！　教えてくれ！　一体俺は何をしたんだ!?




　その言葉を聞くや否いなや、真神から今まで以上の殺気が吹ふき付けてきた。

　───来る！

　隼人が、椿が、狛江がその殺気に当てられて、戦せん闘とう態たい勢せいをとる。

　だが……。




ＧＭ：真神は拳こぶしを堅かたく握にぎって、すぐ横のモニターにたたきつける。───ガシャン！　と音を立てて端末ごと破は壊かいされるモニター。

隼人：う……、怒りのスイッチを踏ふんじゃった気配。

ＧＭ：「……お前は……お前はどうして……っ！」自分の中にわき上がる殺意に耐たえて、真神は言う。拳からは血が滴したたっている。

隼人：ぐ……。何も言わずに、黙だまって見ていよう。

ＧＭ：では、しばらく睨みつけた後に真神は口を開く。「せいぜい霧谷にでも頼たのんで、みずからの真実を知るがいい。そしてその後で聞いてやる。……お前はその位置に立っていられるのかをな。その言葉を聞いた後で、俺がくびり殺してやる！」

椿：霧谷さん？　やっぱりあの人は研究に何か関係が……？

ＧＭ：「はっ、そんなことも知らないのか。あいつは───すべての研究の責せき任にん者だ」

隼人・椿・狛江：えええええええええええっ!?

怜央：……ふむ。

ＧＭ：「もともとは、プロジェクト・アダムカドモン自体があいつの提てい案あんしたものだと言う話だ。……だから、あいつはＵＧＮが封印した研究データそのものを持っている。俺おれたちはそれを狙う」真神はそう言い放つ。

椿：…………そんな。

ＧＭ：「今夜０時、もう一度お前たちのアジトを襲しゆう撃げきする。それまでに霧谷を問いつめるなり、逃にげるなりの準じゆん備びをしておくんだな」

狛江：襲撃予告!?

ＧＭ：その通り。真神はそう言うと、キミたちにくるりと背せを向ける。

隼人：待て！　ひとつだけ聞かせろ！

ＧＭ：「まだ、何かあるのか？」肩かた越ごしに、ギロリと睨にらむ真神。

隼人：お前は何をするつもりだ!?　復讐でなければ、何が目的だ!?

ＧＭ：「俺は仲間の死に価か値ちをつける」彼ははっきりとそう言う。

隼人：価値、だと？

ＧＭ：「十年前の研究で、あのプロジェクトで死んでいった実験体───仲間のためにできること。それはこの研究を復ふつ活かつ、完成させることだ」

椿：…………。

ＧＭ：「そして俺はこの内ない容ようをＵＧＮ、ＦＨ双方に公開する。十年前にあった事実を、そこで犠ぎ牲せいになった連中がいたことを、俺が刻きざみ込んでやる」

椿：……伊織も、同じ目的なの？




　椿はその時、初めて真神の中にほんのわずかだが怒いかり以外の感情を見た。

　それは、微かすかではあるが寂さびしさと呼よぶべきもの。




ＧＭ：「……あいつは俺とは違ちがう。だが、今は利害が一いつ致ちしている。十年前の実験体として、協力できる部分があるから協力しているだけだ」真神は再ふたたびキミたちから顔を背そむける。

椿：…………。

ＧＭ：真神の周りの壁かべや床が変化していき、彼を飲み込むようにうごめく。

隼人：…………。

ＧＭ：そして一いつ瞬しゆんの後、彼はその場からいなくなった。




　誰だれもがその場から動けなかった。

　真神の憎ぞう悪おに、意い志しの強さに、そして十年前という闇やみの深さに圧あつ倒とうされ。

　彼がいなくなっても、誰もその場から動けなかった。







◆Middle 09◆伊織の問い


Scene Player ─── 玉野椿






　真神との邂かい逅こうの後、椿は無言のまま霧谷家に戻もどってきていた。

　突つきつけられた真実を前に、思考がついていかない。

　ただ焦あせりだけが募つのっていく。このままでは───。




ＧＭ：では、次のシーンプレイヤーは椿。

椿：はい？　私ですか？

ＧＭ：そう。時間は霧谷家へ戻ってきてすぐ。自室に戻ってきたと同時に椿の携けい帯たいが鳴る。

椿：……？　とりあえず取りますが。

ＧＭ：「……椿？」電話の向こうからは、伊織の声がする。どこか、暗い調子だ。

椿：伊織!?　……今、どこにいるの？

ＧＭ：彼女は少しため息をつく。「それはこっちが聞きたい。……まだこの街にいるどころか、真神に会いに行ったって？　よく無む傷きずで戻って来られたね」ちょっとあきれた感じ。

椿：それは……、真相が知りたかったから。

ＧＭ：「……そんなものは、知らなくてよかったのに」

椿：それでも私は知ってしまった。…………伊織、それでも私は無関係な人間なの？

ＧＭ：「そうね。椿は十年前と関係はない。その重さを知る必要もない」

椿：（首を横に振り）そんなことはない。私にとって、伊織も隼人も仲間だから。……私にもその重さは知る必要のあること。

ＧＭ：「…………」

椿：教えて。……伊織はどうしてこんなことをするの？

ＧＭ：「…………」しばらく沈ちん黙もくした後、伊織はぼそりと言う。「その理由を話す前に、ひとつだけ聞かせて」

椿：（うなずいて）うん。

ＧＭ：「───チルドレンってなんだと思う？」彼女は唐とう突とつにそう言う。

椿：……チルドレン？

ＧＭ：「私たちチルドレンには日にち常じようが無い。私たちは幼おさないころからレネゲイドに侵おかされ、超ちよう常じようの力を手に入れてしまったから。できることは───他ほかの人の日常を護ること」

椿：そうね。……そのためにＵＧＮのチルドレンには厳きびしい訓練が課されるのだから。

ＧＭ：「じゃあ───他の人の日常を護ることがチルドレンのあるべき姿すがたなら、それができなくなったチルドレンはどうなるの？」

椿：それは……。

ＧＭ：「…………」

椿：…………。

ＧＭ：「今答えられないなら、それでもいい。……でも、十年前の重みを知るつもりなら考えておいて欲ほしい」

椿：ごめん。

ＧＭ：「約束してくれればいいよ」ちょっとだけ昔のように、伊織の口調が和やわらぐ。

椿：……必ず、答えは出すから。

ＧＭ：「うん」と、伊織はここで少し息をつく。「私の目的も、真神と同じ研究データを完成させること。……でも、私とあいつは少しだけ目的が違ちがう」伊織の口調が戻る。

椿：…………。

ＧＭ：「私は、自分が助かるために完全な研究データを欲ほつしている。この体に少しでも命を留とどめるために、データが欲しい。……そうしなければ、私は存そん在ざいする意い義ぎが無いから」

椿：なら、どうして私たちに───？

ＧＭ：（椿をさえぎり）「最後のデータを持っているのがあの人───霧谷雄吾だから。あの人はＵＧＮ日本支し部ぶ長として、絶ぜつ対たいにデータを手放さない。それは椿にもわかるでしょ」

怜央：妹ならなおさら、個こ人じん的な事じ情じようで封ふう印いんしたデータを使うことはできないだろうな。

椿：…………。

ＧＭ：「でも、真神のように研究データを公開するつもりもない。……データを使うのは誰かを助ける時だけで十分」

椿：何か、するつもりなの？

ＧＭ：「……次の襲しゆう撃げき、真神は本気で来る。私もそれだけのメンバーを集めた。椿たちも半はん端ぱな覚かく悟ごだと、つぶされるよ」伊織は急にそんな事を言う。

椿：……？

ＧＭ：「だからこそ、私にも隙すきが───」と、伊織が何かを言いかけて口ごもる。そして、「さっきの答え、考えておいてね」と言うと電話を切ってしまう。

椿：……じゃあちょっと携けい帯たい電話を見つめて、内心でホッとします。

狛江：……ホッと？

椿：伊織は伊織で、きちんと考えて行動しているから。……心配なことには変わりないけど。




　椿は深く息を吸すい込こみ、ゆっくりと吐はき出した。

　伊織の問いに答えは出せなかったけれど、自分には今できることがある。

　自分の頰ほおを両手で叩たたき、椿は階かい段だんを下りてゆく。

　襲撃予告時間まで、あと数時間───。







◆Middle 10◆貫つらぬく刃やいば


Scene Player ─── 高崎隼人






　じりじりと、冷たい空気が流れていく。

　真神は必ず時間通りに襲撃をかけてくるだろう。ヤツの言葉にはそれだけの決意が込められていた。




　だが───。

　隼人は待機している霧谷を見る。未いまだ、十年前の真実は見えてこない。

　その鍵かぎを握にぎるのは、彼であるはずなのだ。




ＧＭ：では次のシーン。……襲撃の時間だ。全員登場してください。

隼人：襲撃の前に、霧谷さんにきちんと話がしたい。……さすがにこの状じよう況きようじゃ避さけて通れねえだろう。

椿：……そうね。私たちも何を守ればいいのかわからなくなるし、話は聞きたい。

狛江：…………。

怜央：私は例によって《ハンドリング》だ。……様子を見るだけだがね。

ＧＭ：では、襲撃の少し前。リビングにキミたちは集まっている。霧谷は、いつもと変わらぬ表情でキミたちを見ているよ。

椿：霧谷さん、少し伺うかがいたいことが。

ＧＭ：「……なんでしょう？」

隼人：十年前のことだ。……あんたが実験の責せき任にん者ってのは本当なのか。

ＧＭ：その言葉で彼の顔が引き締しまる。「本当です。あのプロジェクトは私が提てい案あんし、進めたものです」

椿：…………っ！

狛江：（暗い声で）全部わかってやったの？　───何もかも。

ＧＭ：「あの当時、それが必要だと思ったから進めました。研究が暴ぼう走そうしたことについては言い訳わけは何もできません。……いえ、何を言っても弁べん解かいにはならないでしょう」

狛江：この！　胸むなぐらをつかんで叫さけぶ！　あんたのせいで緒方さんがっ！

怜央：…………。

ＧＭ：「彼があのとき、研究データを持ち出してしまったこと、それを再さい現げんしようとして暴走してしまったことは、不運だとしか言えません」彼は淡たん々たんと言う。

狛江：ぐ……！　こいつ、殴なぐりたい……っ！

ＧＭ：……抵てい抗こうする意い志しはなさそうだよ。

狛江：くっ……ぐぐぐぐぐ。

椿：…………。

狛江：ええい！　殴らない！　あたしの拳こぶしは無む抵てい抗こうなヤツを殴るためにあるんじゃない！

ＧＭ：彼は少し自じ嘲ちよう気味に「知られたくはない事実ではあったのですが」

隼人：だが、もう知らなきゃならないんだ。

椿：真神たちが霧谷さんを狙ねらっているのは確かく実じつです。……霧谷さん、本当に研究データを持っているんですか？

ＧＭ：「…………持っています」

狛江：…………。

ＧＭ：彼は懐ふところから、一枚まいのチップを取り出す。それは、細長い水すい晶しようのようなものの中に入っている。「十年前の過あやまちを二度と繰くり返さないために、その封ふう印いんを命じた当事者として、私が当時ＵＧＮで回かい収しゆうしたデータのすべてを管理しています」

怜央：なるほど、確たしかにそれは真神が欲しがりそうな代しろ物ものだな。

椿：じゃあ、もしかして伊織の体のことも……？

ＧＭ：霧谷は首を縦たてに振ふる。

椿：なら！　そのデータがあれば伊織が助けられる───。

ＧＭ：霧谷は首を横に振る。「それはできません」

狛江：どうしてっ!?

ＧＭ：「私がＵＧＮの日本支し部ぶ長であるからです」

隼人：…………やっぱりか。

ＧＭ：「逆ぎやくに聞きましょう。椿さん、あなたが私と同じ状況だったらどうしますか？」まるで教き師ようしのようにきく霧谷。

椿：私は……、その、兄弟のことはよくわかりませんから……。

ＧＭ：霧谷はひとつうなずく。「私とあの子の関係は、兄妹である前にＵＧＮ日本支部長とチルドレンという関係が先にきます。……どうしても特別に扱うことができません」

怜央：当然といえば当然の話だな。

ＧＭ：「それに、あの子が体のことを自分から訴うつたえたことはありません。……少なくとも今までは」

椿：…………。

ＧＭ：「もう一度言います。……私はＵＧＮ日本支部を預あずかる身として、このデータを渡わたすことも、見せることもできません」

狛江：だめだ、我が慢まんできない。もう一回くってかかろう。……そのデータがあれば、実の妹が助かるんだ！　そこに難むずしいことなんてあるか！

ＧＭ：（冷静に）「データが不完全だ、という理由もあります。……危き険けんすぎるのですよ、何もかも」

椿：そんなこと……。

ＧＭ：「大人の理り屈くつ、ってやつです」と霧谷はいつもの笑えみに戻もどる。……ただ、どこかそれは寂しげにも見えるけど。

狛江：…………納得、できないよ。

隼人：霧谷さん、俺おれからも聞かせてくれ。……俺が十年前、実験体だったことをあんたは前から知っていたのか？

ＧＭ：「……はい」彼は重々しくうなずく。

隼人：なら───俺は、本当に〝ダインスレイフ〟なのか？

ＧＭ：「…………」霧谷はしばらく、隼人を見て黙だまり込む。

隼人：教えて、くれないか？

ＧＭ：「それは───」霧谷が口を開いたそのとき。……あたりに《ワーディング》が。

狛江：来た！

椿：戦せん闘とう態たい勢せいに入ります！

怜央：もう少し話も聞きたかったが……、まあ仕方がないか。

隼人：……周囲の警けい戒かいに移うつるぞ。

ＧＭ：では戦闘の準備だ。……まず霧谷を中心としてどこに誰を配置するか教えてね。

隼人：げ！　そんなところまで関係するのか！　なんか『ＤＸ２』じゃ無いみたいだ！（笑）

ＧＭ：まあ、護衛としての戦いはオリジンだとめずらしいからね。……で、どうする？

椿：うーん。




　ああでもない、こうでもないと相談を始めるプレイヤーたち。

　結局、カバーリングのできる椿を霧谷の側そばに残し、隼人と狛江が前ぜん衛えい、怜央がひとり独どく立りつしたエンゲージで様子を見ることになった。




狛江：よし！　来い！

ＧＭ：おっと、その前に。

隼人：ん？

ＧＭ：そっちの〈知覚〉とこっちの〈隠おん密みつ〉で対決してもらおう。全員失敗すれば最初のラウンドはこっちが一方的に行動させてもらうぞ。

隼人：げ！　それって［不意打ち］になるってこと？

ＧＭ：そう。

狛江：……［不意打ち］ってどうなるんだっけ？

怜央：あらゆるリアクションのクリティカル値ちに＋１。……かなり厳しいペナルティだ。

椿：……ち、ちかく？　私、全然ダメなんだけど。【感覚】１だし。

隼人：え？　いや、俺も２しかないけど。

狛江：同じ２ー。

ＧＭ：え？　いや、ちょっと待って。【感覚】高い人は？　誰もいないの？

怜央：私もからっきしだ。技ぎ能のうも無いしな。

狛江：うわ！　最高で２か！




　凍こおり付く一同。

　普ふ通つうは四人いれば、ひとりくらいは高いキャラクターがいるものなのだが……。




隼人：……出目に期待するしか無い、か。

ＧＭ：と、とりあえずこっちから振ふるぞ。……ってうわ！　クリティカル！　二回も！

一同：ぎゃああああああああああっ!?

ＧＭ：達成値が……26。

狛江：それはダメだね（笑）。

隼人：さすがにタイタス使っても届とどかないな（笑）。

椿：いっそすがすがしい（笑）。

ＧＭ：全員失敗？

一同：（めいめいにうなずく）




　全員完かん膚ぷ無きまでに失敗。……むしろ焦あせるＧＭ。




ＧＭ：や、やばいか……？

怜央：さすが王子、すごいダイス目だよ。はっはっは（笑）。

ＧＭ：……ま、まあ、なってしまったものはしょうがない。ここまで来て手て加か減げんするわけにもいかないからな！　戦闘ラウンドに移うつるよ！




◆第１ラウンド

ＧＭ：では、さっきも言ったとおりこのラウンドは敵てきだけが行動するよ。

一同：はーい。

ＧＭ：現あらわれた敵は三体。……全員ＦＨの戦闘服を着ている。（コマを配置する）
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隼人：真神たちじゃないのか。

ＧＭ：うん。データは全員違ちがうけどね。

狛江：細かい作りをしてるなあ（笑）。

ＧＭ：では、襲しゆう撃げき者しやたちはまた無む表ひよう情じようのまま機械のように動く。最初に真ん中のヤツが大きく手を振りかぶって……椿に《妖あやかしの招まねき》＋《アドレナリン》＋《オールレンジ》。

椿：《妖の招き》!?

狛江：エグザイルとソラリス！

隼人：それよりも、椿がはがされるってことは霧谷さんがノーマークになるじゃねえか！

怜央：かなり考えてるな、ＧＭ。

ＧＭ：ふっふっふ。……達成値は25。

椿：ダメ、不意打ちされてるからリアクションできない。

ＧＭ：では、椿は強きよう制せい的にこっちのエンゲージに移動。……で、他ほかのふたりが全力移い動どうを使って霧谷にエンゲージする。窓まどから侵しん入にゆうして、家具を飛び越こえる感じだ。

狛江：や、やばい？

隼人：かなり。……次で先手とれないと、そのまま押し切られてもおかしくない。




◆第２ラウンド

　危機的状況で迎えた次のラウンド。

　幸い、敵エージェントの行動値は７。隼人と狛江が先手を取ることになる。

　だが予想よりも敵の装甲が厚く、撃破するのにふたりとも手番を使ってしまう。

　対する敵エージェントは……。
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ＧＭ：前衛がふたりやられたか。……なら、ここは待機だな。

狛江：今ここで待機!?

椿：……あっ！　そういうことか！

狛江：え、なに？　どういうこと？

椿：今、私が霧谷さんを《妖の招き》でこっちに引き寄せようと思ってたんだけど、その時に敵が待機していると───。

怜央：なるほど、手元に引き寄せた時点で霧谷を攻撃できるわけか。

狛江：そのための待機ってこと？

ＧＭ：そういうこと。

隼人：く～～～～～～～～っ！　考えてるなあ！




　結局、椿は目の前の敵を攻撃せざるを得なくなる。

　だが、やはり装甲に阻まれ倒すことはできない。

　そして命運を分ける３ラウンド目に突入した。




◆第３ラウンド

ＧＭ：では、次のラウンドに移るんだが……。セットアップでちょっとイベントがある。




[image: ]




隼人：む？

ＧＭ：その場の空気が一気に張りつめる。隼人は同時に刺すような殺気を感じる。

怜央：……来たか。




　音もなく、真神はその場に現れた。

　瞳に憎悪を宿らせ、拳に怒りを宿らせ。ただ、なすべき事をなしに。




ＧＭ：ゆらりと現れた真神。射るような視線で隼人と、そして霧谷を見ている。

隼人：ちっ…………相変わらずか。

ＧＭ：そして、行動値が14なので真神の手番から。

狛江：あれ？　そういえば真神は素す手で？　武ぶ装そうは？

ＧＭ：マイナーで《インフィニティウェポン》。

狛江：……え？

ＧＭ：右手にバスタードソードを握にぎる。そして、《一いつ閃せん》＋《獅し子し奮ふん迅じん》＋《ライトスピード》その他。彼が床ゆかを蹴けった瞬しゆん間かん、その姿すがたが消える。

一同：うおおおおおおおおっ!?

狛江：それ、隼人と同じコンボだよ!?

椿：しかも西洋剣って……、確か〝ダインスレイフ〟の……？

ＧＭ：ふっふっふ、今はなにも説明しないよ。ただ、全力で攻撃するだけだ。……行くぞ、ダイスは15個。クリティカル値は７！　…………お？　なんか、出目がすごい───。

狛江：70……、80……、90……、って止まんないよ!?

椿：ひゃ、[image: 120]……、[image: 130]……、[image: 140]……？

ＧＭ：と、止まった。出目が[image: 146]だから達成値は──────[image: 150]！

一同：おおおおおおおおおおおっ!!




　どよめく一同。

　……ちなみに、ＧＭが一番驚おどろいていた。まさか、ここまで出目がすごいとは。




隼人：ちょっと待て！　[image: 150]っ!?　そんな馬ば鹿かな！　クリティカル値７だろ!?

椿：（呆ぼう然ぜんと）ず～～～～～～～っと７以上が出てた……。

狛江：しかも、これが《ライトスピード》の一発目でしょ!?

怜央：ふむ、恨うらみの力というヤツだな。……まったく恐おそろしい。

椿：というか、こんな攻こう撃げき受けたら霧谷さん死ぬ！　絶ぜつ対たい！

隼人：ちっ！　メジャーアクション放ほう棄きしてかばう！　……むしろ俺おれはこれだけ高い達成値だとダメージを食くらってみたい気もするし！（笑）

ＧＭ：絶対死ぬ出目だけど、一いち応おうダメージ出すか（笑）。

隼人：是ぜ非ひ！（笑）

ＧＭ：ダメージは16Ｄが基き本ほんで……。

狛江：は、隼人より全然強いぞ。あいつ（笑）。

ＧＭ：（出目を数えて）ええと、ダメージは99点！

隼人：二倍にして[image: 198]点！　倒たおれる！　てか、俺のＨＰの十倍近くダメージくらった（笑）。

怜央：一撃で隼人を十回殺したか。……やるな（笑）。

ＧＭ：真神は消えたと思った次の瞬間、霧谷と隼人の背はい後ごにいる。……そして、隼人の全身から霧きりのような血しぶきが。

椿：……まったく見えなかった。

隼人：俺だって、霧谷さんの前に出るのがやっとだよ。

ＧＭ：だが、まだ続くぞ！　床にひびが入るくらいの踏ふみ込こみから、返す刀でもう一撃！

《ライトスピード》二回目！

狛江：《時の棺ひつぎ》！　超ちよう高重力をかけて動きを止める！　それはヤバすぎ！

ＧＭ：ちっ……、ではみるみるうちに剣の速度が鈍にぶり、最後にピタリと止まる。

狛江：……クライマックス前にこれを使うなんてー。

椿：いや、止めてもらえて助かった。

ＧＭ：真神は冷静に止まった剣を構かまえなおす。……そして、倒れている隼人に向かって言う。「一撃でこのざまか。……情なさけない」

隼人：ぐお──────っ、悔くやしい──────っ！（笑）

椿：これでもかってくらい負けたね（笑）。

隼人：さすがになんの反はん論ろんもできない。

ＧＭ：俺だってびっくりしたよ（笑）。真神は倒れた隼人を睨みながら、ゆっくりと息を整える。

狛江：次はあたしか。……真神を殴なぐりに行くか、椿の前の奴やつを倒すか。

椿：カバーリングできるように、私の前にいる敵てきを倒してほしいかなあ。……いざとなれば、霧谷さんを《妖あやかしの招まねき》で引き寄よせられるし。

怜央：逆に真神を攻撃するなら、一撃で倒したいところだな。難しいと思うが。

狛江：それなら……ここは、椿の前にいる敵を攻撃しよう。《時の棺》も使っちゃったからエフェクト少なめで。

隼人：椿が一回当ててるからな。狛江の火力なら当たれば死ぬだろ。

狛江：うん。……って出目低すぎ！　達成値20って何!?

椿：うわっ!?

ＧＭ：それは……、22と言って回かい避ひ。

狛江：ああああああああ、やっちゃった──────っ!?

椿：いや、でもまだ私の手番が……。

ＧＭ：すまんが、そのチャンスは無いな。

椿：えっ!?

ＧＭ：《さらなる力》を使用。真神が未行動になる。

隼人：ぐお！

椿：それは……！

狛江：防げない、か～。

怜央：さすがに想定外だな、それは。

ＧＭ：椿の目の前にいる敵の叫さけびに呼こ応おうして、真神の目がぎらりと光り───。




　隼人はぼんやりとした視し界かいの中で見た。

　真神がその左手にカプセルのようなものを握にぎり、霧谷に振ふり上げるのを。




　そして霧谷が───どこかあきらめたような顔で、無む抵てい抗こうにその一撃を受けるのを。




ＧＭ：霧谷の胴どう部ぶに真神の拳こぶしと共に、カプセルの中身がたたき込まれる。……わずかにうめき声を上げ、膝ひざから崩くずれる霧谷。

椿：霧谷さんっ!!

ＧＭ：そして、真神は霧谷の懐ふところからメモリーチップを取り出そうとして───動きが止まる。

狛江：…………え？

ＧＭ：真神は朦もう朧ろうとしている隼人に向かって言う。「……ここでデータを奪うばうのはやめだ。ここで奪ってしまっては、お前は真実を知らずに死ぬことになる」

隼人：どういう、ことだ？

ＧＭ：「この中には、おそらくお前が失っている記憶に関してのデータが入っている」

隼人：……なに？

ＧＭ：「どうせ、お前たちは俺を追うことになる」ちらりと霧谷を見て、「こいつに撃うち込んだのは、十年前の研究に使われていた薬物だ。……解げ毒どく剤ざいはまだない」

怜央：……なるほど。もし霧谷を助けられる可か能のう性せいがあるとしたら、十年前のデータを完成させるしかないということか。

ＧＭ：そういうこと。「もちろん、このメモリーの中身を見てこいつを助ける気になるかどうかは疑ぎ問もんだがな」

隼人：…………。

ＧＭ：「ここでデータを奪っても、そうでなくても。お前たちが俺を追うことに変わりはない。ならば、お前に真実を突つきつけてやる。……そうしなければ、あの人たちが浮うかばれん」隼人を憎ぞう悪おの視線で見る真神。

隼人：あの、人だと……？

ＧＭ：「決着はその後だ。……すぐに連れん絡らくを送る」そう言って、真神は再ふたたび姿すがたを消す。同時に、椿の目の前にいた男も糸の切れた人形のように倒れるよ。

狛江：…………。

椿：隼人！　霧谷さん！　とにかく駆かけ寄よります！

ＧＭ：隼人は重じゆう傷しよう。ただし応おう急きゆう処しよ置ちをすればなんとかなるレベルだ。霧谷は……。

隼人：どう、なんだ？

ＧＭ：脂あぶら汗あせをびっしりと浮かべて、苦しそうにうずくまっている。ともすれば暴あばれ出しそうな体を押おさえつけるように。

狛江：ど、毒なの？

ＧＭ：そして、彼の横には例のメモリーチップが落ちている。

椿：…………ゆっくりと、そのチップを拾います。

ＧＭ：では、椿がそれに手を伸のばしたその時。横から霧谷が椿の手をつかむ。




　椿は、これほどまでに必死な霧谷の顔を初めて見た。

「中身を見るな、という言葉はもう、届とどかないのでしょうね……？」

　かすれた声で言う霧谷の言葉に、椿は静かにうなずいた。




「あなたたちは必ず後こう悔かいします。……それだけ、このデータは暗く、重い。日本支し部ぶ長としては封ふうを解とくことは絶ぜつ対たいに許きよ可かできません。それが大人のやり方です」

　だが───言葉と共に霧谷は精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを浮かべた。




「ですが───もうこの場に大人はいません。すべてを決めるのはあなたたちです。進むも、戻もどるも、あなたたちで決めなさい。それだけの意い志しはあるはずです」

　椿の手首を握る彼の手から、少しずつ力が抜ぬけていく。

「そしてもし許ゆるされるのであれば、……伊織を、お願いします」

　そう言い残し、霧谷雄吾は意い識しきを失った。




隼人：霧谷さん……。

狛江：…………最後の最後に、伊織のこと言ったね。

怜央：前が支部長としての本心なら、今のは個人としての本心なのだろうな。

椿：目をつぶって、霧谷さんの言葉にうなずきます。……霧谷さんは、私たちのことを信用して任せてくれた。

隼人：…………。

椿：まず、隼人と霧谷さんの処置を支部に頼みます。……霧谷さんの思いに答えなきゃ。




　真神は去った。霧谷は倒れた。そして、真実への鍵は手に入った。

　だが、イヤな感覚がぬぐえない。

　歩いても歩いても暗闇から抜け出せない、そんな感覚。




　椿はじっと、手の中にあるデータを見る。

　十年前からこびりついた闇がそこにまとわりついている、そんな気がした。






《アドレナリン》　その名の通り、意識的にアドレナリンを分泌させて運動機能を高めるソラリスのエフェクト。

《オールレンジ》　変幻自在の肉体を活用して攻撃を行なうエグザイルのエフェクト。

《ライトスピード》　肉体の限界を凌駕する超スピードで行動するハヌマーンのエフェクト。

《さらなる力》　対象の活力を増幅させ、行動回数を増やすソラリスのエフェクト。










◆Middle 11◆真実の罪つみ


Scene Player ─── 高崎隼人






　隼人が目を覚ませば、そこは霧谷家の二階にある彼自身の部屋だった。……どうやら応急処置の後、ここに放ほうり出されていたらしい。




　痛いたむ体を引きずり、彼は階下へと降おりる。

　傷きずのせいか、記き憶おくが判はん然ぜんとしない。まずは状じよう況きようを確かく認にんしなければ───。




ＧＭ：その数時間後。……場所は同じく霧谷家。隼人が起きあがった直後だと思ってくれ。

隼人：椿を捕つかまえて様子を聞こう。……真神は？　霧谷さんは？　結局どうなったんだ？

椿：隼人、落ち着いて。……そう言ってから、ひと通り事情を説明します。

ＧＭ：了解。なお、霧谷については日本支部の所見が一応ながら出ている。

怜央：ほう？

ＧＭ：現げん在ざい、彼の体内のレネゲイドが異い常じように活かつ性せい化かしているという話だ。平たく言えば、常時衝しよう動どうが起きているような感じ。

狛江：それって、すぐにジャーム化しちゃうんじゃ……？

ＧＭ：そうなっていないのは、彼自身の精せい神しん力によるものだろうね。だが、それもいつまで持つかわからない。

椿：……それで、助ける方法は？

ＧＭ：無い。現状でははっきりそう言われる。まったく知らない薬物を使われた、としか判はん別べつできないそうだ。

怜央：真神が言ったことと一いつ致ちするな。……十年前のデータを知らないものには手の打うちようがない。

椿：じゃあ、まずそれを隼人に伝えます。

隼人：結局、完全なデータが無いと霧谷さんも伊織も助からねえってことかよ。

ＧＭ：正せい確かくに言えば、助かるかもしれないってところだけどね。……確約はできない。

狛江：厳きびしいなあ。

椿：そして、そのデータの一部が今ここにある。

ＧＭ：水すい晶しようのようなケースから取り出せば、閲えつ覧らんするのはそんなに難むずかしくはないよ。ＵＧＮの端たん末まつならね。

椿：…………。

隼人：ためらうのか？

椿：少し、ね。

隼人：見ようぜ。……俺たちはたぶん、これを見なくちゃならないんだ。




　隼人の言葉にうなずき、椿はチップを端末に入れる。

　ほんの少しの読み込みと共に、チップの中身が表ひよう示じされた。




ＧＭ：データはいくつかの領りよう域いきに分かれている。各研究ごとに分かれているみたいだ。

椿：メインの研究は？

ＧＭ：あるよ。最初の研究の趣しゆ旨しであるジャーム化から人を救う方法から、ねじ曲がっていた経けい緯いが記されている。最終的には人がいかにジャーム化するかを研究していたらしい。

怜央：…………。

隼人：〝ダインスレイフ〟の項こう目もくは？

ＧＭ：もちろん、それもある。

隼人：椿、見せてくれ。

椿：……データを開きます。

ＧＭ：〝ダインスレイフ〟───それはレネゲイドをもっとも効こう果か的に使用できる人じん格かくのこと。データにはそう記されている。

狛江：…………人格？

ＧＭ：そう。その人格を移い植しよくされたものは、戦せん闘とうにおいてオーヴァード能のう力りよくを[image: 100]％以上に発はつ揮きできる。ひとたび鞘さやから放たれれば、必ず血に染そまった伝説の魔ま剣けんのように。……隼人はその実験体のひとりだったわけだ。

怜央：戦闘用人格か。

ＧＭ：その通り。もちろんこのデータは不完全なので、実際のところどこまで実験が進んでいたかははっきりしていないけどね。

椿：………………。

怜央：ふむ、戦闘用人格、伊織の症状、狛江の過去、か。……ひとつ推論が立てられるな。

隼人：……なんのことだ？

怜央：このプロジェクトのポイントだよ。このプロジェクトはＤロイスの研究を行おこなっていたのだ。……正確には行ってしまった、のだろうがな。

狛江：……え？

怜央：〝ダインスレイフ〟は戦闘用人格、狛江は不死者、そして伊織は───おそらく対たい抗こう種だろう。みずからの肉体を傷きずつけるレネゲイドと言えば、それしか無い。

椿：あっ！

怜央：他ほかに変へん異い種や起き源げん種などの研究もされていたのかもしれんな。そうなると、究極のジャームというのはもしかして複数のＤロイスを兼ね備えた存在ということか？

ＧＭ：その通り。……十年前、ジャーム化から人を戻もどす研究を始めた彼らは挫ざ折せつと失敗を続けた。だが、ひとつの真実にはたどり着いていたんだ。

隼人：真実？

ＧＭ：ある特定の条じよう件けんを満たしたオーヴァードはジャーム化する可か能のう性せいが他と比くらべて格段に高いということを。

怜央：それがＤロイス───特とく殊しゆなオーヴァードというわけか。

狛江：ロイスが少なくなるからジャーム化しやすい……。

ＧＭ：その向こうにあるロイス……日にち常じようの重要性には気づけなかったわけだけどね。それぞれのＤロイスを研究することで、ジャーム化のプロセスを証しよう明めいしようとしたわけだ。

椿：じゃあ、この研究の最終目的は───？

ＧＭ：あらゆるＤロイスを持つ個こ体たいを生み出し、〝彼〟がどのようにジャーム化するかを調べること。

隼人：……………………。

狛江：でも、そんなヤツ……ジャームになるの？

ＧＭ：そうだね。〝彼〟には最初からロイスが無いから、日常なんて存そん在ざいしないかもしれない。だとすると、〝彼〟がジャーム化するかどうかは怪あやしいな。

怜央：どちらにせよ、やってみないとわからない。

ＧＭ：そう。……もしその実験が行われたのなら、〝ジャームとは何か〟という大きな、とても大きな疑ぎ問もんに何かしらの答えが出せるかもしれない。

狛江：…………。

椿：…………。

隼人：そんなことのために───俺おれは。

ＧＭ：キミだけじゃない。一年ほどの研究の間に百人以上の人間が実験体として犠ぎ牲せいになっている。……ＵＧＮ、ＦＨというお題目はそこにはない。ただ知的好こう奇き心の暴ぼう走そうだけがある。

椿：……これが、霧谷さんの……。

ＧＭ：各研究には名めい簿ぼがついている。そこにはこう書かれているよ。実験体No.001、薬物投とう与よの際さいジャーム化、廃はい棄き。実験体No.002、戦せん闘とう実験の際ジャーム化、廃棄。




　廃棄、廃棄、廃棄……。判はんを捺おすように、同じ言葉が並ならぶ。

　だが、その言葉の裏うらには犠牲になった人の命がある。その命を絶たちきったという、冷れい酷こくな事実がある。




椿：めまいが……しそう。

ＧＭ：名簿の中には隼人も、狛江も伊織もある。……他のリストと違うところは、そこには廃棄の一文が書いてないということだ。

狛江：……あたし、運が良かったんだ。

怜央：他に比べればな。この実験に巻き込まれたことが、ある意味不幸ではある。

ＧＭ：そしてキミたちはデータを確かめつつ、その最下層そうに行き着く。……そこには今までのように研究の名前で分類されていないいくつかのデータがある。

椿：……それは？

ＧＭ：研究所が崩ほう壊かいした───その日の映えい像ぞう記録だ。

隼人：それだ！　それを見せてくれ！

ＧＭ：…………本当に、見るかい？　見ないことを選せん択たくしても、話は進むよ。

椿：（黙だまって隼人を見る）

狛江：…………。

隼人：いや、もう目を伏ふせていられる状じよう況きようじゃない。───頼む、見せてくれ。

ＧＭ：では、データを開くとノイズまじりの映像が端たん末まつに映うつし出され───。




　そこには、ひとりの少年が映っていた。

　身の丈たけほどもある剣けんを引きずり、何かを探さがすように頭を巡めぐらせている。

　体は手しゆ術じゆつ着ぎのような簡かん単たんな衣服に包まれ、みずからの傷とその数倍の返り血で汚よごれていた。




ＧＭ：その少年は、確たしかに隼人の面おも影かげがある。……隼人自身にもはっきりわかるよ。これが自分自身であることが。

隼人：……やっぱりそうか。あれは、俺なのか。

ＧＭ：〝彼〟は視し界かいに入るあらゆるものを破は壊かいしていく。逃にげるものも、刃は向むかうものも容よう赦しやなく。それは、〝動くものを襲おそう〟という反はん射しや行動にも見える。

怜央：自動的に殺さつ戮りくを繰くり返すのか。

狛江：この時に、あたしも……。

ＧＭ：その通り。……そして、映像はいったん途と切ぎれ新しいカメラに〝彼〟が映し出される。

椿：…………。

ＧＭ：〝彼〟の前には、同じ格かつ好こうをした少年が立っている。……見ているキミたちにはわかるが幼おさない頃ころの真神だね。

狛江：真神!?

怜央：彼も同じ実験体だったのだ。不思議はない……が、興きよう味み深いな。




　真神に向かって、無む表ひよう情じようのまま剣を構かまえる隼人。

　……だが、刃を向けられた真神は構えもせずに叫さけんだ。




ＧＭ：「隼人！　ホントに元に戻らないのかよ！」

椿：……え？

ＧＭ：彼は悲ひ痛つうな声で叫ぶ。「チクショウ……！　みんな、みんなお前を止めるために死んだんだぞ！　ハザマさんも、ミドウさんも、ヨウタも！　わかっているのか、隼人っ！」

隼人：…………。




　───その時、隼人ははっきりと思い出した。

　あの時、あの研究所の中で。孤こ独どくと恐きよう怖ふにおびえる隼人を守ってくれた仲間がいた。

　それは同じ実験体の人々。同じ〝ダインスレイフ〟の名前を与あたえられた仲間。




「大だい丈じよう夫ぶ、キミは必ず戻れる。そう信じるんだ」

　そう言って笑った男性がいた。───彼はその後どうしただろう？

「苦しかったり、悲しかったり、怖こわかったりしたら泣いていいのよ。……でも、その後はき

ちんと自分の足で立ちなさい」

　そう励はげましてくれた女性がいた。───彼女はどこに行ったのだろう？

「……怖いよ。今にもボクが塗ぬりつぶされる、そんな気がするんだ」

　そう震ふるえていた子こ供どもがいた。───あの子はどうしてしまったのだろう？




　あの場所で、寄より集まり、すべてを分かち合った彼らはどこへ消えたのか。

　それは───。




ＧＭ：映像の中、真神は泣きそうな顔で剣を生み出し、ギリギリで隼人の攻こう撃げきを受け流している。実力は隼人が段だん違ちがいだ。真神は見る間に追い込まれていく。……だが、その時。

椿：…………。

ＧＭ：攻せめている隼人の肩かた口ぐちから血が噴ふき出る。前に受けていた傷が、激はげしい動きによって開いたのだろう。

怜央：痛いたみを感じていない、ということかな。それならば、傷口にも気がつかない。

狛江：そんな……。

ＧＭ：確かに痛みは感じていないのだろう。……だが、それでも予期せぬ出来事に隼人の足が一いつ瞬しゆんだがもつれる。




　それは一瞬にも満たないような隙すき。だが、真神はそれを見逃さなかった。

　刹那の早さで繰り出される真神の剣、雷光のごとき早さで翻る隼人の刀。




　そして───ふたりの刃は同時に互いの体を貫いた。




ＧＭ：ふたりの体から血がばたばたとしたたり、通路を汚していく。

隼人：…………。

ＧＭ：真神は痛みに耐えながら、なんとか顔をあげうめくように言う。「元に……、戻れよ、この馬鹿。……そうでないと、なんで、みんなが───」

隼人：……真神。

ＧＭ：真神はその言葉を言い終える前に気を失い、倒たおれる。

狛江：あい、うち……？

ＧＭ：いや、真神はそこで倒れるが隼人はそれでも起きあがる。

狛江：…………。

ＧＭ：だが、様子がおかしい。倒れている真神にとどめを刺すこともなく、彼はフラフラと歩いていく。……隼人だけは、その光景の意味を理解できる。

隼人：……思い出したんだな、そこで。

ＧＭ：そう。〝彼〟はここで、〝ダインスレイフ〟から〝高崎隼人〟に戻ったんだ。




　真神に受けた傷か、彼の放った言葉か、なにが原げん因いんかはわからない。

　だが、暴ぼう走そうするオーヴァード〝ダインスレイフ〟はその時消えてしまった。

　そこにいるのはわずか八歳さいの少年、高崎隼人。




　だが、彼は自分のしたことを理解していた。

　自分の手がどれだけ血でまみれているかを知ってしまった。

　だから彼は逃にげ場を探さがしたのだ。血塗られた手で日にち常じように帰ることはできないから。




　そして数日後。

　研究所から遠く離はなれた街で保ほ護ごされた隼人は、プロジェクトについての記き憶おくを失っていた。

　───彼はなにもかもを白紙に戻したのだ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




椿：……それで、真神はあんなに隼人を憎にくんでいる？

狛江：うん。彼にとっては裏うら切ぎられた気分なんだろうね。

ＧＭ：ふっふっふ、いろいろと考えているな。……では一度シーンを切ろう。







◆Middle 12◆決けつ裂れつ


Master Scene






　……時は少しさかのぼる。




　隼人たちが霧谷を守るために、真神と死し闘とうを繰くり広げている時。

　伊織はひとり、廃はい倉庫の端たん末まつを叩たたいていた。




ＧＭ：では次はマスターシーン。

狛江：おや。

ＧＭ：キミたちが真神と戦っているその時、伊織がなにをしているかを演えん出しゆつするシーンだ。

椿：そういえば、何か思わせぶりなことを言っていたような。

ＧＭ：そうそう。その演出です。




　厚あつい雲によって、星明かりさえ遮さえぎられた夜。闇の中で、伊織は端末と格かく闘とうを続けていた。

　この端末には真神の復ふく元げんした研究データが入っている。今までの調ちよう査さで伊織にはそれが分かっていた。

　そして今、真神はいない。霧谷を襲しゆう撃げきするために出ていったからだ。……だが、相手は椿たち。いかな真神とて、そう簡かん単たんに突とつ破ぱできるものではないだろう。




　今しかない。そう伊織は考える。

　真神のデータをすべて奪うばい、逃げ出す。

　伊織は、真神が言うように研究データを公開することには反対だった。このデータがいかに危き険けんなものであるか、彼女はよく理り解かいしていたからだ。




　キーを叩く伊織の手が、さらに速度を増ます。

　……防ぼう壁へきを突破。あとはデータを抜ぬき取るだけ！

　彼女は素早く鞄かばんから携けい帯たい端末を取り出し、コネクタをセットする。

　だが───。




「……待ってさえいれば、お前にデータを渡わたしたものを」

　残念そうな真神の声は、伊織の背はい後ごから唐突に聞こえてきた。

「霧谷は退場した。あとは奴やつがデータを持ってくるのを待つだけだ。そう、待つだけだった」

　彼の声は、失望と諦あきらめが混まじっている。

　振ふり向かず、伊織は言う。

「私とあなたでは、最後に望むものが違ちがう。……それは前からわかっていたでしょ」

　真神はひとつ息をつく。同時に、目に殺気がこもった。

「それでも───お前はこちら側だと思っていた」




　遠くで雷らい鳴めいが轟とどろいた。

　閃光より早く、真神によって生み出された剣けんが伊織を切り裂く。

　たった一歩を動くこともできず、伊織は床ゆかへと倒たおれ伏した。




「今、データを渡すわけにはいかない。……あいつらの元へ行け。そしてあの研究所跡あとまでデータを持ってこいと伝えろ」

　剣についた血を振り払はらい、真神は淡たん々たんと言葉を連ねる。

「それまで死にはしない。その程度の手て加か減げんはした」

　彼は伊織の携帯端末を取り上げ、倉庫の端末を破は壊かいすると入り口へと向かっていく。




「……じゃあな、伊織」

　それが、伊織の聞いた真神の最後のセリフだった。







◆Middle 13◆答えのありか


Scene Player ─── 玉野椿






　流れる血を止めもせず、伊織は霧谷家まで足を引きずりながらなんとかたどり着いた。

　強ごう引いんに鍵かぎを開け、リビングまでたどり着き、壁かべに寄よりかかる。




　……ああ、血で汚よごれてしまうな。

　霞かすむ思考で、彼女はそんなことを考える。




ＧＭ：というわけで、次のシーン。……シーンプレイヤーは椿。

椿：はい。

ＧＭ：キミたちがデータを確かく認にんしてすぐ後。……玄げん関かんの扉が開く音で、キミは我われに返る。

椿：はっ、……侵しん入にゆう者しや？　とりあえず様子を見に行きますが。

狛江：あたしも登場する。

隼人：俺おれも出るぞ。

怜央：むろん、《ハンドリング》で。

ＧＭ：椿たちは自分の部屋である二回から、玄関の方に向かう。すると、リビングの方へ点々と続く血の跡が。

椿：う！　それはもしかして……？

ＧＭ：リビングには傷だらけの伊織が、壁を背せにぐったりと座すわっている。

椿：伊織っ!!

狛江：意い識しきは!?

ＧＭ：声をかけると、うっすらと目を開けるよ。「……間に合った、かな」
















狛江：と、と、と、とりあえず救急箱、救急箱！　今、応おう急きゆう処しよ置ちするから！

ＧＭ：彼女は何かをうわごとのように繰くり返す。

椿：なに？　なにが言いたいの？　伊織の口元に耳を近づけます。

ＧＭ：「伝言を……」

椿：……真神からね。

ＧＭ：伊織はこくんとうなずく。「十年前の研究所跡、そこで彼が待っている。……そこに最後のデータを持ってこいって」

隼人：本当に最後の決着を付けるつもりか……。

椿：伊織の言葉にうなずきながら、ＵＧＮに連れん絡らくを取ります。……とにかく早く病院に。

ＧＭ：了りよう解かい。……治り療ちよう系けいのエフェクト持っている人もいないからな。

一同：…………。

ＧＭ：そして伊織は問う。「……どう、するの？」

椿：……え？

ＧＭ：「データの……、中を見たんでしょう？」伊織はまっすぐに椿の目を見る。

椿：……黙だまってうなずきます。

ＧＭ：「それなら、破は棄きする方が確かく実じつってことはわかるよね。真神はＵＧＮ全体を使ってゆっくり追えばいい。……ちがう？」

怜央：確たしかに有ゆう効こうな方法だな。ただし、その場合伊織と霧谷は助かる可か能のう性せいは０に近いが。

隼人：……どうする？　椿。

椿：……このデータに伊織と霧谷さんが助かる可能性があるなら、まだ手放せない。

ＧＭ：伊織はちょっとだけ息をつく。「それは───あの人の、日本支し部ぶ長の指し示じ？　あの人は、このデータをどう扱あつかうって言ってた？」

椿：霧谷さんは───。

狛江：（さえぎって）き、霧谷さんは伊織を助けるためなら、封ふう印いんされたデータでも使うって言ってたよ！　なんでもするって！

ＧＭ：「…………」ただ黙って、伊織は狛江の方を見る。

狛江：う……。

ＧＭ：「…………」

狛江：（下を向いて）ごめん。……噓うそです。そんなこと言ってないです。

隼人：まあ、こいつはわかりやすいからな。確かに霧谷さんはデータを開封することを禁きんじていた。

椿：だけど、こうも言っていた。すべてを私たちで決めていいって。……それから、伊織をよろしくって。




　伊織は、その言葉に本当に驚おどろいたようだった。

　彼女はすこしだけうつむき、栗くり色いろの髪かみに隠かくれるようにしてつぶやいた。




ＧＭ：「あの兄さんが……そんなことを言うなんて」ほんの少しだけ、うれしそうな声で言う伊織。

椿：…………。

隼人：その傷きずは、真神にやられたのか？　いったい何があったんだ？

ＧＭ：「ＵＧＮ日本支部長への襲しゆう撃げきとなれば、彼は自分で動く。そこに隼人がいればなおさら。だから彼のいない隙すきにデータを狙ったの」

椿：なんでそんな無茶を……。

ＧＭ：「私は完成したデータはほしいけど、それを公開することは反対だから。……奪えると思ったんだけど、甘かったみたい」彼女は力なく笑う。

隼人：こっちも奴やつを甘く見すぎていた。……なにもできなかったよ。

怜央：（しみじみと）まさかあれだけの達成値ちを出すとはなあ。

狛江：（何度もうなずきながら）いや、ほんとに。

ＧＭ：「……それで、どうするの？」再ふたたび、伊織は問う。

椿：それは……。

ＧＭ：「もし、そのデータを任まかされたのなら椿たちの好きにすればいい」彼女は静かな声で言う。「でもチルドレンとして正しいことをするならば、私たちは見み捨すてるべき」

椿：…………。

ＧＭ：「みんなの日常を守るのがチルドレンならば」伊織は痛いたみをこらえて言葉を紡つむぐ。「……日にち常じようの無いものを犠ぎ牲せいにして、まだ向こう側で暮くらしている人たちを危き険けんにさらすべきではないから」彼女の目は本気だ。

椿：…………。

ＧＭ：「…………」




　椿の中に、いくつもの感かん情じようが同時に巻まき起こる。

　データの持つ危険性、伊織と霧谷の命、敵てきである真神の姿すがた。

　伊織の言うことは正しい。……最さい善ぜんかどうかはともかく、もっとも危険の少ない方法だ。




　だが───本当にそれでいいのか？

　椿の中で、誰だれかがそう問うた。




椿：…………確かに、ＵＧＮはみんなの日常を護まもる場所。だからＵＧＮの人たちは、何が最善なのか、どうすればみんなの日常を護れるのかを考え、最さい大だい限げんがんばっている。

ＧＭ：「……うん」

椿：私はそういう優やさしさは大好き。……私自身もそういう信念を持ちたいと思う。




　椿は今は亡なき上司を思い出した。

　日常を守ることの大切さを、初めて椿に教えてくれたあの人。




椿：でも、だからといってすべてを犠牲にしていいわけじゃない。……いいえ。誰かを犠牲にする日常なんてあってはいけない。




　椿は、彼女自身が救った少女のことを思い返した。

　みずからの能のう力りよくゆえに、救われることを諦あきらめた少女。

　だが、彼女の本当の望みはただ日常に生きることだった。




椿：私はチルドレンがどんな存そん在ざいか、なんて答えられない。……でも今、チルドレンとして正しい行こう為いがあなたを見捨てるということならば。チルドレンがあなたを救ってはいけないというのならば。




　椿は深く息をつき、そしてはっきりと言った。




椿：私は───ＵＧＮの子でなくなっても構かまわない。

狛江：……おお。

隼人：下を向いたまま、少しだけ笑います。椿がそんなことを言うなんてな。

ＧＭ：「……変わったね」伊織が椿をまぶしそうな目で見つめて言う。

椿：そう、かも。

ＧＭ：「……私は、何か意味のあることをやらなければいけないと思っていた。だって私は〝チルドレン〟で、十年前のあの日から日常とは隔かく離りされてしまった存在だから」

椿：…………。

ＧＭ：「だから、もし意味のあることを成し遂とげて死ぬのであればそれでいいと思ってた。……今回だって生き残りたいのではなく、真神と相打ちになりたかったのかもしれない」

椿：…………。

ＧＭ：「……でももっと簡かん単たんに、もっと広く考えるやりかたもあったのかもしれないね」

椿：───うん。




　伊織はまっすぐに椿を見て、ほんの少し、ほんの少しだけ笑って言った。

「椿、隼人……、後のこと、お願い」




ＧＭ：そう言うと、彼女は意い識しきを失い倒たおれ込こむ。

椿：彼女の体を支ささえます。

隼人：ああ、まかせとけよ。……と、伊織に声をかけておこう。

狛江：じゃ、じゃあ応おう急きゆう処しよ置ちを！　傷きず口ぐちを丁てい寧ねいに消毒して、止血するくらいだけど……。

ＧＭ：それでも効果は充分あると思うよ。

隼人：じゃあ、ちょっと椿の横にしゃがみこもう。で、伊織を見ながら言う。……ひとつ、聞いていいか？

椿：なに？

隼人：俺には……、みんなの日常を守る資し格かくがあると思うか？

椿：…………？

隼人：前に───真神に言われたんだ。お前には日常を守る資格はない。平へい穏おんに焦こがれることもできないって。

椿：それは───十年前の、あのこと？




　血にまみれた隼人の姿。破壊の剣を振るう隼人の姿。

　その姿は戦慄と共に、椿の脳裏に刻きざまれていた。




隼人：……そうだ。あの時は理解できなかったが、今ならわかる。あれだけのことをしてしまった俺には、他人の日にち常じようを守るなんてのはおこがましいのかもしれない。

椿：…………。

隼人：…………。

椿：（ため息をついて）それで───隼人はなんて言ってほしいの？

隼人：………え？

椿：そんな問いに私がどう言っても、答えになんかならないじゃない。ただ隼人は他人から何か言ってもらいたいだけでしょ？　しかも、言ったところで本当に納なつ得とくはしない。

隼人：う、……そ、そうかも。

椿：それなら自分で考えて。……こっちだって、伊織に言われたことを考えるので手て一いつ杯ぱいなんだから。

隼人：…………。ちっ、厳きびしいな。……お前はよ。

椿：でも、これだけは言える。その答えを出すには、十年前のことだけを考えてちゃダメ。

隼人：…………。

椿：…………でしょ？

隼人：……どういう事だ？

椿：〝ダインスレイフ〟としての過か去こも、〝高崎隼人〟としての過去も、全部隼人がやってきたことだから。どちらが欠けても、納得できる答えにはならない。……そうでしょ？

隼人：ははっ、この状況でこれ以上考える材料を増ふやせってのか！　……ほんといつも厳しいよ、お前は。




　隼人の顔に、皮肉げな笑えみが浮うかぶ。

　……だがそれは、久ひさしぶりに見る彼の笑み。




椿：……本当はそのくらい自分で考えてほしいんだけど。

隼人：わかったよ。……あとは真神に会ってから決めるさ。本当に、俺がこれからどうするべきかをな。

椿：じゃあ、真神の誘さそいは受けるの？

隼人：当然。……どんな形であれ、アイツとはきちんと決着をつける必要がある。

狛江：もちろん、あたしも行くからね！　十年前のことは他ひ人と事ごとじゃないし、緒方さんのこともあるし！

怜央：無論、私も行く。真神にデータの公開などされるわけにはいかないからな。……まあ、勝手について行くわけだがね？

狛江：また、そんな……（笑）。

隼人：よし、これが最後だ。十年前と、そして今の事じ件けんを終わらせる！




　舞ぶ台たいは整った。

　過去を受け入れたわけでもない。罪つみを償つぐなったわけでもない。




　だが、今は信じるもののために。

　子こ供どもたちは、自分たちの手で最後の幕まくを開ける。











CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆破は滅めつの剣つるぎ


Scene Player ─── 高崎隼人






　その研究所は、完全な廃はい墟きよとなっていた。

　朝焼けの光に照らされたがれきの山は、そこが滅ほろびた場所であることをなおさらに印象づけた。




　そして滅びた世界の中心に彼は───真神はいた。




ＧＭ：ではクライマックスです。全員登場の侵しん蝕しよく率りつを上げて下さい。

狛江：あげたくなーい（笑）

隼人：まあ、さっき《時の棺ひつぎ》も使ったからなあ。だいぶ厳しいだろう。

怜央：こちらは《ハンドリング》で登場。

椿：また最後まで！　結局顔を見ることが無さそうですよ！（笑）

怜央：ふっふっふ（笑）。

ＧＭ：では、霧谷のデータから研究所の位置を調べて数時間。……梶浦市からもだいぶ離はなれた深い森の中。……そこに十年前の研究所がある。

狛江：やっぱり廃墟なの？

ＧＭ：完全にがれきの山になっている。……調ちよう査さの後、証しよう拠こ隠いん滅めつのためにどちらかの組そ織しきがやったのだろう。

怜央：納なつ得とくのいく理由だな。

隼人：真神は？　どこにいる？

ＧＭ：では、キミが辺りを見回すとがれきの中央付近から真神が現あらわれる。「……持ってきたか？」彼は開口一番、ぶっきらぼうにそう言う。

椿：霧谷さんのデータなら、ここに。そう言って、例のチップを見せます。

ＧＭ：「よし」真神はうなずいて、左手に持っている携けい帯たい端たん末まつを持ち上げる。「ここに俺おれの再さい現げんしたデータがすべてそろっている。……伊織が持ち出そうとしたものだ」

狛江：斬きられた時に取られたヤツか……。

ＧＭ：その通り。「これを賭かけて戦う前に───ひとつ聞きたい」真神はそう言って隼人を睨にらむ。

隼人：…………。

ＧＭ：「そのデータの中身を見たか？」

隼人：……ああ。

ＧＭ：「真実を知ったか？」

隼人：……ああ。あの夜の向こう側にあるものを、思い出した。

ＧＭ：「ならば答えろ！　お前が犯した最大の罪つみとは何だ!?」




　吠ほえる真神。

　だが、隼人はまっすぐに彼の目を見て言った。




隼人：忘わすれていたこと。なにもかもに蓋ふたをして、のうのうと生きていたこと。……お前が許ゆるせないのはそこだろう。

ＧＭ：「そうだ！　暴ぼう走そうしたことでも、多くの命を奪うばったことでもない！　お前の罪は、それをすべて忘れてしまったことだ！」真神の声が、あたりのがれきを震ふるわせる。

狛江：……本気だね。

怜央：だが、その感情は納得できないものではない。

隼人：ひとつだけ、教えてくれ。……あの時〝ダインスレイフ〟の名前を持った仲間たちはいったいどうなった？　俺が───殺したのか？

ＧＭ：「……ハザマさんはお前を狙ねらう特とく殊しゆ部隊十数人を相手にして死んだ。ミドウさんは暴走するお前から俺を守って傷きずを負い、ジャーム化した。ヨウタはお前を元に戻もどそうと前に立ち、両りよう断だんされて死んだ。……他ほかのみんなも、お前か、俺たちを恐れた組そ織しきの連中に殺された！　生き残っているのは俺と───そしてお前だけだ」彼は暗い口調で言う。

椿：やっぱり、それならあなたは隼人に復ふく讐しゆうを───。

ＧＭ：「違ちがう。……俺はこいつを憎にくんでいるが、仲間の仇かたきをとりたいわけじゃない」冷たい目でギロリと椿を睨む真神。

狛江：え？　なんで……？

ＧＭ：「みんなこう言っていたよ。『隼人を恨うらむな。決してあいつのせいじゃない』ってな！　俺だってそれくらいはわかっている！　みんなはコイツを助けたかっただけだ！　最高の検けん体たいであり、最悪の研究対象だったコイツをな！」真神の拳こぶしが血を流さんばかりに固かたく握にぎられる。

隼人：…………。

ＧＭ：「だが、助けられたコイツはどうなった！　すべて忘れただと!?　命まで投げ出したあげくにその仕打ちか！　……お前のために死んだ仲間を忘れて生きる？　それは研究を抹まつ消しようしようとした組織となんら変わらない！」




　言葉と共に、容よう赦しやのない殺気が叩たたきつけられる。

　これほどに人は怒いかりを燃もやすことができるのか。

　椿たちにそう思わせるほど、真神の形相は憎ぞう悪おにゆがんでいた。




隼人：それでも、俺は真神を正面から見て言う。……そうだな。このままきっと忘れていれば、お前の言うとおりになっただろう。───だが、俺はすべてを思い出した。

ＧＭ：その言葉で、真神は急に静かに言う。「では今のお前に答えてもらおう。……お前は今の場所に立っていられるか？　その血ち塗ぬられた手で、仲間の死を塗りつぶしたお前はそこに立っていられるか？」

隼人：…………。




　隼人は口を閉とざした。

　映えい像ぞうの中で見た自分の行動、記き憶おくの中にある仲間たちの顔を思い浮かべる。




狛江：……どう、答えるの？

椿：…………。

怜央：さて……。

ＧＭ：黙っている隼人を見て、真神は握りしめていた拳を開く。「隼人───こちらへ来い」

狛江：えっ!?

ＧＭ：「お前は最高の検体だった。すべてのデータをそろえ、お前が協力すれば研究は完成に大きく近づく」彼の目はまだ憎悪に燃えている。……だが、彼は本気だ。

怜央：……なるほど、そう来るか。

椿：隼人……。

ＧＭ：「もし仲間の死に報むくいてやろうというのなら、こちらへ来い、隼人」




　手をさしのべる真神。

　だが───。




隼人：（首を横に振ふり）それはできない。

ＧＭ：「……なぜだ？」




　隼人は胸むねの写真に手を当てる。

　そこにしまってあるのは、彼の日にち常じよう───その最後のかけら。

　彼が守り通した、ほんの小さな宝たから。




隼人：忘わすれてしまうことが、忘れられることがどれだけ辛つらいことか、それは俺もよく知っている。……だから、俺は自分の罪つみを軽く見たりはしない。

椿：…………。

ＧＭ：「ならばなぜだっ!?」

隼人：あの人たちが守ってくれた、俺の〝人の心〟。それを手放すことはできないからだ。

ＧＭ：「では、彼らの命にお前はどう報いるつもりだ!?　聞かせてもらうぞ、高崎隼人！」

隼人：俺はお前のように焦あせったりはしない。……伊織が問いかけてくれた。そして椿が答えてくれた！　誰だれかを守ることに立場や資し格かくなど必要ない！　俺は、俺の手はまだ誰かを守ることができる！




　隼人は写真を取り出し、意い識しきを集中する。

　光を帯び、彼の手中にある写真がその形けい状じようを、材ざい質しつを変えていく。

　あらゆるものを斬きり裂さく、隼人の〝力〟に───。




隼人：俺は〝日常〟の大切さを知っている限かぎり、こちら側にいる限り、誰かを守り続ける。救われた命の分まで！　それが俺のＤロイス、生せい還かん者しやを仲間から受け継ついだ俺の生き方だ！　《インフィニティウェポン》を使用！　あの写真を刀に変える！

ＧＭ：……真神は再ふたたび拳こぶしを握にぎる！　「それがお前の答えか……。ならば、俺は俺のやり方を通す！　お前の首を刈かり取って、仲間にささげてやる！」彼は懐ふところから〝ダインスレイフ〟と書かれたぼろぼろのネームプレートを取り出す。

狛江：ってまさか……？

ＧＭ：《インフィニティウェポン》！　そのネームプレートをバスタードソードに変える！

狛江：同じ演えん出しゆつ！　うわ、こっちも狙ってる！（笑）

ＧＭ：そりゃ当然（笑）。

隼人：いいですね！（笑）

椿：真神に対して、戦せん闘とう態たい勢せいを取ります。……さっきのようには、行かない。

狛江：こちらも構かまえを！

怜央：ふむ、警けい戒かいくらいはしておこうか。

ＧＭ：「仲間か。……それがお前が強くでる原げん因いんか？」真神は隼人に言う。

隼人：それがすべてじゃない。……だが、仲間がいなければ俺はここにはいなかった。

ＧＭ：「ふん。……ならば、俺も仲間と共に戦おう」

椿：え……？

ＧＭ：「十年前のあの時、俺もたったふたりだけだが実験体を助けることができた。……だがふたりとも死にかけでな、今はこんな姿すがたになっている」真神がそう言うと、彼の両りよう腕うでがめきめきと変化していく。……いや、彼の両腕を覆おおうように何かがはいずっている。

狛江：もしかして───オーヴァード？

ＧＭ：その通り。「俺のたったふたりの仲間だ。……だが、その力はお前たちの想そう像ぞうを遙はるかに超こえるぞ！」そしてその生物は真神の両腕を覆う、生きている籠こ手てとなる！

椿：あれ以上に、強くなるってこと……？

怜央：さらに数の上での優ゆう位いも、ほとんど無くなったということか。

ＧＭ：「細かいことは言わん！　勝った方がデータを総そう取どりする！　いいな！」

隼人：わかりやすいな！　……来い！




◆第１ラウンド

ＧＭ：ではここから戦闘だ。敵てきは真神と〝右腕〟、〝左腕〟の三体。……全員１エンゲージにいるぞ。
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狛江：というか、見た目ひとりだもんね。

ＧＭ：まーね。……ではセットアップ。こちらは全員《ヴァイタルアップ》を宣せん言げんする。

隼人：こっちは《サポートデバイス》！　刀が黒く染そまるぞ！

ＧＭ：む、まだその力を使うか。

隼人：当然！　使いこなしてみせてこそ、乗り越こえたことになるからな！

ＧＭ：ふふふ。まあ、まだそう言っておけ？

椿：ＧＭがいやな笑い方した───っ!?（笑）

ＧＭ：では、こちらは全員行動値ちが14で先手だ。まず、〝右腕〟と〝左腕〟が真神に対して《融ゆう合ごう》を宣言。……ちなみに、以い降こうこいつら《融合》しかしないから。

椿：やっぱり、《融合》使いか……。

狛江：自分のエフェクトを他人に使わせるエフェクトだよね。く～～～～、また厳きびしそうな。

ＧＭ：そして真神は待機。……剣けんを構えて、じっと出方をうかがう。

隼人：なら、次は俺か。……《融合》使っている奴やつにも攻こう撃げきってできたっけ？

ＧＭ：できるよ。キャラクターとしては存そん在ざいしているので。

隼人：じゃあ、範はん囲い攻こう撃げきをするほうがいいのか。いつものコンボに《一いつ閃せん》と《獅し子し奮ふん迅じん》を組み合わせる！　地をはうように低く突つっ込んでから、ジャンプして斬きり伏ふせる！

ＧＭ：来るか。……なら、《フォームチェンジ》を中心にモルフェウス、サラマンダー、エグザイルのエフェクトを組み込んで、［受け］を使う！

狛江：防ぼう御ぎよキャラ!?

怜央：しかし……、こちらも火力はかなり高い。そう簡かん単たんに行くか？

隼人：……行くぞ。命中の達成値は49！

ＧＭ：受けの達成値は73で成功。隼人の刀に真っ向から剣をぶつける！

隼人：ちっ、それでも48点の装そう甲こう無む視しだ！〝右腕〟と〝左腕〟にもダメージが入るぞ！

ＧＭ：《砂すなの結界》を使用！　……とりあえず〝左腕〟はかばう。

隼人：で、ダメージは……？

ＧＭ：48点じゃこっちの防御力は抜ぬけない。真神と〝左腕〟のダメージは０だ。

狛江：うええええええええええっ!?　48点でノーダメージ！

怜央：（目を見開いて）……想像以上にもほどがあるな。

椿：片かた方ほうはサラマンダーか……。

ＧＭ：つばぜり合いをしながら、真神は言う。「今の体で、よく〝ダインスレイフ〟の力を引き出したものだ。……あの人じん格かくはまだお前の中に残っているのか？」
















隼人：少しだけ残っている力を、利用させてもらっているだけさ。……距きよ離りを取る俺。

ＧＭ：「……そうだろうな」そう言って、真神は待機を解かい除じよ！　攻撃に移うつる！

椿：来た！

ＧＭ：剣を斜ななめ下に構えて、意い識しきを集中する。同時に、真神の剣が黒く染まる！

隼人：それはっ!?

ＧＭ：「研究データから、不完全ながら再さい構こう成せいした！　これがかつてお前の中にいた〝ダインスレイフ〟だ！」《神速の鼓こ動どう》を使用！　斬り上げた剣が巨きよ大だいな衝しよう撃げき波はを生む！

隼人：そこまでするか、真神っ！

ＧＭ：「これが俺のやり方だ！」命中の達成値は30！　あんまり伸のびなかったが、それでも当たればでかいぞ。

隼人：だめ、失敗！

怜央：……かわせない、か。

狛江：あたしもダメ。……防御のことは考えてないからなあ。

椿：私も失敗。だけど、《崩くずれずの群むれ》で狛江をかばう！

狛江：ありがとー！

ＧＭ：ダメージは47点！　周囲のがれきも一いつ緒しよになぎ倒たおしていくぞ。

怜央：攻撃力も30点以上か。こちらも隙がないな。……十年前の亡ぼう霊れいをタイタスにして昇しよう華か、蘇よみがえるぞ。

椿：こちらもタイタスを。

隼人：俺おれは〝ダインスレイフ〟のロイスをタイタスにして、蘇る。……そんなものを出されて、倒れるわけにはいかない！

ＧＭ：了りよう解かい。……次は狛江だ。

狛江：真神に指をさして言います。……あんたのやっていることはわからなくもない。死んだ人のために何かしてあげたい気持ちも共感できる。でも！　そのためにあんたが踏ふみにじってきたものは許ゆるせない！

ＧＭ：……無言のまま、真神は狛江を睨にらむ。

狛江：あたしは緒方明良さんの弟で子し！　ＦＨチルドレン、〝ムーンストラック〟！　真神修夜、全力をもってお前を倒す！　《完全獣じゆう化か》を使用！　人じん狼ろうの姿すがたになります！

椿：……おお。

狛江：相手が［受け］を使うなら、それを強ごう引いんに突とつ破ぱするまで！　《大だい蛇じやの尾お》＋《因いん果が歪わい曲きよく》と他ほか、そして切り札の《獣けものの王》！　……達成値は50！　リアクションは不ふ可かだ！

ＧＭ：む、確たしかにそれはどうしようもないな。

狛江：まったく気配を感じさせないまま、一撃を繰くり出す。真神が気がつくと、衝撃波で胴どうがえぐれているという感じで！　……ダメージは59点！

ＧＭ：ならば、そのダメージは《復ふく讐しゆうの領りよう域いき》で返す！　〝左ひだり腕うで〟が鈍にぶく光る！

椿：もう片かた方ほうはオルクス！

ＧＭ：真神の体がえぐれる瞬しゆん間かん、狛江の体にもまったく同じ場所に切り傷きずができる。

狛江：ぐ……、これがあの人が惹ひかれた力。十年前の研究の成果か……。緒方さんのロイスをタイタスにして復ふつ活かつします。

ＧＭ：「研究の成果？　そんな言葉で表ひよう現げんするな。これは……、俺たちが生きるために取得せざるを得なかった力だ」真神は口から出る血をぬぐって言う。

狛江：つ、強い……。

怜央：……これは力押おしでは勝てないな。彼には、本当に我われ々われを全ぜん滅めつさせる力がある。

隼人：こっちはタイタスが切れれば負けるしな。……その前に、あの防御を突破しないと。

狛江：でも、あたしはもう《獣の王》を使っちゃったから方法無いよ。

椿：こっちの達成値ちを上げるか、相手のダイスを下げるかして、受けさせない……？

怜央：私には《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》がある。……これなら防御力をすべて無視できる。

狛江：おお！　そんなものが！

怜央：だが、一いち応おうの攻こう撃げき方法として持っているだけなので攻撃力が低い。決定打にはなりえないぞ。

隼人：それでも十分。

怜央：ではマイナーで接せつ近きん、メジャーで《抗あらがいがたき言葉》＋《絶対の恐怖》＋《ポイズンフォッグ》他。ライオンが近づいて、真神の目をのぞき込こむ。……十年前の悪あく夢むをもう一度見るがいい。達成値は55。

ＧＭ：えげつない精せい神しん攻撃を！　抵てい抗こうは失敗！

怜央：ダメージは33点。以い降こう、このシーンの間あらゆる判はん定ていにダイスペナルティが３個だ。

ＧＭ：ぐ！　それはダメだ！〝左腕〟と〝右腕〟が《透とう過か》！　ダメージを全部消す！

狛江：真神は？

ＧＭ：真神は《ショックアブソーブ》を使用。ダメージを30点軽けい減げんする。

狛江：うわ！　結局ダメージは３点か！

ＧＭ：「ここまで来て邪じや魔まさせんぞ、ＦＨ。……組そ織しきをはじき返すくらいの意地も矜きよう持じも持ち合わせている」一瞬見た幻げん覚かくを、自分の唇くちびるを嚙かむことで幻から逃のがれた真神が言う。

怜央：ふん……、何も言い返しはしない。

椿：次は私。最初から全力で行く！　《螺ら旋せん撃》も《ジャイアントグロウス》も使用！

ＧＭ：《螺旋撃》か……。受けにくくはなるな。

椿：侵しん蝕しよく率りつは19上がって、ダイスが全部で21個！

隼人：19か……。厳きぎしいな。

椿：でもやるしかない！　命中は46。無数の〝糸〟が周囲すべてから真神を襲おそう！　切り裂さけ！

ＧＭ：……［受け］はなんとか成功。高速の剣けん裁さばきで、糸をたたき落としていく。

椿：う……。ダメージは49点。

ＧＭ：再ふたたび《砂すなの結界》を使用。次は〝右腕〟をカバーリング。……ダメージは無い。

隼人：徹底的に固いな……。

椿：あ、［転てん倒とう］と［捕ほ縛ばく］は？

ＧＭ：それは全員に適てき用ようされる。……てことは、真神の剣に椿の糸が巻まき付いた状じよう態たいか。

椿：ぎりぎりとそれを引き絞しぼります。




◆第２ラウンド

ＧＭ：では次のラウンドだ。……先手はこっちだな？
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隼人：おう。

ＧＭ：〝右腕〟、〝左腕〟はまた《融ゆう合ごう》。……そして真神はまず［捕縛］された《インフィニティウェポン》を解かい除じよ。さらにマイナーアクションで《インフィニティウェポン》を使用して、新しく剣を作る。

怜央：これで［捕縛］も解除か。……本当にやっかいだな。

椿：でも、ダイスペナルティは与あたえてる。あとは、隼人と狛江が達成値で勝てれば……。

怜央：そうなるととにかく〝右腕〟と〝左腕〟を倒たおすのが先決か。

狛江：そうすれば、［受け］の効こう果かも落ちるはずですしね。

椿：ということは、怜央と私が先に攻撃した方がいいってこと？

怜央：……そうだな。

隼人：それもこれも、次の攻撃を耐たえきってからだけどな。

ＧＭ：その通り！　《ギガノトランス》＋《完全なる世界》、さらに《マシラのごとく》を使用！　真神の振るう剣の刀身だけが、周囲一帯に分身する！

隼人：またシーン攻撃か！

ＧＭ：「まとめて肉にく片へんになれ！」……達成値は61点！

隼人：無茶言うな！　回かい避ひは失敗！

椿：こっちはもう一回《崩くずれずの群むれ》！　狛江をかばう！

狛江：ありがとう！

ＧＭ：ダメージは……[image: 101]点だ！

狛江：うわ、[image: 100]点超こえた！

隼人：もう一回タイタスを使う！　……もうこれがギリギリだ。攻撃には使えんな。

椿：こっちも、タイタスがそろそろ辛つらい……。そろそろ侵蝕率も[image: 160]が見えてくるのに。

怜央：では、真神へのロイスをタイタスに。それを椿に渡わたす。今倒れてもらっては困こまる。

椿：あ、ありがとう。

怜央：そして私もタイタスで復ふつ活かつ。ただし、私もこれで限げん界かいだ。……ただでさえ、ロイスは少ないのでね。

狛江：ここがギリギリの線……。

ＧＭ：ここを超えれば、全ぜん滅めつか、ジャーム化だな。

隼人：…………。

ＧＭ：「……どうした？　手が止まったぞ？」と真神は言う。

隼人：まだこれからだ！

椿：とにかく隼人と狛江は待機して！

隼人：おう！

狛江：了りよう解かい！

怜央：そして私から行く。先ほどと同じく《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》。もちろん、範はん囲い攻こう撃げきでな。……達成値ちは52だ。

ＧＭ：ダイスペナルティをひたすら食くらっているのがつらい。……ダメだ、回避は失敗。

怜央：ならば、今度こそ悪夢におぼれるがいい。……出目がいい。ダメージは41点だ。

ＧＭ：ぐ……！　それは、サラマンダーの〝左ひだり腕うで〟が落ちる……。

狛江：やったああああああああああっ！

椿：サラマンダーが無くなれば、だいぶ有利になるはず！

ＧＭ：真神の左腕から、生物のような籠こ手てがずるりと落ちる。だが、奴やつが戦意を失ったわけじゃないぞ！

椿：次は私！　少しでも、ダメージを与あたえる！　さっきと同じ攻撃で……達成値は48！

ＧＭ：《螺ら旋せん撃》はまだ組み合っているのか……。一いち応おう［受け］を試みる！　ギリギリで成功！

椿：ダメージは……41点。

ＧＭ：くっ、さすがにサラマンダーが無くなるとダメージが来る。……となると、カバーリングもできない。

隼人：ダメージを二倍で受ける覚かく悟ごは無いか。

ＧＭ：こちらも厳しいからな。椿の〝糸〟が、動きの鈍にぶった真神に巻き付いていく。それを強ごう引いんに引きはがす真神。だが、彼の肉体はボロボロだ。

狛江：〝右腕〟は？

ＧＭ：落ちるな。……両腕とも、これで倒れたことになる。

狛江：いよし！　じゃあホントに全力で行く！　まず、《リアクティブダッシュ》を使って真神から遠ざかる。

隼人：え？　元々真神に接せつ近きんしているわけでもないし、遠ざかっても意味ないんじゃ？

狛江：そんなことないです。これで、攻撃時にぴったり[image: 161]％になってエフェクトレベルが上がるんですよ！（笑）

椿：本気も本気ね……（笑）。

狛江：持っているエフェクトは全部組み合わせて攻撃！　もちろんＤロイス：伝でん承しよう者しやも使って達成値を３Ｄ10上げます！

ＧＭ：おう、来い！

狛江：一歩で距きよ離りを取り、瞬しゆん間かんで精せい神しんを統とう一いつ。一撃を……ってああああああっ!?　出目が超ちよう悪い！　出目が24!?

隼人：ここまで来てそんなこと言うなああああああっ！（笑）

ＧＭ：む！　それは《電光石火》で回避だ！　ダイスペナルティはあるが、クリティカル値はそっちと変わらず７だ。

椿：や、やばい？

怜央：当たらなければ……厳きびしいかもな。

狛江：伝承者の効こう果かは……６!?　これも低い！　技ぎ能のう足して34！　……あ、当たらない？

隼人：（ＧＭのダイス目を見て）いや、結けつ構こういけるかも……？

ＧＭ：うおおおおおお、ぎりぎりで回避できなかった！　32で失敗！　くっ、ダイスペナルティが無ければ成功だったものを！

狛江：やったあああああああ！　空手すげ──────っ！（笑）




　すごいのは空手でなく、ダイスペナルティである。




ＧＭ：怜央の精神攻撃に朦もう朧ろうとなり、椿の糸に動きを封ふうじられている真神に狛江の放つ衝しよう撃げき波はが襲いかかる！

狛江：中ちゆう段だん回し蹴げりのモーションで相手をえぐる！　……当たれば大きい！　57点！

ＧＭ：めきめきと音を立てて真神のあばらが折れる。だが、彼は倒たおれない。歯をかみしめて、そこに踏ふみとどまる！　《魂たましいの錬れん成せい》を使用して復活する！

怜央：切り札が出てきたか。……確たしかに向こうもギリギリのようだ。

ＧＭ：衝撃に血を吐はき、糸に切り裂さかれ、両腕に宿す仲間を失っても、真神の目の光は消えない。その目はまだ戦うことをやめない。まだ、隼人ののど笛にかみつく隙すきを狙ねらっている。

隼人：刀を構かまえ直して聞く。……まだ、やるつもりなんだな？

ＧＭ：「……やめる理由はどこにもない。俺には俺の、やらねばならぬことがある」




　真神の声はかすれているが、その調子は変わらない。

　剣けんを持つ手も、それを支ささえる足も戦うことをやめようとしない。

　……その姿すがたは、やはり隼人とどこか似にていた。




隼人：俺にもなすべきことがある。……すまないな。

ＧＭ：「なぜ謝あやまる。謝るくらいなら、自分の道など歩くな！」真神は剣を両手で握にぎり直す！

隼人：そうだな。俺は俺の道を行くために───お前を倒すっ！




　言葉と共に、少年ふたりの姿がかき消える。

　ふたりのシンドロームは同じ。ならば、決め手となるのは───。




隼人：《ライトスピード》を使用！　復ふつ活かつ系けいのエフェクトがあっても、これで倒しきる！

ＧＭ：もう［受け］ではじく余裕はない！　だが、《電光石火》で回かい避ひを試みるぞ！

隼人：最初の達成値ちは58！　出目が走った！　通り過すぎざまに胴どうを薙なぐ！

ＧＭ：50を超こえると……さすがに回避は失敗するか。……だが、《空うつ蟬せみ》を使用してダメージを０にするぞ！　隼人の剣が届とどく瞬間にフェイントをかけて、それを避よけきる！

隼人：そこまでは折り込み済ずみだ！　左ひだり脚あしを軸じくにして、逆ぎやく方向へ飛ぶ！　次の攻こう撃げきは───達成値46！　少し下がったか？

ＧＭ：ここが勝負所か。……なら《リミットリリース》を使用。

狛江：えっ!?　それ何だっけ？

椿：判はん定ていのクリティカル値が１下がるエフェクト……。

ＧＭ：ダイス13個こ、クリティカル値６で避ける。

狛江：それ……やばいんじゃない？

怜央：だが、こちらはもうなにもできない。純粋に出目勝負だ。




　隼人の刀が風を巻まき込こんで真神へと振ふり下ろされる。

　その時、隼人は見た。

　雄お叫たけびと共に、真神の速度がさらに上じよう昇しようするのを───。




ＧＭ：「おおおおおおおおっ！」全身の力を使って真神のスピードがさらに上がる！

隼人：馬ば鹿かな！

ＧＭ：……行くぞ！




　机の上をはねる13個のダイス。

　その目は───。




一同：ああああああああああああああっ！

ＧＭ：出目で35、技能足して39。……く～～～～～～っ、わずかに届とどかなかったか！

狛江：こ、こわっ！（笑）

怜央：……まさにぎりぎり。

隼人：ダメージは64！　どうだ！

ＧＭ：それは……ダメか。




　だが、その神速をもってしても、真神はわずかに急所をそらしたのみ。

　風を断たつほどの刀は、そのまま彼の体を切り裂さいた───。




ＧＭ：隼人と真神のふたりが二度交差し、動きが止まる。

隼人：…………ゆっくりと振り向くぞ。

ＧＭ：そして一いつ瞬しゆん遅おくれて真神の肩かた口ぐちから血が流れる。……同時に、彼の剣が粉々に砕くだける。

隼人：俺おれの───勝ちだ。

ＧＭ：「ああ。……俺の負けだ」彼は苦々しく、そう言う。

隼人：…………。

ＧＭ：真神は血まみれのまま立ち上がり、隼人の胸むなぐらをつかむ。「お前のやり方を認みとめてやる。……だが、自分自身が選んだ道だ。その道を違たがえてみろ、地じ獄ごくの底からでもお前を殺しに来てやる」

隼人：ああ。……もう忘わすれないさ、絶ぜつ対たいに。




　道は違えても、分かり合えなくとも、真神は自分と同じ存そん在ざいだった。隼人は思う。

　仲間のことを忘れられず、それを大事に生きてきた。

　それは、日にち常じようのかけらを握にぎりしめる自分となにが違ちがうだろう？




ＧＭ：そして「ちっ」と舌した打うちをし、真神はゆっくりと倒たおれる。

隼人：では、それを抱かかえて最後に言う。




「……また、どこかで会おう」

　隼人は静かに言った。

「…………ふん」

　真神はなにも答えず、その目を閉とじる。

　だが───、その表ひよう情じようはどこか穏おだやかなものだった。




ＧＭ：これで戦せん闘とうは終しゆう了りようだ！

狛江：ホントに強かった──────っ！

椿：侵しん蝕しよく率りつもすっかり上がっちゃったし。

隼人：ここからなんとか帰ってこねえとな。

ＧＭ：では、自じ律りつ判定を───。

怜央：ちょっと待った。ＧＭ、ひとつやりたいことがある。

ＧＭ：え？

狛江：……怜央さん？

怜央：その場にいる全員にライオンが声をかける。……ご苦労だった、諸しよ君くん。これでめでたく十年前の研究データが集まったわけだ。

椿：……警戒体制に入ります。

隼人：確たしかに、な。……それがどうした？

怜央：なあに、簡かん単たんなことだ。キミたちＵＧＮがそのデータを欲ほしがるように、我われ々われＦＨもそれを欲ほつしている。

椿：…………。

狛江：れ、怜央さん？

怜央：狛江くん、これは私の任にん務むだ。キミは気にする必要はない。

椿：それは───このデータをお互たがいが持つという意味ですか？

怜央：いいや。もちろんのこと我々はそれを独どう占せんしたい。……だから、それを渡わたしたまえ。

隼人：そんな要求がきける───。

怜央：（言葉を遮さえぎって）《ナーブジャック》＋《要かなめの陣じん形けい》を使用する。隼人と椿の動きを封ふうじるためにな。

一同：ええええええええええっ!?

ＧＭ：いや、《ナーブジャック》って……確たしかにできますが！

狛江：侵蝕率めちゃめちゃ上がりますよ!?　怜央さんロイスの数もほとんど無いじゃないですか！

怜央：現状、私の侵蝕率は[image: 118]％。ここから《ナーブジャック》を使うと４Ｄ10＋３上がる。そして残りのロイスは二個。……『ＤＸ２』では最大ロイスの三倍まで振ることができるので、目が無いわけではない。

狛江：でも、かなり危険じゃないですか！　そこまでして……。

怜央：これは、エージェントとしての意地という奴だ。それに───。

椿：それに？

怜央：（素に戻って）せっかくＦＨのキャラクターをプレイしているんだ。それくらいのことはやりたいじゃないか。

隼人：むむむ、それは説得力ある（笑）。

怜央：実は、こちらも使用技ぎ能のうである〈ＲＣ〉のクリティカル値は下がらないのだ。おそらく、隼人や椿の〈意い志し〉とそう変わらないと思うが。

ＧＭ：ちなみに隼人たちの〈意志〉は？

隼人：えーと、侵蝕率のボーナスまで足してダイス９個こ。技能のレベルは１。

椿：あ、私もまったく同じ。

怜央：こちらは侵蝕率上昇にもよるが、ダイスは９、ないしは10個で技能が３。……いい線だな。

狛江：（うなずきながら）確かに。

怜央：どうするＧＭ？　ＧＭが厳しいというのであれば、この提案は取り下げるが。

ＧＭ：う～ん……。

隼人：…………。

椿：…………。

ＧＭ：…………わかりました！　いいでしょう！　もともとデータがどっちにあってもシナリオが進むようにはなってましたし！

一同：おおおおおおっ！

怜央：キャンペーンの方向を左右する勝負を仕掛けられるというのも、敵対組織であるＦＨの醍醐味だな（笑）。

狛江：いや、まったく（笑）。

ＧＭ：では、怜央の〈ＲＣ〉と隼人、椿の〈意志〉で対決！　怜央がふたりともに勝利したらデータはＦＨが持っていくということで！

隼人：これはまた……すごい展てん開かいだな。

椿：全然予想してなかった（笑）。

狛江：あたしも（笑）。

怜央：まず私が先に侵蝕率を上げよう。……これで[image: 138]％。ダイスは10個、技能は３だ。

ＧＭ：では、せーので振ってくださいね。……せーの！




　三人ともめいめいにダイスを振る！

　そしてその結果は───？




怜央：……達成値は16！

隼人：うわ、15！

椿：私も15……。

ＧＭ：おお！　一差で勝った！

怜央：よし！　ではライオンの声が隼人と椿の運動神しん経けいを凍こおらせていく。指先ひとつ動けないように……。

隼人：いや待て！　俺はまだやれることがある！

ＧＭ：む!?

隼人：ここで怜央に対してのロイスをタイタスに！　昇しよ華うかして今の判はん定ていの達成値を上げる！

狛江：うわっ、そこまでやるか！

隼人：ここまで来て、こっちだってそう簡単に渡せるか！

椿：……同じく、ここで春日怜央に対してロイスを取ってタイタスに。達成値を上げます。

怜央：椿もか。

椿：霧谷さんと伊織の命がかかってますから。……渡せません。

ＧＭ：一差しかないから、必ず抵てい抗こうは成功か。一いつ瞬しゆんかかったと思った《ナーブジャック》も、強きよう烈れつな信念によって強ごう引いんに解かい除じよされる。

怜央：こちらはこれ以上タイタスを使えない。……これは、さすがに負けを認みとめざるをえないな。

椿：諦あきらめて、くれますか？

怜央：ああ、仕方がない。……そのデータはキミたちが持っていきたまえ。

隼人：…………。

怜央：使い方はキミたちの自由だ。うまく使うといいだろう。……どのような使い方をしても、それは勝者であるキミたちの特とつ権けんだ。

狛江：怜央さん……。

怜央：それから、そこにいる狛江くんは適てき当とうなところで離はなしてやってくれ。彼女を殺すほど、キミたちも血に飢うえているわけでも無いだろう？

隼人：まあ、それは……な。

椿：……ええ、約束する。

怜央：結けつ構こう。……ではさらばだ。キミたちはまったく興きよう味み深かった。




　その言葉と共に、ライオンの目から知ち性せいの光が消えた。

　そこにいるのはただの抜ぬけ殻がら。

　幼おさないライオンは、きょとんとした顔でこちらを見ているだけだった───。




隼人：……なんかすごい追加イベントだったなー（笑）。

狛江：というか、《ナーブジャック》を取ってたのがすごい（笑）。

怜央：最後にネタのひとつも仕込んで起きたかったのだ。せっかくこの立ち位置だしな。

ＧＭ：すごいネタでしたよ（笑）。

椿：うんうん（笑）。

ＧＭ：さて、では改めて自じ律りつ判定をしましょうか。

狛江：はーい。ロイスは少なくても、不死者なので大だい丈じよう夫ぶ！　……帰ってこれました。

椿：私は───うん、なんとか戻もどってきました。経けい験けん点はなくなっちゃったけど。

隼人：俺もぎりぎりで。この辺は生せい還かん者しやの強みだ。

怜央：で、問題の私だが。最大でロイスの三倍振れるのか。……残りロイスはふたつだから、ダイスは６個だな。

狛江：侵しん蝕しよく率りつは[image: 138]でしたっけ？　６個で39か……、ちょっと厳きびしいくらいですね。

怜央：どうせこれ以上は増ふえんからな。……んんんん、えいっ！

一同：おおおおおおおおおおっ!?

ＧＭ：（ダイスを数えて）10……、20……、って37しか無いですよ！

怜央：むむむむ！　あとひとつタイタスがあれば……っ！　賭には負けたか───。

椿：なんか、最後までダイス目に振り回されますね。このセッション（笑）。

怜央：確たしかに（笑）。……まあしかたないので、エンディングの演えん出しゆつをゆっくり考えるさ。

ＧＭ：よろしく（笑）。






《フォームチェンジ》　武器の形を防御重視に変化させるモルフェウスのエフェクト。

［受け］　所持する武器を使って、ダメージを軽減する防御行為。『ＤＸ2』では相手から攻撃を受けたとき、回避するか［受け］を行なうかのどちらかを選択できる。

《神速の鼓動》　超スピードと振動を操る能力を最大解放し、超広範囲にまとめて攻撃するハヌマーンのエフェクト。

《崩れずの群れ》　体の一部を変形させて他者をかばうエグザイルのエフェクト。

《復讐の領域》　領域に存在する物質を使い、自分がダメージを受けると同時に反撃するオルクスのエフェクト。

《透過》　あらゆるエネルギー、衝撃を受け流すエグザイルのエフェクト。

《ショックアブソーブ》　リザレクトの要領で攻撃のダメージを強引に吸収するエフェクト。

《螺旋撃》　螺旋の動きで敵の防御をはずすエグザイルのエフェクト。

《ギガノトランス》　広範囲に対して物質精製能力を使用するモルフェウスのエフェクト。

《完全なる世界》　自分の領域すべてを使い、全方位からの攻撃をしかけるオルクスのエフェクト。

《電光石火》　肉体の限界以上のスピードを出すハヌマーンのエフェクト。

《魂の錬成》　みずからの肉体そのものを作り出すモルフェウスのエフェクト。














ENDING PHASE






ＧＭ：ではエンディングです。……ひとりをのぞいて生還おめでとうございます（笑）。

狛江：ありがとうございます～。

隼人：しんどかったな～。

椿：でも、今回はあんまり勝ったとも思えない……。

ＧＭ：確かに。……データはＵＧＮが持ち帰ったけど、霧谷はやられてしまったわけだし。完全勝利とは言えないわね。

隼人：むむ。

狛江：あたしとしては、複ふく雑ざつなところだなあ。

怜央：ＦＨとしては、データの入手は失敗したが霧谷は表舞ぶ台たいから一時退たい場じよう。……痛いたみ分けというところかな。

ＧＭ：そんな感じですねえ。

椿：ちなみに、持ち帰ったデータを解かい析せきして伊織や霧谷さんはどうなるんです？

狛江：というか伊織は大丈夫なの？　ひどいケガだったけど。

ＧＭ：伊織はＵＧＮ日本支し部ぶのケアがあって、なんとか一命を取り留とめるよ。かなり重じゆう傷しようだけどね。

隼人：よかった、と言っていいのかなあ？

ＧＭ：微び妙みようなところだな。……医者の見立てでは、今回の傷きずが治っても前線に復ふつ帰きするのは難むずかしいらしい。

椿：…………。

ＧＭ：ちなみに、霧谷の解げ毒どく剤ざいや伊織の体に関しては大きな手がかりを手にいれたという状じよう態たい。……正直、まだどうなるかはわからない。

狛江：うーん。

怜央：何もかもこれから次し第だい、か。

ＧＭ：ただ、データの無い状態よりはずっといいけどね。

隼人：あとは研究者たちに任まかせるしかないってことか。

ＧＭ：うん、そんな状態だ。……キミたちがデータを引き渡わたせば、すぐにでも研究が始まるだろう。







◆Ending 01◆そして三み度たび、闇の中で


Master Scene






　闇に包まれた部屋の中心に、ぼんやりと光がともる。

　その光はやがて形をなし、ひとりの女じよ性せいの姿すがたとなった。

　女性の名前は都築京香。日本におけるＦＨの最高責せき任にん者しやである。




ＧＭ：では、まず怜央のエンディングなんですが。

怜央：うむ、ちょっと考えていたことがある。（ごにょごにょとＧＭに話す）

ＧＭ：……ほう？　わかりました。じゃあちょっと演出してみましょう。




　ホログラフの都築京香は満足げにほほえみ、口を開く。

「十年前のデータの復活、ＵＧＮ日本支部長の退場。……あなたはよくやりました、〝ナイト・オブ・ライオン〟。これでまた新たな〝プラン〟が動くことでしょう」




怜央：その声を、私は今にも消えそうな意識で聞いている。ジャーム化した私はもうすぐ理性を失なうのだ。……だが、その時部屋の闇が動く。そこには十歳さいほどの少女の姿が。

狛江：…………。

怜央：彼女は言う。「我が主マイマスター、倒れた怜央に代わって我が一族に新たなる〝プラン〟を」

ＧＭ：……その声に都築京香はうなずき、宣せん言げんする。




「わかりました。……ＵＧＮとＦＨの争いに新たなページを加えるため、あなた方には一層

の尽力を期待します」

　声と共に再ふたたび闇が───いやそこに潜んだ十人ほどの人間たちが唱和する。




「了りよう解かいしました。我が主マイマスター」

　そして怜央の意識は消えていく。道具として役目を果たし、泥の底へと───。




　　　　＊　　　＊　　　＊




隼人：そんなにいるのか！　春日一族！（笑）

怜央：一族だからな、たくさんいてもおかしくないだろう？（笑）

ＧＭ：しっかし、最後までがっちり悪役でしたね（笑）。

怜央：久しぶりにこんなキャラをやったよ。……楽しかった（笑）。







◆Ending 02◆ただいま


Scene Player ─── 玉野椿






　次の日。

　梶浦市に戻もどってすぐに、椿たちはＵＧＮの使う病院へとやってきた。

　伊織の様子を確たしかめる、と狛江が言い張はったためだ。




　騒さわがしい病院内の階かい段だんを上がり、病室の前までやってきた時。

　急に……狛江が足を止めた。




狛江：ちょっと、伊織の病室の前で足を止める。

椿：どうしたの？　急に。

隼人：別に罠わななんて仕し掛かけてねえぞ。

狛江：いや……、やっぱり伊織の顔を見るのはやめようかと思って。

椿：…………なんで？

狛江：会ったら、絶ぜつ対たいＦＨに来いって説得しちゃいそうなんだもん。……我が慢まんできる自信がないし。




　狛江はうつむいて、自じ嘲ちよう気味にそう言った。

　しばしの間、病院のざわつきがあたりを支し配はいする。




狛江：しばらく黙だまった後に、顔を上げていいます。……隼人、椿。ふたりは伊織が裏うら切ぎった時も、彼女を仲間だって言ったよね？

隼人：確かに言った。

椿：（黙ってうなずく）

狛江：それは今でも変わらない？　胸むねを張って言える？

椿：言える。……伊織がどう思っていても。それははっきりと言える。

隼人：俺おれもな。

狛江：じゃあ、約束して。……必ず伊織を助けるって。




　彼女がこれからどうなるか、それは狛江にもわかっていた。

　一度ＵＧＮを裏切った彼女には何かしらの処しよ罰ばつがなされるだろう。

　最悪、伊織のためにあのデータを研究してくれないかもしれない。




　それが狛江にとって、一番の不安材料だった。




狛江：じっとふたりの目を見ます。

隼人：……ああ、約束するさ。

椿：もちろん。……伊織を助ける方法を探さがしてくれなければ、データは渡わたさないつもり。

狛江：（身を乗り出して）それホント？　ホントに約束してよ？　……そうでないと伊織をＦＨにさらっていっちゃうからね？

隼人：ああ、まかせとけ。

椿：でも狛江はどうするの？　……やっぱりＦＨに戻るの？

狛江：じゃあその質しつ問もんには少し顔を曇くもらせます。……戻るよ。

椿：………………。

隼人：……それでいいのか？

狛江：正直、わかんない。でも───あたしは全然なにも知らないチルドレンだから。いろいろ見て、いろいろ知って、それから決めたいと思う。……自分の行く先を。




　そう言って、狛江は自信が無さそうに笑った。




狛江：次に会うときは敵てきかもしれないけど。手て加か減げんはしないからね。……そう言って拳こぶしを突つき出します。

隼人：それはこっちの台詞せりふだ。次は本気で手合わせしてやるよ。

椿：その時は、二対一を覚かく悟ごしてね。……私もちょっと笑って言います。




「じゃあ……また」

　そう言い残して、狛江はその場を去っていった。

　彼女の行く末がどうなるか、それはまだ誰だれにもわからない。




椿：……狛江を見送った後、伊織の病室の扉とびらを開けます。

ＧＭ：真っ白な病室の中で、伊織がベッドに寝ねかされている。……手当はされているものの、やっぱりだいぶ消しよう耗もうした顔をしているね。

椿：ベッドの横に椅い子すを引いて、そこに座すわる。

隼人：……俺はなんとなく横に立っていよう。

ＧＭ：すると、その音が聞こえたのか伊織がうっすらと目を開ける。「……椿？　……隼人もいるの？」

椿：……おはよう、伊織。

隼人：よう。

ＧＭ：「私───助かった、の？」彼女は微かすかにそんなことを言う。

隼人：あれからずっと意い識しきを失っていたのか……。

椿：伊織に言います。……少なくとも、ここは天国じゃない。私、まだ死んだつもりはないから。

ＧＭ：「そっか……」彼女は微かにほほえむ。「……助けてくれたんだ」

椿：……うん。

ＧＭ：「ありがとう」

椿：……うん。

ＧＭ：そして伊織はまじめな顔になって聞く。「結局───どう、なったの？」




　椿はすべてを話した。

　真神のこと、データのこと、狛江たちのこと、そして霧谷のこと。

　……何も隠かくさずに、すべてを。




椿：伊織も、霧谷さんも、まだまだどうなるかわからない。

隼人：ただ、今できる最さい大だい限げんのことはした。……安心して待ってろよ。

ＧＭ：「そっか……」なんとなく感かん慨げい深げに遠くを見る伊織。「……椿たちは、私も兄さんも助けてくれるつもりなんだ」

椿：……言ったでしょ？　誰かを犠ぎ牲せいにするつもりは無いって。

ＧＭ：「……ね、ひとつ聞いていい？」




　いつかのように伊織が問う。

「私たちにも、〝日にち常じよう〟ってあるのかな？」




　その問いに、椿は笑って答えた。

「あるよ。……大切なものがあるなら、誰にだって」




　それは少し形が違ちがうかもしれない。ちょっとばかりいびつかもしれない。

　でも本当に心から大切な思い出があるならば、それはその人にとって守るべき〝日常〟のかけらだ。




ＧＭ：「……そう、かな」

隼人：俺も賛さん成せいだ。俺たちには〝日常〟が無いんじゃない、形が違うだけだ。……その方が通りもいいしな。

ＧＭ：くすくすと伊織が笑う。「私も、ちょっと考えてみるよ」

隼人：それがいい。

椿：……ね、伊織。

ＧＭ：「……ん？」

椿：おかえりなさい。




「……ただいま」

　伊織は静かに、ほんの少しだけうなずいた。




　彼女を取り巻まく問題はまだ解かい決けつしていない。

　───だが、それでも。




　伊織が帰ってきてくれたことが。こうして話ができることが。

　仲間を取り戻したことが椿にはうれしかった。




　柔やわらかな春の日差しが、病室の中を暖あたたかい空気で包む。

　ほんのつかの間ではあるが、彼らは平へい穏おんなひとときを過すごした。







◆Ending 03◆動どう乱らんのはじまり


Scene Player ─── 高崎隼人






　数日後、隼人と椿は緊きん急きゆうの名目で日本支し部ぶに召しよう喚かんされた。

　行き先は日本支部、支部長室。




　いまだ主のいない、その部屋に。




ＧＭ：そして数日後、隼人と椿はＵＧＮ日本支部の支部長室に呼よび出されるわけだが。

椿：支部長室？　霧谷さんが復ふつ帰きしたとか？

ＧＭ：まさか。まだ目め処ども立っていない状じよう況きようだよ。

隼人：……なんか、予想はつくけどな。

ＧＭ：ちなみに、何日ぶりかに見る日本支部はいつになく人が多い。……しかもみんなピリピリした空気を漂ただよわせている。

怜央：霧谷が倒たおれたことが影えい響きようを及およぼしているな。

ＧＭ：そうだね。日本におけるＵＧＮのトップが倒れたんだ、影響が出ない方がおかしい。

狛江：まあ、確たしかに。

隼人：とにかく、人を避さけつつ支部長室に行くぞ。

椿：黙だまって隼人について行きます。




　無言のまま、ふたりは支部長室へと向かう。

　つい先日、この中で伊織と三人で任にん務むを受けたのが噓うそのようだ。

　隼人はそんな感覚にとらわれていた。




隼人：支部長室をノックしよう。……高崎隼人です。

椿：玉野椿、参りました。

ＧＭ：では中から「入りたまえ」といつか聞いたような声が。

隼人：む。……とりあえずドアを開けよう。




　部屋の奥、本来霧谷が座すわるその席には、黒スーツの男が座っていた。

　髪かみをすべて後ろになでつけ、鋭するどい眼がん光こうをサングラスに包んだ男。

　その感かん情じようの一いつ切さいを封ふうじ込こめたような顔は忘わすれるべくもない。




ＧＭ：そこに座っているのは『残ざん酷こくな人形』の際さい、キミたちに指し示じを出していた藤崎だ。

隼人：やっぱりそうか……。

椿：……ちょっと身を固くしよう。

ＧＭ：「任務ご苦労だった」あいかわらずの無表情のまま、藤崎は言う。

隼人：俺はいきなりつっかかるぞ。……おい！　なんであんたがここにいるんだ。

椿：隼人！

ＧＭ：「日本支部長、霧谷雄吾が倒れたことはキミたちの方がよく知っているだろう。私は彼の代理として呼ばれたのだ」

隼人：ってことは。

ＧＭ：「霧谷が復帰するまでの間、私が日本支部長代理としてキミたちの上司となる」ただ淡たん々たんと事実を告げる藤崎。

椿：なんとなく、前の事じ件けんを思い出す私。顔には出さないけど。

隼人：俺はやっぱりつっかかる。……あんた、今回は信用できるのか？

ＧＭ：「……ＵＧＮのやり方はキミがよく知っているはずだ。私はそれを守っているにすぎない」また、射い抜ぬくような目線が隼人に飛ぶ。

隼人：…………。

ＧＭ：「その上で信用できるかどうかは、キミ自身が判はん断だんしろ」

隼人：…………。

ＧＭ：「…………」

隼人：……ちっ、わかったよ。前の時も、あんたが本当に間ま違ちがっていたわけじゃない。それくらいは理解してるさ。

ＧＭ：では目線を椿に移うつす。「玉野椿、キミはどうだ？」

椿：（頭を下げて）……しばらくの間、よろしくお願いします。

ＧＭ：その答えを聞き、改めてキミたちを見て言う。




「日本支部長が倒れたことは、残念ながら我われ々われＵＧＮに大きな動どう揺ようをもたらしている。そし

てこの機に乗じてＦＨが動き出すのは避けられないだろう」

　藤崎の口調に少しばかりの熱がこもる。

「この混こん乱らんを乗り越こえるため、キミたちには他のエージェントとは別に任務をこなしてもら

う。……私の指し揮き下で、だ」




隼人：…………。

ＧＭ：そして最後に藤崎は言う。「これはＵＧＮの危き機きだ。キミたちはその中心に近い場所に立ってしまった。……もう降おりることはできない」

椿：…………。

ＧＭ：藤崎はふたりの顔をじろりと見る。「何か、質問は？」

椿：……ありません。

隼人：個人的にはいろいろあるが、……今は聞かねえよ。

ＧＭ：藤崎は無表情で頷く。「では、別命あるまで待機せよ」

椿：了りよう解かいしました。

隼人：……了解しました。




　ふたりは一礼をすると部屋を出た。

　半ば予想はしていたことだが、藤崎の言う〝危機〟がふたりの胸ふたりに残っていた。




隼人：……これから、どうなるんだろうな？　ＵＧＮは。

椿：（首を横に振ふって）わからない。───でも。

隼人：でも？

椿：もう、この舞ぶ台たいからは降りられない。……いや、降りることだけはしたくない。

隼人：そうだな……。




　隼人は手の中に残ったかけらを見つめる。

　それは真神との戦いの後、拾った〝ダインスレイフ〟と書かれたプレートのかけらだ。




隼人：何度も迷まようかもしれない。つまづくかもしれない。でもこれだけは憶おぼえている。……これから先、どうなろうと俺おれは自分の力で守れるものを守る。




　それは約束だ。

　自分を救ってくれた仲間と、道を違たがえた真神と、そして自分自身と誓ちかった約束。




　隼人は目を戻もどす。

　遠くの空で雷かみなりが鳴っているのが見えた。

　───嵐あらしが、やってこようとしている。





ダブルクロス・リプレイ・オリジン　『破滅の剣』

fin







And continues to "Double Cross Origin 4th"






















あとがき






　人は大人になります。どんな子供でも言葉を覚おぼえ、他人を知り、自分のことについて悩み、大人になっていきます。




　ですが、〝大人になる〟ということはどういうことでしょうか？

　時間が経たてば、肉体は成長します。知識も増えていくでしょう。しかし、それだけで〝大人になる〟と言えるのでしょうか？




　この問いにはいくつもの答えがあります。

　そしてこのオリジンという物語は、皆さんにそのひとつの答えを見つけてもらうための物語です。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　こんにちは。初めての方は、これからよろしくお願いいたします。

　この本の著者である、矢野俊策と申します。

　本書を手に取っていただき、ありがとうございます。




　冒頭で〝大人になる〟ことについて書きました。

　人は変化する生き物です。周囲のあらゆる情報を取り込み、それを自分の中で処理することで内面を変えていきます。変化の方向性によっては、それを〝成長〟と表現することもあるでしょう。

　しかし、〝大人になる〟という言葉にはまた違う意味があります。

　ただ成長するだけではなく、他の何かが含ふくまれている場合があります。また、そこに含まれている意味も時と場合によって違うことがあります。




　さて。

　〝チルドレン〟である隼人と椿も、変化し、成長していきます。

　彼らもまた〝大人になる〟でしょう。それを描えがくのがこのオリジンシリーズのひとつの目的です。どんな形で、何を持って彼らが〝大人になる〟のかは、本編と、そしてこれからの彼らの物語を見てください。




　そう。このオリジンシリーズは当初三巻で終了の予定でしたが、なんともう一巻だけ続けることになりました。単発のリプレイになるかとも心配していたのが噓のようです。これもすべて皆さんに応援していただいたおかげです。この場を借りて、お礼を述のべさせていただきます。本当にありがとうございます。もう少しだけ、おつきあいいただければ幸いです。




　なお、三巻構想が四巻に伸びた理由のひとつはメインテーマの掘り下げにあります。

　先ほども少し書きましたが、このオリジンシリーズは隼人、椿というふたりの〝チルドレン〟の成長を描いた物語です。元々は一巻で隼人、二巻で椿、三巻で双方にスポットを当てて、ストーリーを完結させる予定でした。しかし、こちらの予想を超えてふたりのキャラクターが立ってしまい、さらにＧＭである私もネタが次々と出て止まらないという事態になり、四巻に手を付けるかどうかという判断に迫られたわけです。

　この辺の経緯は、本編の冒ぼう頭とうにも少し書いた通りですが、結論としては「シナリオの展開に任せる」という流れに落ち着きました。この方法は、今回のセッションがＵＧＮとＦＨ双そう方ほうのキャラクターが参加することもあり、大正解だったと思います。




　さて、それでは各シナリオの解説を少し。




◆ＧＭとして

　第三巻の収録に際して、ＧＭである私が決めていたことはふたつありました。

　ひとつは新サプリメントである『コントラストサイド』を使用すること。

　このサプリメントは今まで敵対存在であったＦＨ所属のＰＣができるという画かつ期き的てきなもの。ですが、その分少し遊び方が難しいものでもあります。特にＰＣの中にＵＧＮとＦＨが双方混じった形で遊ぶパターンはクセが強く、具体的なプレイエイドを示すためにも、是非リプレイで使用したいという思惑がありました。

　もうひとつは、隼人の過去という設定を拾うこと。

　隼人は過去の記憶の一部を失っているという設定がありました。この設定は、第一巻の冒頭で大畑くんが自分のキャラクターである隼人を紹介するときに付けたものです。

　第一巻の収録の後、この設定は是ぜ非ひ三巻でふくらませてやろうと企んでいました。これは設定自体が好みだったこともありますが、「プレイヤーが言い出した設定をふくらませてシナリオを作る」という遊び方はキャンペーンの醍だい醐ご味みのひとつだと思っていたからでもあります。

　ＵＧＮとＦＨの関連性、そして隼人の封じられた過去。これを原型としてシナリオの作成は始まりました。




◆シナリオ１

　さて、今回のシナリオは完全に前ぜん後こう編へんを意識して作りました。

　ポイントはふたつ。ＵＧＮから離り脱だつする伊織というキャラクターの演出と、十年前という大きな伏線にプレイヤーの目を向けさせること。

　伊織の演出は、キャラクターとしての会話に混ぜ込むことで解決させ、十年前のプロジェクトに対してはシナリオの途中で隼人に焦しよう点てんを切り替えるという手法で解決させました。

　そのため、ＦＨのキャラクターに対してのフォローが足りないかなあと心配していた部分もあったのですが、そこは狛江、怜央という強烈な個性によって杞き憂ゆうに終わりました。

　安達くんにしても、遠藤さんにしても、こちらの想像以上にいいキャラクターを作ってくれました。しかしまさか優等生だった椿があれほど困り果てたり、ＵＧＮ側のＰＣとまったく出会わないロールプレイの上、ストーリーを進めるようになるとは思っていませんでしたが（笑）。




　一話では主にエンディングを使用して二話への引きを作ります。

　伊織の裏切り、霧谷の告白、十年前の謎、真神の顔見せなどですね。

　がっちりと二話への仕込みを終わらせたところで、次に続きます。




◆シナリオ２

　そして本番である第二話です。

　このシナリオには大きな仕掛けがありました。それは、「霧谷がどうなるか」という仕掛けです。この結果いかんによって、第四巻に話をつなげるかどうかを決める予定でした。




　ネタはこうです。

　まず霧谷に関する情報を段階に分けて公開し、ＰＣが彼に対しどう接するのか、スタンスを悩ませます。そして結論を出させないままに真神襲撃のイベントに突入。襲撃が成功すれば霧谷は意識不明にまで追い込まれるというわけです。

　結果は本編を見ての通り、真神が霧谷を見事に倒して撤てつ退たいするわけですが、これは本当にダイス目による勝利でした。最初の不意打ち、狛江の攻撃失敗、真神の攻撃などなど、吸い寄せられるようにＧＭ側に運が偏かたよったダイス目だったと思います。特に真神の達成値[image: 150]というインパクトはすさまじく、プレイヤーの頭の中に「コイツには勝てない！」という印象を刻きざみ込こんだようです。

　実際はあの時点での真神は《ヴァイタルアップ》も使っておらず、ＨＰが０になったら退却しようと思っていたので倒すことは無理ではない、という計算だったのですが。いや、ダイス目は本当に恐ろしい。

　そして霧谷の行く末を決めるもうひとつの要素が〝データの行方〟でした。

　こちらに関しては、やはり遠藤さんの行動が光っていたと思います。ＵＧＮとＦＨであることをきちんと認識し、最後にダイス勝負でデータの行く末を決めるところは、ベテランゲーマーの面めん目もく躍やく如じよというところでしょう。敵対存在だからこそ、協力するところは協力する、敵対するところは敵対するというスタンスは、彼のキャラクターとしても非常に納得できるものでした。

　その後でジャーム化はしてしまいましたが、可能性が無いわけではありませんでした。これもまた、ダイス目に翻弄されたひとつの例だと思います。




　また、それに関連する形で隼人、椿にそれぞれ問題を投げかけます。

　隼人は自分の過去に対して、椿は自分の立場に対して、真神、伊織といったＮＰＣを介して考えるように誘導していきました。

　問題にどう答えたのかは本編を見ていただければわかるとおりですが、もし霧谷が倒れていなければまた少し違った答えが出ていたのだろうと思います。




　さてシナリオの結果は、霧谷は意識不明になりはしたもののデータは取り戻す、という形に落ち着きました。

　日本支部長を失ったＵＧＮはこれから苦境に立たされることになるでしょう。その渦の中で、隼人や椿はどう歩いていくのか。

　すべては四巻で決着がつくことになります。楽しみにお待ちいただければ幸いです。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　では最後にお世話になった方々にお礼を。

　忙しい中に時間を作ってくれたプレイヤーの皆さん、この本を作るために尽力してくれたスタッフのみんな、ありがとうございます。

　また、いつも考えに考えて絵を描いてくれているイラストレーターのお二人に。ついにオリジンもここまで来ました。ありがとうございます。




　そして最後にこの本を読み、ダブルクロスを応援してくれる皆さんに。

　ありがとうございます。これからも、よろしくお願いいたします。





二〇〇六年二月十六日　矢野俊策












ダブルクロス・リプレイ・オリジン




破滅の剣








矢野俊策／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．
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